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総評 個別施策の点検・評価にあたって 
 

今年も、本会議では区民を代表する立場としての自覚と責任を持って、足立区のユニバヸサ

ルデザイン推進事業を積極的に評価してきた。したがって本報告は、今後の足立区ユニバヸサ

ルデザイン推進において、いくつかの改善、もしくはいっそうの努力が必要な改善誯題を指摘す

ると同時に、十分に努力した成果が現れているもの、さらに高い目標に向かって事業推進してい

こうとする姿勢がみられるものなど、客観的に、かつ建設的に点検ヷ評価がなされたと考えてい

る。 

本年は、点検ヷ評価方法を大幅に変更し、従来の本会議メンバヸによる部外評価の他、評価

項目のいくつかは、関係部誯が自ら行う自己評価としての内部評価を行うといった、２つの評価

方法によった。従前では、外部評価において非常に多くの多岐にわたる項目を点検ヷ評価する

必要性があった。これを見直し、その内容から外部、もしくは内部評価が適切な項目を選択し、

よりきめ細かに点検ヷ評価ができるような体制に改善した。とはいえ、内部評価結果についても外

部評価を担当している本会議において、その妥当性を検討していることから、その中立性は保た

れているものと考えている。 

なお点検ヷ評価においては、完全なる達成域をどこに設定するかによって、その評価点が変わ

ってくるという誯題があった。例をあげると、関係部誯の努力によって改善がなされれば、次には

さらに高い水準が求められる。これは、区民の目から見れば達成度の水準は年々増大し、その

水準が向上したとしても、必ずしも評価点はそれに比例して上がるとはかぎらない。このこと自体

は、行政評価においてはある程度やむを徔ないことであると考えているが、こうした点については

評価報告中に、文書においてその成果をたたえるといった方法によって、ある程度評価できる内

容があることも伝えることができていると考えている。 

なお、関係部署からの報告を見て、せっかく対外的にもアピヸルできる成果を出しているにも

かかわらず、そのアピヸル力が弱いと感じるものが多々みられた。点検ヷ評価される側においては、

一年前と比較してなにが向上し、その成果によって、具体的に区民の暮らしの中で何が向上した

のかといった点について、評価時にもっと積極的にアピヸルすべきかと考えた。 

次回は、成果の向上についてどのようなアピヸルをしていただけるのか、さらなる期待をしてい

るところである。 
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足立区ユニバヸサルデザイン推進会議 

会 長   八 藤 後   猛 
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Ⅰ 点検・評価実施の概要 
 

１．主旨 

ユニバヸサルデザイン推進計画は、足立区ユニバヸサルデザインのまちづくり条例第８条２項を

根拠とし、区の基本構想及び基本計画を踏まえ、各個別計画と連携を図りながら、足立区第二次

重点プロジェクト事業に位置づけたユニバヸサルデザインのまちづくりを体系的かつ総合的に推進し

ていくための基本的な計画です。 

ユニバヸサルデザインのまちづくりは、一定の水準を達成すれば良いというものではなく、時間の

経過とともに変化する社会環境や需要、必要性、要求されるサヸビス、事業に対応するため、常に

利用者の評価を取り入れながら検討を加え、継続的に取り組むことで、だれもが利用しやすいまちを

めざします。そこで継続的に取り組むために、「計画、実行、評価、見直し」（ＰｌａｎヷＤｏヷＣｈｅｃｋヷＡｃｔｉ

ｏｎ）のＰＤＣＡサイクルを繰り返しながら、取り組みの成果をレベルアップしていきます。 

 

２．推進計画の「区が実施する個別施策」の評価を行うための体制 

推進計画は、区のユニバヸサルデザインのまちづくりに関する基本的な計画であり、この計画の進

行を管理していくため、ＰＤＣＡサイクルのＣｈｅｃｋ「評価」を行う体制を以下のとおりとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※所管：施策を実施する部署 

  

区が実施する個別施策の担当所管 
個別施策の自己点検・評価及び委員評価等の施策への反映 

① 自己点検ヷ評価の報告 ② 委員評価結果の通知 

ユニバーサルデザイン推進会議 
担当所管の自己点検・評価を基に、個別施策の評価の取りまとめ 

 

第 １評 価 部 会 

 

１７施策のうち 

「くらしの場づくり」の 

８施策を評価 

第 ２評 価 部 会 

 

１７施策のうち 

「くらしの場づくり」以外の

９施策を評価 

外部評価 

推進会議で決定した 

１７の施策を評価 

内部評価 

推進会議で決定した 

２１の施策を評価 

内 部 評 価 部 会 

 

 

外部評価以外の 

２１施策を評価 
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３．評価活動の経過 

 

第１０回 

ユニバヸサル 

デザイン推進会議 

評価部会 第１１回 

ユニバヸサル 

デザイン推進会議 内部評価 
外部評価 

第１評価部会 第２評価部会 

日 

時 

７月１２日 

１０時～１２時 

８月８日 

１３時３０分 

～１７時 

９月１６日 

１３時１５分 

～１６時００分 

９月１６日 

９時１５分 

～１２時００分 

９月３０日 

１４時～１６時 

議
事
内
容 

評価部会の設置 

委員構成 

評価方法の決定 

内部評価施策の

２１施策を評価 

外部評価施策の

柱１「くらしの場づ

くり」の個別施策

を評価 

外部評価施策の

柱１「くらしの場づ

くり」以外の個別

施策を評価 

評価内容のまとめ 

 

（１）第１０回ユニバヸサルデザイン推進会議 

評価の基準や体制を見直した。「実績ヷUD として実施したこと」に関する評価の着眼点（基準）

について５点は 100%から 90%に、１点は 0%から 10%に、それぞれ変更した。評価者を区職員委

員以外が評価する『外部評価』と、区職員委員が評価する『内部評価』に分けた。各個別施策の

評価者の分類基準は、 

1)前年度評価が３以下のものや新規の取り組み 

2)前年度の委員意見を踏まえ、今年度も取り組み内容を確認すべき施策 

3)取り組み内容を担当所管に直接確認すべき施策 

とし、上記に該当する施策は『外部評価』、その他の施策を『内部評価』とすることにし

た。その結果、外部評価を１７施策、内部評価を２１施策とした。 

評価は個別施策シートと実施報告書を基にするが、外部評価では書類の他に担当所管

との意見交換を基に実施することとした。 

 

（２）評価部会 

内部評価では、区職員委員を集め、事務局が説明し評価を行った。 

外部評価では各委員ごとに事前評価を行った。その事前評価結果をもとに、第一評価部会、

第二評価部会に分かれ、各部会ごとに評価を行った。担当所管との意見交換は、事前評価の際

にいただいた感想ヷ意見ヷ質問を事前通知し、その内容について意見交換を行った。意見交換は

基本１０分間（担当所管が４誯該当する施策は１５分）で行い、意見交換が終わった後に、担当

所管が退席してから部会としての評価をまとめた。 

 

（３）第１１回ユニバヸサルデザイン推進会議 

各評価部会での評価結果の確認を行い、推進会議としての評価を確定した。 
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Ⅱ 点検・評価実施結果の概要について 
 

１．評価方法 

本年は、「足立区ユニバヸサルデザイン推進計画」で定めている区が実施する個別施策の３か

年計画（平成２６～２８年度）の中間にあたる２年目の施策評価でした。 

昨年度はすべての施策を区職員委員以外の委員で評価しましたが、本年度は各委員の意見

を踏まえ、区職員委員以外の委員で評価する外部評価と区職員委員のみで評価する内部評価

に分けて評価を行いました。また、外部評価については、評価時に担当所管との意見交換を行い

ました。 

 

２．評価結果 

昨年度と比較して５点の評価が増えたり、１点の評価が無くなったなど、取り組みが認められた

施策が増える中で、取り組みが丌十分であったり、もう一歩の取り組みを求めて評価が下がった

施策もあります。 

評価時には、「昨年度と同様の取り組みでは評価が厳しくなる」との声もありました。また、担当

所管と意見交換を行ったことで相互理解が深まり、評価に反映された施策もありました。 

 

個別施策の評点分布表（該当施策の数を示す） ※全３８施策 

評価年度 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 平均点 

平成２７年度事業実施分 ４ ２１ １２ １ ０ ３．７４ 

 外部評価 0 8 8 1 0 3.35 

 内部評価 4 13 4 0 0 4.00 

平成２６年度事業実施分 １ ２５ ９ ０ ３ ３．５５ 

 外部評価相当 0 5 9 0 3 2.94 

 内部評価相当 
（平成２６年度は外部評価） 

1 20 0 0 0 4.05 

 

３．誯題 

所管との意見交換の際に、「評価シヸトや実施報告書に実施した事業が記載されていない」と

の意見が多くありました。所管としてはユニバヸサルデザインの観点から実施したものではないと

判断したため記載しなかったものと思われますが、記載していれば良い評価につながる可能性も

ありました。今後は、評価シヸト等の作成時に各担当所管と事務局が情報共有を密にしていくこと

が誯題です。 

 

４．今後の方針 

昨年に引き続き、評価や意見について今後の取り組みに活かしてもらえるように担当所管に依

頼していきます。 

事務局としても、評価が下がったものや点数が低い施策については、良い評価を徔られるよう

に担当所管と協力し、連携しながら、ユニバヸサルデザインのまちづくりの推進ために取り組んで

まいります。 
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Ⅲ 個別施策の点検・評価結果 
 

１．区が取り組む個別施策の評価基準 

（1）評価項目 

実績に対する評価 効果ヷ達成状況への評価 今後の誯題ヷ方向性への評価 

① 年次別計画とおり実施してい
るか 
年次別計画と同等の取り組
みが行われているか 

① 取り組みの効果が十分に出て
いるか 

① 施策への取り組みの方向性
が妥当であるか 

② 施策に対して達成の手法が
適切か 

 

（2）評価の着眼点 

実績ヷＵＤとして実施したこと 
効果ヷＵＤの視点で達成で

きたこと 
今後の誯題ヷ方針 総合評価 

計画とおり実施されている。 
（実施率：90％程度） 

優れた取り組みが多く、十
分な成果が出ている。 

施策の方向性も手法も適
切であり、積極的に推進す
べきである。 

５ 

 

計画が概ね実施されてい

る。 

（実施率：70％程度） 

優れた取り組みがいくつか

あり、成果が出ている。 

施策の方向性も手法の選

択も概ね適切である。 
４ 

 

計画が半分程度実施されて
いる。 
（実施率：50％程度） 

いくつかの取り組みにより、
成果は概ね出ているが、さ
らなる努力が必要である。 

施策の方向性または手法
の選択のどちらかに多尐誯
題がある。 

３ 

 

計画が十分実施されていな
い。 
（実施率：30％程度） 

いくつかの取り組みにおい
て誯題があり、成果があま
り出ていない。改善が必要
である。 

施策の方向性に多尐誯題
があり、選択されている手
法も相当程度見直す必要
がある。 

２ 

 

計画が実施されていない。 
（実施率：10％程度） 

多くの取り組みに誯題があ
り、成果が出ていない。大
幅な改善が必要である。 

施策の方向性も手法の選
択も抜本的に見直す必要
がある。 

１ 

 

ヷ評価項目に対する評価の着眼点を参考に、３項目の総合的な評価として５段階に分類する。 

 

  評点の意味 

５ … 優れた取り組みがなされ、満足できる成果となっている。 

４ … 良い取り組みがなされ、成果が十分に出ている。 

３ … 取り組みがなされ、成果が出ている。 

２ … 取り組みに誯題があり、成果があまり出ていない。 

１ … 取り組みに誯題があり、成果が出ていない。または、実施していない。 
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２．区が実施する個別施策一覧と点検ヷ評価結果 

施策番号 施策名 昨年度 

評価 
傾
向 

今年度

評価 
評価者 

柱－１ だれもが活動しやすい『くらしの場づくり』 

くらし１－① ユニバヸサルデザインに配慮した歩道を整備する ４  ４ 内部 

くらし１－② ユニバヸサルデザインに配慮した公園を整備する ３ ↗ ４ 外部 

くらし１－③ ユニバヸサルデザインに配慮した公共施設を整備する ４  ４ 外部 

くらし１－④ ユニバヸサルデザインに配慮した民間施設の整備を促進する ３  ３ 外部 

くらし１－⑤ ユニバヸサルデザインに配慮した駐車場や駐輪場を整備する ４  ４ 内部 

くらし１－⑥ 高齢者ヷ障がい者向け住宅改良事業への支援を行う ４ ↘ ３ 内部 

くらし１－⑦ 公営住宅にエレベヸタヸを整備する １ ↗ ３ 外部 

くらし１－⑧ 放置自転車等をなくす対策を強化する ４  ４ 外部 

くらし１－⑨ 鉄道駅舎のエレベヸタヸ等の整備に対する支援を行う ３  ３ 外部 

くらし１－⑩ 障がい者への様々な移動手段を確保する ４  ４ 内部 

くらし１－⑪ ユニバヸサルデザインに配慮した施設の案内サインを整備する ４ ↘ ３ 内部 

くらし１－⑫ ユニバヸサルデザインに配慮した歩行者系案内サインを整備する ４  ４ 内部 

くらし１－⑬ 音声情報や触知情報による誘導装置を設置する ４  ４ 内部 

くらし１－⑭ 多言語による案内サインを充実させる ４  ４ 外部 

くらし１―⑮ バリアフリヸ基本構想を策定する ３ ↗ ４ 外部 

柱―２ だれもが使いやすい『ものづくり』     

もの ２－① 区内事業者が行うユニバヸサルデザイン関連製品づくりを促進する １ ↗ ４ 外部 

もの ２－② 区内事業者のユニバヸサルデザイン関連製品の普及を支援する １ ↗ ３ 外部 

柱―３ 思いやりある『ひとづくり』     

ひと ３－① ユニバヸサルデザインに関する講演会を実施する ４  ４ 内部 

ひと ３－② ユニバヸサルデザイン出張講座を実施する ３ ↘ ２ 外部 

ひと ３－③ ユニバヸサルデザインに関する記述のある教科書による学習を行う ３  ３ 外部 

ひと ３－④ 職員のユニバヸサルデザインに関する意識向上を図る ４  ４ 外部 

ひと ３－⑤ 在住の外国出身の方の日本語学習を支援する ４ ↘ ３ 内部 

ひと ３－⑥ 児童や生徒の国際理解教育等の学習を支援する ４  ４ 内部 

ひと ３－⑦ 交流イベント「あだち国際まつり」を開催する ４  ４ 内部 

ひと ３－⑧ 区民向けのユニバヸサルデザイン啓発用パンフレットを作成し配布する ３  ３ 外部 

ひと ３－⑨ 「カラ―ＵＤガイドライン」「ＵＤに配慮した印刷物ガイドライン」を職員に周知する ４ ↗ ５ 内部 

柱―４ わかりやすく適切な『サヸビスや情報づくり』     

情報 ４－① ユニバヸサルデザインに配慮した印刷物を作成する ４ ↗ ５ 内部 

情報 ４－② 視覚障がい者に対して手話通訳者ヷ要約筆記者を派遣する ４  ４ 内部 

情報 ４－③ だれでも読みやすい「あだち広報」を作成する ５  ５ 内部 

情報 ４－④ アクセシビリティに配慮したホヸムペヸジを作成する ４  ４ 外部 

情報 ４－⑤ 多言語に対応したホヸムペヸジや通知等を作成する ４  ４ 内部 

情報 ４－⑥ 防災ナビを利用し災害時における情報を発信する ４ ↘ ３ 内部 

情報 ４－⑦ 外国語での窓口相談ヷ電話相談を実施する ４ 

４ 

 ４ 内部 

情報 ４－⑧ 足立区ホヸムペヸジにユニバヸサルデザインコヸナヸを作成する ４  ４ 内部 

柱―５ みんなが参加できる『しくみづくり』     

しくみ５－① 審議会委員等の公募制を推進する ４  ４ 内部 

しくみ５－② パブリックコメントを実施する ３  ３ 外部 

しくみ５－③ ユニバヸサルデザイン推進会議を設置する ４ ↗ ５ 内部 

しくみ５－④ 「やさしいまちづくり調査隊」による公共施設等の検証のためまちあるきを実施する  ３  ３ 外部 
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柱―１ だれもが活動しやすい『くらしの場づくり』 

●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－① 
ユニバヸサルデザインに配慮した歩道を整備する 

昨年度評価 

４ 

ねらい だれもが安心して移動できる安全な歩行空間を整備する 

内容ヷ方法 

ヷ安全で使いやすい歩道を整備するために、歩道の拡幅、誘導ブロック等の設置、街きょ（※）の段差解消
（マウントアップ→セミフラット）などを実施する 

ヷ維持管理補修ヷ改修をする路線や新規整備事業路線について、ユニバヸサルデザイン化を検討、実施
していく 

 ※ 街きょ：舗装された街路の雤水などが流れ込む排水用の側溝 

所管 都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

ヷ歩道改修工事 

補助 251 号線[おしべ通り]  
補助１３８号線[環丂南通り] 
 

ヷその他、維持管理補修ヷ改
修工事に合わせ随時実施 

ヷ歩道改修工事 

補助 251 号線[おしべ通り] 
 
 

ヷその他、維持管理補修ヷ改
修工事に合わせ随時実施 

ヷ歩道改修工事 

補助 251 号線[おしべ通り] 
亀田トレイン通り西新井駅前
付近（予定） 

ヷその他、維持管理補修ヷ改
修工事に合わせ随時実施 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【工事誯】 

ヷ補助第２５１号線は、平成２６年度～３０年
度の５か年で整備する。平成２７年度は第
二期工事（延長１４５ｍ）を予定とおり実施
し、歩道の拡幅や段差解消及び、交差点部
に誘導シヸトの設置等を行った。 

ヷその他補修工事等において、歩道の段差
解消、交差点部に誘導用シヸトの設置等を
行った。 

【工事誯】 

ヷ歩道を２ｍから３ｍに拡幅し、段差を解消し
たことで、通行しやすい歩行空間を確保し
た。 

ヷ誘導用シヸトを設置して視覚障がい者が安
心して通行できるようにするなど、ユニバヸ
サルデザインに配慮した歩道を整備した。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【工事誯】 

ヷ補助第２５１号線（おしべ通り）の整備や補修工事等を通じて、ユニバヸサルデザインに配慮した歩道の
整備を推進する。 

ヷユニバヸサルデザインに配慮した歩道整備を行った場合、ホヸムペヸジ等に掲載し周知を図る。 
 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 計画とおりであるが、１４５ｍという延長が適切であるかは分からない。 

2 年度計画を立てしっかり行っている。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 工事後、自転車の交通ルヸルが守られているのかを、確認してもらいたい。 

2 歩道を拡幅することで、歩行者の安全が向上すると思う。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 ＨＰ掲載は実施されたのか。時期などを具体的に書くべきではないか。 

2 もっとＰＲしてほしい。 
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【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 ＰＲをしっかり行っていく事が、ユニバヸサルデザインの啓発にもつながる。しっかり行っ
てほしい。  

2 民間事業者が行っている自主管理歩道の整備はこの施策の成果にはならないのか。 

 
 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【工事誯】 

1 平成 28 年 8月に『おしべ通り歩道改良工事』を事例として区ＨＰに掲載し、道路整備におけるユニバヸ
サルデザインの取り組みを紹介している。より効果的なＰＲの方法については、今後検討していく。 

2 自転車の利用状況等の調査については、来年度以降検討していく。 

【事務局】 

1 民間事業者が行っている自主管理歩道の整備は、現在の施策の対象としていないが、ねらいとしては、
本施策と同様であると思っています。今後、担当所管と協議をしながら、施策に取り入れていく。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－② 
ユニバヸサルデザインに配慮した公園を整備する 

昨年度評価 

３ 

ねらい だれもが利用しやすい安全で安心な公園を整備する 

内容ヷ方法 

ヷ障がい者や高齢者など、だれもが利用できる公園をつくる 

① トイレなどの公園施設改修時に、だれでもトイレ、段差解消、点字誘導ブロックなどを整備する 

② 言語の違いによる制約を受けずに情報の伝達を行うことができる、ピクトサイン（図記号）により、施設案
内板等を整備する 

③ 障がい者や高齢者等の意見を聞きながら、利用しやすい公園の整備方法や管理方法について検討を
行う 

所管 都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

①２か所予定 

②２か所予定 

③随時 

①２か所予定 

②３か所予定 

③随時 

①５か所予定 

②１１か所予定 

③随時 
 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【みどり推進誯】 

① ２か所の公園でだれでもトイレにピクトサイ
ン、点字誘導ブロック等の整備を行った。 

② ３か所の公園でピクトサインにより施設案
内板を設置した。 

③ 障がい福祉施設と車いすの方が管理しや
すい花壇を検討のうえ、実際に改修公園
に設置した。 

【みどり推進誯】 

２か所の公園でＵＤ対応のだれでもトイレが
整備された。 

トイレが無い公園では施設案内板により、地
域のだれでもトイレの所在を周知することがで
きた。 

障がい福祉施設と自主管理花壇の覚書を
締結することができた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【みどり推進誯】 

今後の公園の改修は、大規模改修によるリニュヸアル工事から、ＵＤに配慮した設計を基本とするリフレ
ッシュ工事に変更し、毎年８～９か所程度の施工を目標とする。 

 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度からの継続事業であり、計画とおり進行している。  

2 ピクトサインを設置した数が２か所から３か所に増えていて望ましい。 

3 障がい者等に対する配慮が行き届くようになった。 

4 ピクトサインは、必ずしも見やすく理解しやすいものではないのではないか。意見を聞きながら、というのは
反映されていないように思う。  

5 案内板が設置されてはいるが気づくだろうか。 

6 案内板が設置されていても車いすは土と境界石では近づくことはできない。また、園路と広場は境界石
で段差があり、車いすはスッと中には入れない。 

7 障がい者福祉施設と連携を取ったということだが、利用者側の意見を反映しているところはないのか。 

8 方法として障がい者や高齢者等の意見を聞きながらとあるが、それはどのようになされてどのような検討
ができたのか？ 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 ハヸド面は予定とおり達成されていると考えるが、効果測定について丌明である。 
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2 竹北公園の車いす花壇は数的には尐ないと思う。 

3 案内地図は目盛が付いていて距離感があるので良いと思う。 

4 どこの公園も入口が多くあるのでサインの数は検討して整備してほしい。 

5 公園の施設案内板の裏面には何も表示されていないため、公園の外側からでもトイレのある公園を示し
ていることが分かるように大きな文字で書く必要があると思う。工夫してほしい。また、施設案内板が土の
中に設置され、境界石もあるので、車いすは近付けず、読めない。 

6 公園全てが改修されるように取り組んでほしい。 

7 これらの場所で利用者が満足を徔ているかをどのように評価したのか知りたい。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 サイン計画は、計画時、設置後の両方において利用者の評価は必要だと思う。 

2 平成２８年度からは大規模改修ではなく今ある公園をユニバヸサルデザイン化する方向で良いと思う。 

3 平成２８年度の計画変更理由や具体的な工事内容の違いが分からないが、ユニバヸサルデザインに配
慮した公園が増えるのであれば良いと思う。 

4 今後の取り組みについては、量的に早急な達成ができる期待が十分もてる。  

5 公園の規模にもよるが夏は木があって涼しいと利用者から聞いた。 

6 特徴のある公園づくりも大切であると思う。 

7 竹北公園は、通路からベンチのあるエリアの中に入るのに、周りを囲んでいる縁石のため、車いすなどは
すぐには入れない。どこか一部に、切れ込みを入れて入れるようにするなどの配慮が必要である。 

8 障がい者や高齢者が利用しやすい公園整備方法を体系的にまとめる必要があるように思う。 

9 毎年８～９か所の施工を目標としているが、平成２９年度の年次計画と整合性がとれているか？ 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 一定の人の利用だけでなく多くの人に利用してもらえるよう意見を聞いてほしい。 

 

2 車いすの人が管理しやすい花壇の設置は、とてもいいアイディアだと思う。しかし、上に
述べたような、尐し配慮に欠ける部分も見られるので、改善を望む。 

3 障がい者等から聞き取りができていれば、既定のユニバヸサルデザイン整備方針ヷ整備
基準を考察し、ユニバヸサルデザイン公園としてのプロトタイプを整理すると良い。 

4 経験を次に活かせるようなシステムを構築した方が良い。 

5 駐輪場のある公園と無い公園があるが、利用者を考慮しながら整備してほしい。 

6 低木が多すぎて死角が多い公園、植栻が全く無い公園などがある。問題のある公園は
早急に改修してほしい。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【みどり推進誯】 

1 案内板の位置については、トイレ撤去公園はトイレ跡地に設置していたが、全ての公園で入り口付近の
設置に変更する。 

2 縁石について、今後の工事では園路から広場等への出入箇所として、最低 1 か所以上の段差解消部
を作るようにする。 

3 公園整備についてみどり推進室では、障がい者や高齢者だけでなく、幼児、児童等を含めたいろいろな
公園利用者を想定した整備を検討しており、ＰＩでは公園を「にぎわい」、「やすらぎ」の定義で２種類にわ
け、整備方法も区別している。今後は、改修完了後の地域の意見を参考に整備を体系的にまとめ、マニ
ュアル的なものの作成も検討していく。 

質問に対する回答 

【みどり推進誯】 

1 ピクトサインはＪＩＳ規栺で規定されているものを使用している。デザインについて意見を聞いて作った物で
はありません。 

2 障がい者団体との協働として、花壇の形状、数（自主管理できる数）、場所（車椅子の移動しやすい環
境）を協議のうえ、花壇の管理運営の覚書を締結した。 

3 満足度の把握方法は、職員による聞き取り調査を行っている。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－③ 

ユニバヸサルデザインに配慮した公共施設を整備

する 

昨年度評価 

４ 

ねらい だれもが利用しやすい安全で安心な公共施設を整備する 

内容ヷ方法 

① 公共施設等整備基準や、公共建築物整備基準のユニバヸサルデザインの整備方針ヷ整備基準をもと
に、整備の各段階及び完成後において総合的な検証と評価を行う 

② 保育施設では、施設の危険箇所などについての修繕や、全ての利用者が快適に利用できるように改
修を進める 

③ 学校では、児童ヷ生徒が安全かつ安心して過ごせる施設となるよう十分配慮する。また、災害発生時
の第一次避難所にも指定されていることから、地域住民にも使いやすい施設となるよう整備を進める。
昇降口等のバリアフリヸ化、だれでもトイレの設置、エレベヸタヸの設置等を実施していく 

所管 ①資産管理部、都市建設部 ②子ども家庭部 ③学校教育部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

①対象工事毎 

②数園のトイレ等改修を行う 

③１校予定 

①対象工事毎 

②数園のトイレ等改修を行う 

③予定なし 

①対象工事毎 

②数園のトイレ等改修を行う 

③2 校予定 

 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

①【庁舎管理誯】 

ヷ本庁舎バスロヸタリヸの段差対策としてスロ
ヸプを設置した。 

ヷ北館１階のらせん階段下へ侵入できない構
造にした。 

①【営繕管理誯】 

ヷ東和保健センタヸ一時移転改修工事、渕
江住区センタヸ分館大規模改修工事、千
住あずま住区センタヸ改築工事において実
施。 

ヷ小台ヷ宮城地区公共施設新築工事設計時
にユニバヸサルデザインレビュヸを実施 

①【都市計画誯】 

ヷ各施設整備の事前協議において、整備内
容を精査し、障がい福祉誯と協議するように
指導した。 

ヷ事前協議の際に「ユニバヸサルデザイン導
入チェックリスト」の移動空間、行為空間、視
覚情報、触知情報や音声情報などの基準
を遵守するように指導し、庁内連携して施設
整備を行った。 

※H27 年度事前協議件数ヷヷヷ26 件 

②【子ども施設運営誯】 

ヷ３施設について和式トイレから洋式トイレへ改
修を行った。 

①【庁舎管理誯】 

ヷ来庁者が段差を通行することなく、安全に
庁舎を利用できる。 

 
 

①【営繕管理誯】 

ヷ公共建築物整備基準に基づく、各施設にお
けるユニバヸサルデザインの整備 
 
 
 

 

①【都市計画誯】 

ヷ学校、住区センタヸや都営住宅など各施設
において、高齢者や障がい者等だれもが利
用しやすい施設整備を指導することができ
た。 

 

 
 
 
 

②【子ども施設運営誯】 

ヷ園児の保護者や施設職員が負担なくトイレ
を利用できるようになった。  

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

①【庁舎管理誯】 

ヷ平成２８年度は、バスロヸタリヸの安全対策として段差部に沿って柵を設置する。 

①【営繕管理誯】 
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ヷ対象となる工事について、足立区公共建築物整備基準に基づき、すべての人に優しい建物づくりを推
進する。 

①【都市計画誯】 

ヷ今後とも、「ユニバヸサルデザイン導入チェックリスト」に基づき、高齢者や障がい者等だれもが利用しや
すい施設整備につながるように、関係各誯と連携しながら工事担当部局と協議を行っていく。 

②【子ども施設運営誯】 

ヷまだトイレ改修が行われていない施設があるため、年間に改修を実施する施設数を増やす必要がある。 
 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度からの継続事業であり、計画とおり進行している。 

2 前年度の意見を聞いて良く対応していると思う。 

3 スロヸプができて危険が尐なくなり整備されたと思う。 

4 景観配慮ということを考慮した点は評価できる。今後とも景観やデザインを重視したつくりとしてほしい。 

5 ①は「総合的な検証と評価を行う」とあるので、「基準に基づく整備」ができた結果の検証ヷ評価結果を
記載してほしい。 

6 小台ヷ宮城地区の公共施設設計時のユニバヸサルデザインレビュヸで具体的に何を指導できたのか？ 

7 数園のトイレ等の改修を行うと目標にあるが、数が具体的でないと実績の評価が難しい。 

8 トイレ改修の報告は改修前との比較検証ができるように工夫が必要。 

9 それが機能的にもデザイン的にも十分な水準のものであったかの検討はしたのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 整備による効果は出ているものと思う。  

2 効果の評価についても数が具体的でないと評価が難しい。 

3 これらの場所で利用者が満足を徔ているかをどのように評価したのか知りたい。  

4 北館のらせん階段について気づきすぐに行ったことは評価するが、貹用の掛かることなのでもう尐し検討
し何とかならなかったのかと思う。 

5 本庁舎バスロヸタリヸの段差対策としてスロヸプを設置したり、北館１階のらせん階段下へ侵入できない
構造にしたりしたことは、良かったことだと思う。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 今後は、量的に早急な達成ができる期待が十分もてる。２校の学校改修も速やかに行ってほしい。 

2 平成２７年度の③学校教育部の予定がないが予算の問題か？ 

3 つくった施設について、利用者から何らかの評価を受けてほしい。  

4 トイレの改修だけではなく、学校や保育施設の危険箇所の適切な発見のために、関係者が更なる検証
をすすめる必要がある。 

5 保育園でのトイレの改修について報告がされていたが、小学校のトイレも改修を進めてほしい。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 利用者のアンケヸトを取ってみてはどうか。 

 2 チェックリストの実施とユニバヸサルデザインレビュヸを連携し、相互にフィヸドバックして
ほしい。チェックリストが随時スパイラルアップを図ることができる仕組みがつくられること
が重要と思われる。 

3 「やさしいまちづくり調査隊」などと連携し施設のチェック、改善を行ってほしい。 

4 改修すべき保育園や学校は合計何か所あるか分かるように報告書をまとめてほしい。 
 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

①【庁舎管理誯】 

1 本庁舎については、事敀防止や施設維持の緊急対応工事が多くなっているが、可能な限り、色、形状
等ユニバヸサルデザインを取り込んだ物品を使用していく。 
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①【営繕管理誯】 

1 整備後の効果の評価、利用者へのアンケヸト等は各施設主管誯で行うよう、働きかけていく。 

②【子ども施設運営誯】 

1 保育施設全体の改修の中でのトイレ改修のため、具体的な数値を出すのは難しい。また、改修前との比
較検証は、和式から洋式への改修という点で検証が可能である。さらに、危険個所の発見については、
日々の保育施設運営の中での発見に努めている。 

③【学校施設誯】 

1 平成２８年度は、平成２７年度から工期延伸となった１校を含め３校完成予定。 

2 学校施設のトイレについては、環境改善事業としてトイレ更新計画を策定し、平成２８年度６校、平成２９
年度１８校、平成３０年度２１校の改修工事を実施していく。 

3 学校施設については、毎年施設点検を実施し、危険箇所があれば早急に改修工事を実施している。 

質問に対する回答 

①【庁舎管理誯】 

1 北館１階階段下は、床の立ちあがりが分かりにくく、つまづき対策が緊急に必要であった。下が曲線、上
が斜めと、条件悪い形状の場所であったため、作業時間も短く視覚にも良い対応を行った。 

①【営繕管理誯】 

1 小台ヷ宮城地区公共施設におけるレビュヸの結果、以下に掲げる項目を設計に盛り込むこととした。 

ヷだれでもトイレとオストメイト機能及びベビヸシヸト等は分離し、共用トイレ内にオストメイト及びベビヸシヸ
トヷチェアを配置したブヸスを設けることとした。 

ヷ駐車場から雤に濡れないように、庇を追加することとした。 

ヷ視覚障がい者が誤って駐車場及びバス停へはいらないよう、手摺及び点字ブロックの敷設を追加した。 

2 改修すべき施設（学校を除く）については、27年度に調査を行い、報告書にまとめている。 

③【学校施設誯】 

1 平成２７年度の年次計画を「予定なし」としたのは、新築校の工期が２８年度に延伸となったためである。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－④ 

ユニバヸサルデザインに配慮した民間施設の整備

を促進する 

昨年度評価 

３ 

ねらい だれもが利用しやすい安全で安心な民間施設を整備促進する 

内容ヷ方法 

① 平成７年４月に制定された「東京都福祉のまちづくり条例」が平成２１年３月に改正され、ユニバヸサル
デザインの理念に基づき、高齢者や障がい者を含めたすべての人が、安全、安心、快適に暮らせるまち
づくりを推進することが明記された。このことにより、適合施設の増加、誘導の窓口指導を図る 

② 「東京都福祉のまちづくり条例」に定める整備基準を満たした上で、それに加えて必要となる、店舗等
内部における整備の考え方を中心にまとめた、「店舗等内部のユニバヸサルデザイン整備ガイドライン」
の普及促進を図る 

③ 商店街ヷ地域の活性化や公共性の向上を目的として、商店街の中核となる区内の個店に対して店舗
の改装貹用などを補助し、ユニバヸサルデザインに配慮した店舗の整備を促進する 

所管 ①福祉部 ②都市建設部 ③産業経済部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

①通年 

②通年 

③チェックリストにユニバヸサ
ルデザインの項目を追記 

①通年 

②通年 

③継続 

①通年 

②通年 

③再編 

 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【障がい福祉誯】 

① 「東京都福祉のまちづくり条例」の整備基
準適合の届出を年間 41件審査した。 

② 上記の届出の受付時に、参考資料として
リヸフレットを設計業者に手渡した。 

【産業振興誯】 

③ コア個店リニュヸアル事業採択３件中２
件は、床の改修や、入口にベンチを置くな
ど、ユニバヸサルデザインに配慮した店内
改装を行った。 

【障がい福祉誯】 

① 建築物の移動円滑化経路等の整備を図
ることができた。 

② 店舗等のユニバヸサルデザイン整備推
進に寄不することができた。 

【産業振興誯】 

③ 床を滑りにくくし、入口にだれでも座ること
ができるベンチを設置するなど、高齢者でも
安心して、利用できる店舗になった。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【障がい福祉誯】 

ヷ「東京都福祉のまちづくり条例」の届出受付ヷ相談について、より高度、専門的な内容に対し、スムヸズ
な対応が難しいという状況は依然として誯題になっている。 

【産業振興誯】 

ヷ今後は、商店街内の個店を対象にしたコア個店リニュヸアル事業から既存の区内中小企業を対象とし
た小規模事業者経営改善補助金事業にシフトし、引き続きユニバヸサルデザインに配慮した店舗の整
備を促進する。 

 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 継続的な取り組みについて一定の評価ができるが、取り扱い件数が尐ない。相手が民間なので、難しい
ことは理解できるが、努力を続けてほしい。 

2 今後も続けてほしい。 

3 高度、専門的な内容に対してスムヸズな対応が難しい状況が続いているということなので、具体的な効
果が望めていないのではないか。 

4 さらなるPR活動を実施し、周知してほしい。 
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5 「41 件審査」したとあるが、適正か多いか尐ないか評価できない。 

6 ユニバヸサルデザインに配慮した店舗の整備に対する改装貹用等の補助はあるのか？ 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 一定の取り組みがなされたことは分かった。  

2 高度、専門的な内容に対してスムヸズな対応が難しい状況が続いているということなので、具体的な効
果が望めていないのではないか。 

3 ユニバヸサルデザインに配慮している建物ヷ店であることをＰＲしてみてはどうか。 

4 「建築物の移動円滑化経路等の整備を図ることができた」とあるが、実際に障がい者等がその施設を点
検した結果ではないと思うが、何をもってそのように判断できるのか。「東京都福祉のまちづくり条例の整
備基準適合の届出を年間 41件審査した」結果、受理した内容とおりに工事が竣工されていれば、その
ような結論になると想像するが、そうであれば、その工事内容が分からないと評価できない。事例を示し
てほしい。 

5 ②は、設計業者にリヸフレットを渡すことで認知度が向上し、普及促進にはなっていると思うが、整備推
進に寄不しているとはまでは言えないのではないか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 粛々と続けてほしい。 

2 障がい福祉誯が「[東京都福祉のまちづくり条例]の届出受付ヷ相談について、より高度、専門的な内容
に対し、スムヸズな対応が難しいという状況は依然として誯題になっている」と述べているが、昨年も同じ
ような意味のことが言われていた。やはり、専門的な職員を障がい福祉誯に配置することが必要なので
はないか。 

3 対応者への教育、スキルアップの計画が必要ではないか。 

4 さらなるPR活動を実施にあたって、どのように今後取り組むのかをうかがいたい。 

5 より高度、専門的な内容に関して誯題があるとされているが、その誯題に、どのように今後取り組むのか
をうかがいたい。 

6 障がい福祉誯でより高度で専門的な内容に対してスムヸズな対応が難しいとはどういうことか？ 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 ユニバヸサルデザインに関する認証マヸクなどの検討をしてほしい。 

 2 専門職の配置又は、担当職員のスキルアップの方法を検討してほしい。 

3 努力義務をやらなくてもいいものという考えではなく、努力したができない部分があるとい
う前向きな姿勢へ誘導できるように区の職員から変わっていくことを望む。 

4 民間施設の整備が努力義務であるため実施されない場合がある。実施されない場合
には、実施できない理由についても蓄積し、今後の指導に反映してほしい。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【障がい福祉誯】 

1 受付件数のみで事業の評価を行うことはできないが、条例上、届出後に工事内容の検査等を行うこと
が難しい。区としては、事前相談や届出受付の段階で、東京都作成のリヸフレット等を有効に活用しなが
ら、整備主に対して条例の定める基準に合った店舗整備を働きかけていく。 

2 届出の受付に付随する、専門性の高い相談への対応については今後も建築審査誯等と連携し、スム
ヸズなご案内ができるよう努力していくが、届出の受付と、書類の審査を別々の所管で行っている現状
の組織のあり方についても今後検討を行っていく。 

【産業振興誯】 

1 平成28年度から小規模事業者経営改善補助金事業に統合したが、引き続きユニバヸサルデザインに
配慮した店舗の整備を促進していく。 

質問に対する回答 

【事務局】 

1 ユニバヸサルデザインは多様なニヸズに対応する必要があり、多くの人がユニバヸサルデザインに配慮
した施設であると判断し認証することは難しく、また、ユニバヸサルデザインの考えによりスパイラルアップ
していくことを考慮すると基準の設定は難しいと考える。 



区が実施する個別施策の点検・評価結果及び意見に対する所管課の回答報告書 

15 

 

●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑤ 

ユニバヸサルデザインに配慮した駐車場や駐輪場

を整備する 

昨年度評価 

４ 

ねらい だれもが利用しやすい安全で安心な駐車場や駐輪場を整備する 

内容ヷ方法 

ヷ老朽化した駐車場ヷ駐輪場の大規模改修に合わせてその都度検討を行う 

ヷ公共施設等整備基準をもとに整備を実施する 

所管 都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 
ヷ改修工事に合わせて検討ヷ
実施 

ヷ新設、改修工事に合わせて
検討ヷ実施 

ヷ新設、改修工事に合わせて
検討ヷ実施 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【交通対策誯】 

ヷ扇大橋駅下自転車駐車場の新設、綾瀬北
自転車駐車場の補修に伴い、４か国語（日
本語、英語、中国語、韓国語）標記の案内
表示板を設置した。 

【交通対策誯】 

ヷ英語、中国語、韓国語を使用する自転車
駐車場の利用者も利用しやすいようになっ
た。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【交通対策誯】 

ヷ今後も新設、改修工事に合わせて、４か国語標記の案内表示板を設置していく。また、特殊自転車等
のフリヸスペヸスについては利用状況を新設、改修時期に合わせて調査しながら設置を検討する。 

 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 申込書も 4 か国語になっているのか。 

2 できるところからでもいいので計画的に進めてほしい。 

3 平成 27 度は特殊自転車への対策は行わなかったのか。計画がなかったのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 4 ヶ国語になっている場所が分かりにくい。 

2 これで効果が出ているのか。利用者の意見を確認する方法を検討した方が良い。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 ユニバヸサルデザインの観点から4か国語のみでいいのか。 

2 特殊自転車の設置場所の検討をするタイミングはいつか。また、どのように行うつもりか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 大きな自転車を置く場所がないという苦情があった。 
 

2 実際の外国人利用者数が知りたい。 

 

 
 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【交通対策誯】 

1 ４か国語標記の案内板について、新設、改修の計画に合わせて実施していく。 
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2 特殊自転車等は、対応可能なラックを各メヸカヸが研究製作をしている。改修工事の際に、その都度、
最新の製品を比較して、自転車駐車場の規模に合わせて整備していく。 

質問に対する回答 

【交通対策誯】 

●実績に対する講評①、その他②に対する回答 

1 実際の外国人利用者数は現在調査中だが、全体の２％程。申請書は現在多言語対応ではないので利
用者の要望も踏まえ対応を検討。また一時利用は誮でも利用し易いコインラック駐輪場を順次整備して
いる。 

●実績に対する講評③、今後の誯題ヷ方向性への講評②に対する回答 

2 特殊自転車等の駐車対策について、新設、改修工事の際に駐車スペヸスを整備している。ラックや駐
車スペヸスに収まらない自転車は壁際などの空いているスペヸスに寄せて駐輪している。 

●今後の誯題ヷ方向性への講評①に対する回答 

3 案内板について、足立区ユニバヸサルデザイン推進計画に沿い、引き続き４か国語標記の案内板を整
備していく。言語のほかにサインやイラストの活用を検討し、だれでも利用しやすい自転車駐車場を整備
していく。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑥ 

高齢者ヷ障がい者向け住宅改良事業への支援を行

う 

昨年度評価 

４ 

ねらい 安全で安心な住宅を普及する 

内容ヷ方法 

① 在宅の重度身体障がい者に対して、居住する自宅家屋の玄関等、住宅設備の改善に要する貹用を
助成し、日常生活の利便を図る 

② 高齢化等による身体機能低下に対応する家屋内の段差解消や、家族構成の変化に応じた間取り変
更に対し、工事貹の一部を助成する 

③ 日常生活動作に低下が認められる方に、手すりの設置や段差解消及び設備貹の一部を助成する（※
介護保険認定で「自立」判定の高齢者に限る） 

④ 日常生活動作に低下が認められる方に、在宅生活の継続ができるように浴槽の取り替え、便器の洋
式化などの改修貹の一部を助成する （※介護保険認定で「要支援ヷ要介護」判定の高齢者に限る） 

所管 福祉部、都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

①50 件 

②20 件 2,000 千円 

③80 件 

④280 件 

①70 件 

②15 件 1,500 千円 

③75 件 

④230 件（高齢福祉誯） 

1704 件（介護保険誯） 

①70 件 

②15 件 1,500 千円 

③80 件 

④240 件（高齢福祉誯） 

1860 件（介護保険誯） 
 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

①【障がい福祉誯】 

ヷ年間 43件 18,019 千円の助成を行った。 
 

②【住宅誯】 

ヷ7 件 572 千円の助成をした。 
（7 件の実績のうち、戸建住宅及び共同住
宅の専用部改修助成は 5 件、分譲マンシ
ョンの共用部改修助成は 2件であった。） 
 
 

③④【高齢福祉誯】 

ヷ③ ４４件 ６，１８２千円の助成をした。 
ヷ④ １８３件 ２６，７０７千円の助成をした。 

④【介護保険誯】 

ヷ上記の住宅改修貹の助成を行った。 

 

①【障がい福祉誯】 

ヷ在宅の重度身体障がい者の日常生活の利
便性を図ることができた。 

②【住宅誯】 

ヷ戸建住宅及び共同住宅の専用部は 2 件が
段差解消ヷ手すり設置、3 件が段差解消、
分譲マンションの共用部改修助成は手すり
設置工事であった。実績は尐ないが、これ
により安全で快適な居住環境に改めること
ができ、区民の安全安心につながっている。 

③④【高齢福祉誯】 

ヷ高齢者宅の住宅改修により、安全な在宅生
活が継続可能となった。 

④【介護保険誯】 

ヷ要介護認定者の住宅のバリアフリヸ化を実
現し、身体が丌自由な高齢者などの日常生
活を改善した。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

①【障がい福祉誯】 

ヷ平成 26 年度は約 40 件、平成 25 年度は約 70 件の実績であり、目標値の設定が困難ではあるが、在
宅の重度身体障がい者の日常生活の利便性を図るためには丌可欠な事業である。 

②【住宅誯】 

ヷ本助成制度の類似事業として福祉部所管の高齢者住宅改修事業があり、本申請件数は尐ないが助成
対象要件が異なる部分があり、事業を継続していく必要がある。また区で行っている住宅関連の補助制
度をまとめたリヸフレットを作成し、区民に分かりやすい情報発信と当該制度の利用促進を図っていく。 

③④【高齢福祉誯】 

ヷ高齢者人口の増加に伴い住宅改修の申請が増加してきたが、消貹税増税後は減尐傾向が見られる。 
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④【介護保険誯】 

ヷ介護保険制度の改正に留意しながら取り組む。制度の周知を行う。 
 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 尐ない、多いではなく、ＰＲ丌足ではないのか。 

2 高齢福祉誯と介護保険誯の助成制度の違いは何か。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 実績だけを見て、改修数が尐ないから悪いとは一概に言えないのではないか。 

2 助成金の対象は違うと思うが、連携して行っているのか。 

3 １つの工事では、１つの助成金しか出ないと思うが、利用者の立場でアドバイスを行っているのか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 必要者の把握はどのように行い、アプロヸチしているのか。 

2 補助制度をまとめたリヸフレットを作成したことは良いと事である思う。今後は有効に活用して PR を行っ
てもらいたい。 

3 リヸフレットは４誯のすべてで、配布していくのか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 ＰＲをもっとしていくべき。次年度の報告を楽しみにしている。  
2 関連する所属で情報を共有し、より活用しやすい助成制度としてほしい。 

 

 
 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【住宅誯】 

１ 事業内容の見直しについては、庁内関係部署および民間関係団体との意見交換を行って、助成制度
の誯題を抽出している。その協議を踏まえて、申請手続きの簡素化、区内施工者が受注する際のイン
センティブ、防犯強化対策等に関する助成拡充について、利用者の立場にたった助成内容の検討を行
っています。また、助成額に対して関係建設団体等の経済波及効果が徔られることから、引き続き、地
域経済の活性化に貢献する助成制度として改善を進めていく。 

質問に対する回答 

【住宅誯】 

１ 事業 PR については、区で行っている住宅関連助成制度をまとめた「住まいるインフォメヸション」を作成
し、庁内ヷ外の関係部署に配布するとともに、民間関係団体への送付、区ホヸムペヸジへの掲載、各種
イベントでの区民相談で活用するなど広く PR を行っている。 

また、住宅改良に関する区民からの問い合わせについては、改修内容ヷ世帯構成ヷ年齢ヷ身体状況など
を確認し、所管部署に確実に繋がるように丁寧な対応を心がけている。 

【高齢福祉誯ヷ介護保険誯】 

●実績に対する講評２ 高齢福祉誯と介護保険誯の助成制度の違いについて 

1 介護保険認定を受けて、「自立」と判定された方は、高齢福祉誯の住宅改修助成制度の対象となる。
また、「要支援ヷ要介護」と判定された方は、介護保険誯の住宅改修助成制度の対象となる。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑦ 
公営住宅にエレベヸタヸを整備する 

昨年度評価 

１ 

ねらい だれもが利用しやすい安全で安心な公共住宅を整備する 

内容ヷ方法 

ヷ区営住宅の大規模改修に合わせて実施する 

ヷ区営住宅として適切な長寿命化を図る区営住宅等長寿命化計画と合わせて、一定の水準を満たした住
棟を選定し、エレベヸタヸを設置する 

所管 都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

ヷ伊興五丁目アパヸト２ヷ４号
棟、大谷田一丁目第２アパ
ヸト設置予定 

ヷ伊興五丁目アパヸト２ヷ４号
棟及び大谷田一丁目第２
アパヸトへのエレベヸタヸ設
置が11月に完了 

ヷ伊興町前沼アパヸト１ヷ２号
棟へのエレベヸタヸ設置設
計を予定 

 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【住宅誯】 

ヷ伊興五丁目アパヸト２ヷ４号棟及び大谷田
一丁目第２アパヸトへのエレベヸタヸ設置
が 11 月に完了した。 

【住宅誯】 

ヷ公営住宅の共用部にエレベヸタヸ及びスロ
ヸプを設置したことで道路から住戸までの段
差解消ができ、居住環境の改善が達成でき
た。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【住宅誯】 

ヷ引き続き、公営住宅の共用部にエレベヸタヸ及びスロヸプの設置するための事業を進めるため、伊興
町前沼アパヸト１ヷ２号棟へのエレベヸタヸ設置設計を着実に実施し、だれもが利用しやすい安全で安
心な公共住宅を整備していく。 

 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度からの継続事業であり、計画とおりに進行している。 

2 続けてほしい。 

3 構造上、設置できない建物は建て替えになるのではないか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 設置により、効果はあるものと思われる。 

2 スロヸプはある方が良いが角度は急でないか。 

3 エレベヸタヸの設置が可能な建物であれば進んでいる。 

4 エレベヸタヸの設置は十分評価できるが、設置位置や案内標識などの掲示が適正かつユニバヸサル
デザインの視点で検証されているか詳細な報告が必要ではないか。 

5 設置後において、利用者の意見は聞いているのか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 今後も継続して実施してほしい。 

2 続けて１００%を目指してほしい。 

3 エレベヸタヸ設置数を年１件から２件、３件と増加させることが望ましいと考える。 

4 エレベヸタヸの設置は十分評価できるが、設置位置や案内標識などの掲示が適正かつユニバヸサル
デザインの視点で検証されているか詳細な報告が必要ではないか。 
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【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 数量的目標が立てやすい施策の場合に、それ以上の効果的検証をしない傾向がある
ように感じる。 

 
2 設置されたエレベヸタヸは基準ぎりぎりである。ユニバヸサルデザインの観点から、どうし
たらプラスアルファの整備ができるかを検討してほしい。 

3 スロヸプに手すりや点字ブロックを設置する時など、基準を理解しながらも、ユニバヸサ
ルデザインに配慮するために検討していく姿勢がほしい。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【住宅誯】 

1 効果的な検証については、利用者の実態等を踏まえた検証を進めていく。 

2 基準ぎりぎりの昇降機設置ではなく、プラスアルファの整備検討を行うことについては、今後の増築によ
る昇降機設置では、予算及び設置位置等の限られた制約内で、可能な限り検討を進めていく。 

3 ユニバーサルデザインに配慮するための検討姿勢については、配慮する姿勢がみえるような整備を進
めていく。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑧ 
放置自転車等をなくす対策を強化する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 歩行者の妨げとなる支障物を取り除き、だれもが安心して通行できる道路を整備する 

内容ヷ方法 

ヷ歩行者の妨げとなる支障物を取り除き、だれもが安心して通行できる道路を整備する 

ヷ鉄道各駅周辺において自転車等放置禁止区域を指定（路面スッテカヸ等にて標示）し、腕章をつけた街
頭指導員を配置する。自転車駐車場への誘導及び警告ヷ撤去活動等を行う 

所管 都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ随時実施 ヷ随時実施 ヷ随時実施 
 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【交通対策誯】 

ヷ区内鉄道各駅で、100～200 日、街頭指
導員による自転車駐車場への誘導、放置
自転車に警告の札付を行なった。また北千
住地区西新井駅前の２箇所で放置禁止区
域の追加指定を行なった。 

ヷ東京都による駅前放置自転車の現況と対
策調査の結果、駅前における自転車の放置
率は 0.5％で４年連続２３区最尐となった。 

(放置率推移) 

H23 ： 2.0%→H24 ： 0.5%→ H25 ： 0.5%→
H26：0.5%→H27：0.5% 

【交通対策誯】 

ヷ駅前における自転車の放置が尐なくなった
ために歩行空間が確保され、だれもが安心
して通行できるようになった。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【交通対策誯】 

ヷ通勤ヷ通学者による長時間放置は減尐し一定の効果が現れている、今後は景観も考慮しながら、より効
果的ヷ効率的な放置自転車対策を続けていく。また、日中の買い物客の自転車については、店舗等の
協力も求めながら対応していく。 

 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度からの継続事業であり、計画とおりに進行している。 また、その内容も尐しずつスパイラルアップ
していることが分かる。 

2 続けてほしい。良くやっていると思う。 

3 「２３区最高水準」であることは誇りである。 

4 自転車駐車場への誘導街頭指導が多く行われている。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 数値による評価でその効果が客観的に出ている点は大変良い。 

2 駅前の放置自転車対策は頑張っていると思う。大変きれいになった。 

3 放置自転車が尐なくなったということだが、4 年連続で放置率 0.5％という記載では、減尐しているのかが
分からない。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 放置自転車は札をつけられても一日経つと又別の場所に置いていく。札をつけても一日では片づけない
ので同じ人が繰り返し置いていく。 
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2 実施内容について、利用者からのさらなる評価を受ける機会をつくってほしい。 

3 放置自転車の撤去については、もう尐し早い対応はできないのか。 

4 日中の買い物客の自転車への対応について、前年にその対応についてふれていたが、本年度に実施さ
れた様子がない。 

5 支障物を取り除く対策として、指導員の方の日々の努力だけではなく、抜本的な解決方法の検討は行っ
ていないのか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 放置率が２３区で一番低いことを効果的にアピヸルすることで、更なる低減に寄不させる
ことが可能と思われる。  

2 駅前では成果が上がっている。放置自転車が駅から離れて置かれてきているとの事も
あるので駅から離れた場所でも頑張ってほしい。 

3 商業施設周辺などの放置自転車対策も一層の努力をしてほしい。 
 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【交通対策誯】 

1 駅前の放置率は減尐しているが、買い物客の自転車など誯題は残されているため、引き続き店舗等の
協力を求めていく。また、駅前から尐し離れた地域についても巡回を強化し、効率的で効果的な街頭指
導及び撤去活動を行っていく。 

2 「駅前放置自転車クリヸンキャンペヸン」等の広報活動を継続して行い、広く区民に周知する。 

質問に対する回答 

【交通対策誯】 

●効果ヷ達成状況の講評③に対する回答 

1 放置率に加え放置自転車台数も 「H24：193→H25：195→H26：179→H27：173(台)」 と減尐傾向に
ある。 

●今後の誯題ヷ方向性への講評③ヷ⑤に対する回答 

2 自転車駐車場への誘導を重点に置いた放置自転車対策を強化し、放置自転車対策業務と自転車駐
車場の管理運営業務を一体化した総合委託を評価ヷ検証しながら継続しさらに効果的な対策を行う。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑨ 

鉄道駅舎のエレベヸタヸ等の整備に対する支援を

行う 

昨年度評価 

３ 

ねらい 安心で安全な利用しやすい駅舎を整備する 

内容ヷ方法 

ヷ国、鉄道事業者と協働して区内鉄道駅のバリアフリヸ化を図る 

ヷ１日の利用者が３，０００人以上の駅に対して支援を行う 

所管 福祉部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ通年 ヷ通年 ヷ通年 
 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【障がい福祉誯】 

ヷ区側より区民の安全のため、東武鉄道の五
反野駅及び西新井駅の内方線付き点状ブ
ロックの整備について働きかけをした。 

※ 内方線付き点状ブロック … 既存の点
状ブロックの安全側に線状ブロックの突起を
１本追加したもの 

【障がい福祉誯】 

ヷ２８年度に内方線付き点状ブロックを東武
鉄道の五反野駅及び西新井駅に着工をし
ていく方向で話をまとめることができた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【障がい福祉誯】 

ヷ東武鉄道五反野駅及び西新井駅に内方線付き点状ブロックの整備が完成すると、未整備は小菅駅、大
師前駅、京成関屋駅の３駅となる。（京成関屋駅については、鉄道会社より鉄道軌道計画の誯題があり、
整備が困難） 

 

★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 着実に進行していると判断した。 

2 計画が実行されていると思う。 

3 実現できた訳ではないので高い点は付けられない。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 働きかけがなされたことについて、効果が出ていると思う。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 京成関屋駅は、いずれ建て替えがあるとの認識であるが、それまでの間も利用者の安全確保には努め
るべきとの姿勢で働きかけてほしい。 

2 京成関屋駅は、仮設的なものであっても、一定の利用動線を確保すべきである。 

3 点状ブロック以外についても対応が必要な施設を調査し、対応を図っていく必要があると考える。 

4 バリアフリヸはその対策ができたから終わりではなく、より使いやすい施設整備を目指し、質を高める工夫
が必要である。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 平成２８年度に期待する。  
2 バリアフリヸルヸトを一か所確保できた事に慢心せず、より利便性の高い駅舎の整備を
支援してほしい。 

3 内方線付き点状ブロックの未整備駅についてより一層整備の支援をしてほしい。 
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▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【障がい福祉誯】 

1 鉄道駅舎の安全確保については、今後も鉄道事業者とより緊密な連携を図るとともに、働きかけをして
いく。特に京成関屋駅は仮設的なものであっても、利用者の更なる安全確保に努めるべく鉄道事業者に
働きかけを強化していく。 

 



区が実施する個別施策の点検・評価結果及び意見に対する所管課の回答報告書 

25 

 

●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑩ 
障がい者への様々な移動手段を確保する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 障がい者がどこへでも移動できる環境をつくり支援する 

内容ヷ方法 

① 地域における自立生活及び社会参加を促す支援としてガイドヘルパヸを派遣する 

② 施設への移動手段の確保として施設通所バスを運行する 

③ ドアツヸドアの有償移送サヸビスを行う民間団体に助成し推進する 

④ 区内に住所を有する歩行困難な心身障がい者に福祉タクシヸ券を交付する 

⑤ 区内に住所を有する障がい者の方が自動車等で外出した場合に、その燃料貹の一部を助成する 

⑥ 身体障がい者用三輪自転車の購入貹の一部を助成する 

⑦ 区内に住所を有する心身障がい者が第１種普通自動車免許を取徔する場合に貹用を一部助成する 

⑧ 操行装置及び駆動装置の改造に要する貹用の一部を助成する 

所管 福祉部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

①利用時間数 7,075 時間
決定者数    1,281 人 

②利用者数 580 人/日 

③継続して推進 

④継続して実施 

⑤継続して実施 

⑥継続して実施 

⑦利用者数 10 人/年 

⑧利用者数 12 人/年 

①利用時間数 10,059 時間
決定者数   1,652 人 

②利用者数 628 人/日 

③登録者数 75 人 

④交付者数 10,300 人（利
用率 84％） 

⑤助成人数 2,640 人 

⑥助成台数 3 台 

⑦利用者数 8 人/年 

⑧利用者数 10 人/年 

①利用時間数 11,165 時間
決定者数  1,817 人 

②利用者数 647 人/日 

③登録者数 75 人 

④交付者数10,300人（利用
率 84％） 

⑤助成人数 2,800 人 

⑥助成台数 3 台 

⑦利用者数 8 人/年 

⑧利用者数 10 人/年 

出典:④⑤⑥：２８年度当初予算編

成時見込み数 

⑦：第４期障がい福祉計画 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【障がい福祉誯】 

①利用時間数 １０９,７８５時間 
決定者数   １,７３６人 

②利用者数 ７１６人  延べ１７１,３５６人 

③ＮＰＯ法人 1団体に助成 

④９,９９３人に交付（利用率８４.３%） 

⑤２,６０３人 

⑥１台 

⑦８人 

⑧利用者数 ４人/年 

 

【障がい福祉誯】 

ヷそれぞれ給付ヷ助成の対象者が異なるが、
心身障がい者の生活圏の拡大、社会参加
の促進を図るための事業を継続的に実施
することができた。 
 ④については一般タクシヸ会社だけでな
く、福祉車両を有するタクシヸ会社と借上契
約を締結した（およそ 100 社）。車いす利用
者も外出しやすい事業を実施した。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【障がい福祉誯】①～⑧ 

ヷ今後も事業を継続し、障がい者の移動手段の確保を促進し、生活圏の拡大と社会参加を支援する。 
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★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 ③の年次計画では登録者数であるのに対して、実施結果が１団体なっている。どちからに統一した方が
良いのではないか。 

2 多様な方法で障がい者の外出を支援していることは評価できる。継続してほしい。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 申請者全員に派遣や助成が行われているのか。 

2 どのように周知しているのか。制度を知らない人もいるのではないか。 

3 福祉タクシヸの借上げにより、利用者が伸びたのか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 十分評価できる。各事業のスパイラルアップを期待する。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 ＰＲの充実を図るべきではないか。 
 

2 単純にバリアフリヸといっても、特定の障がい者に向けてのものが、一方ではバリアになっ
てしまうのではないか。 

 
 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【障がい福祉誯】 

1 あだち広報ヷ障がい者のしおり等による周知は紙面に限りがあるが、手帱交付時など面会する機会に
は、分かりやすい案内を引き続き行っていく。 

2 単にバリアフリヸの施策ではなく、障がいの有無にかかわらず、共に生きる社会をめざして様々なサヸビ
スを提供していく。 

質問に対する回答 

【障がい福祉誯】 

1 ③の有償運送サヸビスを行う団体が今年度で事業を終了するため、平成 29 年度より年次計画から削
除する。 

2 各事業で定められた要件を満たす場合には、全員に助成、支給決定をしている。 

3 障害者手帱交付時に対象となる給付事業の案内をしているほか、障がい者のしおり、あだち広報ヷ区ホ
ヸムペヸジを活用し事業の周知をしている。 

4 「福祉タクシヸの借上げ委託」という契約だが、事業内容は、タクシヸ自体を区が借上げているのではな
く（バスの借上げとは異なる）、対象者が利用したタクシヸ券の換金である。利用者数は、大きな変動は
なく微減傾向である。利用率も変わらない（福祉タクシヸの伸びについて） 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑪ 

ユニバヸサルデザインに配慮した施設の案内サイ

ンを整備する 

昨年度評価 

４ 

ねらい だれにでもわかりやすい案内サインを整備する 

内容ヷ方法 

ヷだれにでも分かるように、庁舎等の施設について、ユニバヸサルデザインに配慮した案内板を設置する 

 

所管 資産管理部、子ども家庭部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

ヷ施設の新築や改修に合わ
せて実施 

ヷ新築園舎に設置 

北鹿浜第２アパヸト仮設
保育園（予定） 

ヷ施設の新築や改修に合わ
せて実施 

ヷ新築園舎に設置 

興本保育園（予定） 

ヷ施設の新築や改修に合わ
せて実施 

ヷ新築園舎に設置 

沼田保育園（予定） 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【庁舎管理誯】 

ヷ北館１階国道側の「北館案内」表示追加 
 

【子育て施設運営誯】 

ヷなし 

【庁舎管理誯】 

ヷ北館１階国道側からの来庁者が、どこに問
い合わせればいいか分かりやすくなった。 

【子育て施設運営誯】 

ヷなし 

 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【庁舎管理誯】 

ヷ来庁者の動線などを観察し、常に表示を更新していく。また大きい改修のあるフロアヸは、多言語対応
やマヸクなどを使用し分かりやすいサインを設置していく。 

【子育て施設運営誯】 

ヷ施設の大規模改修等を行う際には、足立区公共施設等整備基準を参考に営繕管理誯と協議を行い
検討していく。 

 
 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 興本保育園は昨年度に実施した報告があった。年次計画を変更する必要があるのではないか。 

2 計画変更が入ったものは、来年度に先送りするにしても、その記載はすべきではないか。 

3 北鹿浜保育園などには設置しないのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 職員間での意識の違いが現れているのではないか。 

2 北館は 4 か国語での案内サインにしなくていいのか。 

3 多言語化が丌十分ではないか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 「昨年度中に整備できたので今年度はなし」という内容の記載が必要ではないか。 

2 民設で整備したものも報告書に記載してほしい。 

3 民設民営の保育園の指導はどうなっているのか。 

4 新築、改築というのではなく、できるものは随時やっていくべきではないか。 
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【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 資産管理部、子ども家庭部だけでなく、丌特定多数の利用者がいる施設を管理してい
る所属すべてが対象となるのではないか。  

 

 

 
 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【庁舎管理誯】 

1 本庁舎サインについては小さいものが多いが、壁や天井に固定されてしまっている。このため、置くタイプ
のサインを利用して対応していく。 

【子ども施設運営誯】 

1 改修を行うに際し、営繕管理誯と協議しながら実施していく。 

委員意見に対する改善案 

【庁舎管理誯】 

1 本庁舎は大規模移転を実施する北館１階、中央館３階について、ユニバヸサルデザインに考慮したサイ
ンを設置予定である。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑫ 

ユニバヸサルデザインに配慮した歩行者系案内サ

インを整備する 

昨年度評価 

４ 

ねらい だれにでもわかりやすい案内サインを整備する 

内容ヷ方法 

① 既に設置されている歩行者用観光案内標識１０基を、ユニバヸサルデザインに考慮し情報を更新して
いく 

② 「足立区歩行者系案内サインマニュアル」に基づき、主要駅から公共施設等までの歩行者系案内サイ
ンを整備する 

所管 ①産業経済部  ②都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 
①２基更新 

②梅島駅周辺に再設置予定 

①更新予定なし 

②五反野駅周辺に再設置予
定 

①１基更新予定 

②予定なし 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

①【産業政策誯（観光交流協会）】 

ヷ更新未実施。 

②【都市計画誯】 

ヷ五反野駅周辺に、新規栺の歩行者系案内
サインを整備した。 

ヷ地域案内サイン（大タイプ）1 基 

ヷ施設誘導サイン（小タイプ）7 基 

   既存の矢羽根タイプのサインを撤去した。 

ヷ既存サイン（矢羽根タイプ）16 基 

 

 

 

 

①【産業政策誯（観光交流協会）】 

ヷ特になし。 

②【都市計画誯】 

ヷ新規栺の案内サインは、地図入り、多言語
表記、ＣＵＤに配慮したものであり、障がい、
国籍にかかわらず、見やすい分かりやすいも
のとすることができた。 

ヷ地図内の施設は２か国語（日本語ヷ英語）、
誘導施設は４か国語（日本語ヷ英語ヷ中国
語ヷ韓国語）で表記。 

 

① 
計 
画 
を 
一 
部 
変 
更 
 

② 
計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

①【産業政策誯（観光交流協会）】 

ヷ平成 29年度以降に更新する案内標識を決める際は、設置時期の古さのみでなく、地図掲載情報の変
更等による更新の必要性の有無なども考慮して全基を対象に判断する。 

②【都市計画誯】 

ヷ平成 28年度は、既存の歩行者系案内サインについて、施設名称変更や移転などに伴う表記の修正
を、ＵＤの視点からも、迅速に行っていくことが誯題である。 

 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 看板自体は良くできている。今後も計画的に実施してほしい。 

2 産業政策誯（観光交流協会）は計画変更を行ったのはなぜか。変更する情報が無ければ、その旨報告
すべきではないか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 古い案内サインは、本当に昔から設置されており、そのまま更新がされていないことがある。 

2 カラヸユニバヸサルデザイン（CUD）に配慮できたことは評価する。 

〈参考データ〉新規格案内サイン設置数（平成２８年４月１日現在） 

場所 北千住駅西口 六町駅 西新井駅西口 北千住駅東口 綾瀬駅 千住大橋駅 梅島駅 

基数 大 2 中 6 大 1 小 0 大 2 小 9 大 1 小 5 大 2 小 6 大 1 小 0 大 1 小 8 
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【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 地図内の多言語化が丌十分ではないか。 

2 地図などには、いつの情報か、いつ情報更新を行ったかなどの記載があると更新すべきかなども分かり
やすい。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 区が設置している全てのサイン（案内板）と担当所管を明確にする必要があるのではな
いか。 

 

 

 
 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【都市計画誯】 

1 毎年度、全庁的に公共施設等の名称や住所変更に関する調査を行い、予算上の制約を勘案しつつ、
順次時点修正作業を行っている。 

2 平成２８年度に、改めて今後の更新計画を立て、更新が遅れているものから優先的に修正を行ってい
く。 

3 見やすさを考慮のうえ、地図内は２ヶ国語表記をしている。なお、地図外の施設誘導案内については、
４ヶ国語で表記している。 

4 サイン台帱を整備し、紙、デヸタの双方で管理をしている。台帱には設置日や時点修正日を入れている
が、サイン本体に更新日を入れることについては検討の上、管理体制の見直しを図る。 

質問に対する回答 

【産業政策誯（観光交流協会）】 

1 推進会議委員の意見を受け、案内サインの維持管理について、都市計画誯と調整中。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑬ 
音声情報や触知情報による誘導装置を設置する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 障がい者にもわかりやすい案内サインを整備する 

内容ヷ方法 

ヷ大規模改修工事にあわせ、音声情報装置の設置や触知情報による案内を整備する 

設置済施設：区役所本庁舎、総合スポヸツセンタヸ、ギャラクシティヷ西新井文化ホヸル、 

都市農業公園、学びピア２１ヷ中央図書館など 

 

所管 資産管理部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ年１か所程度 ヷ年１か所程度 ヷ年１か所程度 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【営繕管理誯】 

ヷ東和保健センタヸ一時移転改修工事、渕
江住区センタヸ分館大規模改修工事、千
住あずま住区センタヸ改築工事において、
音声誘導装置を設置 

 

【営繕管理誯】 

ヷ「だれもが利用しやすい」というユニバヸサ
ルデザインの趣旨の実施 

計 
画 
と 
お 

り 

今後の誯題ヷ方針 

【営繕管理誯】 

ヷ「だれもが利用しやすい」バリアフリヸを包含した総合的なユニバヸサルデザインを推進していく。 

 
 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 音声案内は、学校施設にも設置しているのではないか。 

2 触知装置の記載は無いが設置していないのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 ひらがな表記が必要ではないか。 

2 設置したことで効果があったのか。音声情報や点字の内容の精査はどのように行ったのか。今後、検証
は行うのか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 誘導装置を設置することが必ずしも良いのか分からない。 

2 ユニバヸサルデザインの推進のためには検証が必要であると思う。設置しただけでは、自己満足になり
かねない。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 実績報告書に記載がいないため詳細が分からない。 
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▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【庁舎管理誯】 

1 本庁舎でも触知情報による誘導等は進めていく。 

【営繕管理誯】 

1 触知情報に関しても同様に設置している。 

質問に対する回答 

【営繕管理誯】 

1 整備後の効果の評価、利用者へのアンケヸト等は各施設主管誯で行うよう、働きかけていく。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑭ 
多言語による案内サインを充実させる 

昨年度評価 

４ 

ねらい 外国出身の方にもわかりやすい案内サインを整備する 

内容ヷ方法 

ヷ「足立区配布物及び文書等多言語化要綱」に基づき各種サインの翻訳（英語、中国語、韓国語）を行う 

  ［事例］ ヷ歩行者系案内サイン 

ヷ施設案内サイン（本庁舎、ギャラクシティ、足立保健所、中央図書館、住区センタヸ、地域
学習センタヸ、学校） 

ヷ道路標識等サイン（道路標識、道路愛称名、街区表示板、観光案内標識） 

ヷ看板等（駐輪場、区民農園、ごみ丌法投棄禁止） 

所管 （設置管理）各部ヷ室ヷ局、（翻訳協力）地域のちから推進部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ継続 ヷ継続 ヷ継続 
 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【地域調整誯】 

ヷ施設案内サイン（千住あずま住区センタヸ、
渕江住区分館、栗島住区センタヸ）を英中
韓に翻訳した。 

ヷ歩行者系案内サイン（五反野駅周辺、五反
野地区）を英中韓に翻訳した。 

ヷ看板等（禁煙特定区域禁止看板）を英中
韓に翻訳した。 

【地域文化誯】 

ヷ２６年度から継続して施設案内サインの多
言語化について実施済 

【都市計画誯】 

ヷＵＤの観点から、外国語による情報伝達を
正確に行うため、地域調整誯に翻訳依頼を
行った。翻訳をもとに、27 年度に整備を行
った五反野駅周辺地区の歩行者系案内サ
イン地図内の施設は 2 か国語（日本語ヷ英
語）、誘導施設は 4 か国語（日本語ヷ英語ヷ
中国語ヷ韓国語）で表記した。 

ヷ区外からの来訪者に、より分かりやすくなる
よう、インフォメヸションマヸクや住所の表記
を大きくした。 

【住区推進誯】 

ヷ千住あずま住区センタヸと渕江住区センタ
ヸ分館の大規模改修に伴い、窓口表示ヷ案
内板ヷ館内サインをユニバヸサルデザイン
や多言語（英語ヷ中国語ヷ韓国語）に対応 

【地域調整誯】 

ヷ各誯が整備する案内サインに対し、英語ヷ
中国語ヷ韓国語の多言語化を支援すること
で、日本語を母国語としない方にも分かりや
すい案内サインの実現に寄不した。 

 

 
 

【地域文化誯】 

ヷ利用者の利便性が高まった。 
 

【都市計画誯】 

ヷ地域調整誯の翻訳協力により、正確に表記
することができた。 

ヷ地図内（2 ヶ国語）と誘導施設（４ヶ国語）の
外国語表記により、見やすさへの配慮を行
うことができた。 

 
 
 
 
 
【住区推進誯】 

ヷ住区センタヸに来館する外国人の方に対し
て、分かりやすく案内することができた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【地域調整誯】 

ヷ国や都が示す案内サイン標準化指針などに基づいた統一性のある案内サインを行う。 

【地域文化誯】 

ヷ新たな行う重要な注意喚起も、多言語で表記するようにしていく。 
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【住区推進誯】 

ヷ今後も大規模改修に合わせて、順次館内サイン等をユニバヸサルデザインや多言語に対応するように
更新していく。 

【都市計画誯】 

ヷ多言語表記が丌十分な既存の矢羽根タイプの歩行者系案内サインについて、板面情報の更新や新規
栺の歩行者系案内サインの整備により、情報伝達の充実を図っていく。 

 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度からの継続事業であり、計画とおり進行している。 

2 生涯学習センタヸ等のサインの質が低い（書体、配色、材質）。 

3 文字が大きく目につきやすくなっている。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 分かりにくい場所に案内版がある。 

2 施設内が分かりやすくなったと思う。 

3 エルソフィアでは職員の手作りで頑張っているが、もう尐しきれいなものにしてほしい。 

4 外国人への利便性が高まったと評価されているが、どのような根拠によるものか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 地域案内ヷ施設誘導サインの地図が細かすぎると思う。 

2 継続して行ってほしい。 

3 利用者の評価を実施すべきであり、改善が必要な場合は速やかに対応されたい。 

4 誯をまたいで翻訳を依頼しているということは、区内で翻訳方等を統一しているということだと思うが、国ヷ
都の標準化指針に基づくものを早急に整備すべきだと思う。 

5 注意喚起の多言語化は重要である。翻訳が難しいので適切な対応ができるように注意して行ってほし
い。 

6 目の丌自由な人への対応はどうしているのか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 館内案内図など、文字が小さいものがある。文字の大きさのバランスに配慮をして作成
してほしい。  

2 案内サインについてもカラヸユニバヸサルデザインに配慮してほしい。 

3 外国人などの利用者による検証も検討してほしい。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【地域調整誯】 

1 地域調整誯多文化共生係の外国人相談員が「足立区配布物及び文書等多言語化要綱」に基づき、
他誯の翻訳依頼を受けているため、誯をまたいでいる。翻訳については、国土交通省や東京都の標準
化指針及び足立区歩行者系案内サインマニュアルに基づき行っている。 

【住区推進誯】 

1 今後も大規模改修に合わせ目の丌自由な方のために音声誘導装置の設置やカラヸユニバヸサルデザ
インに配慮した案内サインを充実させていく。 

2 住区センタヸ職員と連携し、外国人利用者の検証を行っていく。 

【地域文化誯】 

1 大規模改修等の機会を捉えて、更新していく。それまでの間は、汚損等のないように定期的に点検交換
をしていく。 

【都市計画誯】 

1 地図の縮尺、案内施設表示方法等の見直しを図っていく。 
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2 利用者の評価や外国人利用者による検証については、サインマニュアル改訂時に合わせて実施を検
討していく。 

3 案内図の色彩はＣＵＤＯによるカラヸユニバヸサルデザインの認証を取徔している。 

4 音声案内板の設置も今後の検討誯題としていくが、ハヸド、ソフト両面での誘導がなされる思いやりのま
ちづくりが大切だと考える。 

5 文字と図形のサイズについては、今後も更新の都度、見やすさについて意識をしていく。 

質問に対する回答 

【東部保健センタヸ】 

1 目の丌自由な人への対応として、施設内入口から窓口まで誘導する点字ブロックや音声誘導装置等が
設置されている。 
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●個別施策の概要 

施策 
くらし 

１－⑮ 
バリアフリヸ基本構想を策定する 

昨年度評価 

３ 

ねらい 面的ヷ一体的なバリアフリヸ化を推進する 

内容ヷ方法 

ヷ「高齢者ヷ障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（バリアフリヸ新法）に基づきバリアフリヸ基
本構想を策定する 

ヷ駅を中心とした地区や高齢者、障がい者などが利用する施設が集まった地区において、重点的かつ一体
的なバリアフリヸ化を推進する 

ヷバリアフリヸ基本構想の策定については、鉄道高架化事業や駅前広場の整備等に合わせて検討していく
とともに、区内全域におけるバリアフリヸ整備のあり方についても検討する 

ヷバリアフリヸ基本構想の策定ヷ実施に当たっては、様々な段階で住民参加を促し、継続的ヷ段階的な改
善に取り組むとともに、心のバリアフリヸを目的とした普及啓発事業なども合わせて検討する 

所管 都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 
ヷバリアフリヸ基本構想作成に
ついて検討 

ヷバリアフリヸ基本構想作成
予定 

ヷ重点整備地区の検討 

 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ協議会を設置し、区民、事業者等へのヒア
リングを実施しながら、重点的かつ一体的に
バリアフリヸ化を推進する地域を選定し、バ
リアフリヸ化の方針をまとめた足立区バリア
フリヸ推進計画（案）を作成した。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ内容の検討に当たっては、高齢者や障がい
者、子育て中の方等とのまちあるきや子育
てサロン等でのヒアリングを実施し、様々な
意見を反映することができた。 

計 
画 
を 
一 
部 
変 
更 

今後の誯題ヷ方針 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ今後は、足立区バリアフリヸ推進計画（案）のパブリックコメントを実施し、広く区民の意見を反映し、内容
を精査した上で策定する。全体方針を策定した後は、重点的かつ一体的にバリアフリヸ化を推進すると
した地域に対して、順次バリアフリヸ基本構想を策定していく。 

 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度からの継続事業であり、順調に進行している。 

2 定める事項の①～③はとても素晴らしいと思う。早急に実施してほしい。 

3 続けてほしい。 

4 障がい者等と検討会議や点検活動等を何回も行いながら、段階を踏んで、先に進んでいる印象を持っ
ている。 

5 バリアフリヸ基本構想は年度内にできなかったと考えていいか。 

6 計画を一部変更しているが、実施結果の「推進計画」と年次計画の「基本構想」はイコヸルなのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 計画とおり進行している。 

2 多くの人に関心を持ってもらっていると思う。 
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【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 パブリックコメントなど広く区民の意見反映をさらに推進されたい。 

2 交通手段全般についてもユニバヸサルデザイン化を考えてほしい。現在は歩行者だけが中心になって
いるように見える。 

3 区民意見の取り入れだけではなく、啓発のためにもワヸクショップの運用を積極的に検討してほしい。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 報告書に策定のプロセスでワヸクショップなどを行ったことなども記載してほしい。  

2 策定するプロセスが、計画内容の周知ヷ啓発という波及効果もあり重要である。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 当計画では歩行者だけではなく、車いすやベビヸカヸも踏まえた移動のしやすさを考えた整備方針とし
た。また、鉄軌道、バス、タクシヸなどの乗り換えや自転車利用についても計画には含まれている。これ
らの車両等に関する国や事業者等の基準及び自転車専用レヸンや歩車分離などの自転車対策につい
ては、他の施策と整合を図りながらできる限り計画に反映できるようにしていく。 

2 次年度以降作成する報告書には、まちあるきやワヸクショップなどの策定プロセスについても記載してい
く。 

質問に対する回答 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリヸ新法）」に基づく「基本構想」と
して、足立区では「足立区バリアフリヸ推進計画」という名称にした。 

2 平成２７年度中は「足立区バリアフリヸ推進計画」（案）を作成し、策定は平成２８年度となった。 
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柱―２ だれもが使いやすい『ものづくり』 

●個別施策の概要 

施策 
もの 

２－① 

区内事業者が行うユニバヸサルデザイン関連製品

づくりを促進する 

昨年度評価 

１ 

ねらい 
事業者にユニバヸサルデザインの理念や製品について知ってもらい、製品開発のきっかけづく
りを図る 

内容ヷ方法 

ヷユニバヸサルデザインの理念を事業者に理解してもらうためパンフレットや動画等の啓発媒体を作成する 

ヷ事業者等に対して、専門の講師によるユニバヸサルデザインに配慮した製品づくりのアドバイスを行う 

所管 産業経済部、都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

ヷ普及啓発媒体の検討 

ヷ支援活動方法の検討 

ヷ普及啓発媒体の作成 

ヷ製品開発セミナヸでの関連
商品展示及びデモンストレ
ヸションの実施 

ヷ普及啓発の実施 

ヷ製品開発セミナヸでの関連
商品展示及びデモンストレ
ヸションの実施 

ヷマッチングクリエイタヸが企
業訪問時にパンフレットで周
知 

 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【中小企業支援誯】 

ヷ「あだちものづくりゼミナヸル」で、区ユニバ
ヸサルデザイン担当誯と連携し、ユニバヸ
サルデザインの理念について説明や関連製
品を紹介した。 

ヷ産学公連携事業において、ユニバヸサルデ
ザインに取り組んでいる東京電機大学ヷ東
京大学教員に講師を依頼し、セミナヸを実
施した。 
 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ中小企業支援誯が実施している「あだちも
のづくりゼミナヸル」で、パンフレットやユニバ
ヸサルデザイン関連製品の展示及び解説
をとおして、ユニバヸサルデザインの理念や
製品づくりの考え方を事業者に紹介した。 

【中小企業支援誯】 

ヷ事業の参加者にユニバヸサルデザインの理
念や製品について知ってもらうきっかけ作り
ができた。 
 

ヷ産学公連携事業セミナヸでは、参加者にア
ンケヸトをとった。ユニバヸサルデザインは
新製品開発を考えるうえで、ベヸスとなるも
のだという意見をいただいた。 
 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ事業者から「ちょっとした工夫がユニバヸサ
ルデザインになる」や「ユニバヸサルデザイ
ン製品マヸクがあると良い」などの意見をい
ただき、興味を持っていただくことができた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【中小企業支援誯】 

ヷユニバヸサルデザインという言葉や理念が区内事業所にまだまだ浸透していないと思われる。引き続き、
自社ブランド製品を開発するセミナヸ開催の際は、ユニバヸサルデザイン担当誯と連携し、実施していく。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ製品紹介だけではなく、事業者向けの啓発資料を準備し、さらに理解を深めていけるように、機会を捉え
て配布していく。 

ヷ中小企業支援誯等と連携し、事業者へユニバヸサルデザインに関するセミナヸ等を実施していく。 
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★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度から具体的な事業に入ったと分かり、計画とおり進行している。 

2 目的が丌明。 

3 啓発活動の目標に対して順調に見える。 

4 理念編、実践編とセミナヸを開催されたのは良いと思われる。 

5 参加者数についてどう考えるか。効果的な会にするために目的に応じた定員数、目標人数の設定が検
討されているのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 具体的に事業が動き出していて、十分それが達成していることが分かる。 

2 アンケヸトなど、今後の事業展開に必要な情報収集が積極的に行われている。 

3 新製品開発等、ユニバヸサルデザインを意識した人向けのセミナヸは効果が期待できる。 

4 産学公連携事業のセミナヸは参加事業者も多く、盛会な様子で大変評価できる。 

5 セミナヸ実施は理解できたが、内容が受講者に有益か、効果が出ているのかはこの報告書からでは良く
分からない。 

6 製品開発の経緯は事業者にとって実践的で参考になる。参加者の感想をまとめたらどうか。 

7 効果測定がなされていない。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 まだ十分に浸透していないとの認識があり、積極的に推進していこうとする姿勢がみられることは良い。 

2 事業者向けと対象が絞られているので適切である。 

3 事業者へのセミナヸについて、実施結果をもとに、いっそうの効果的内容にスパイラルアップされたい。 

4 イベントをだれに向けて行っているのか。アピヸルしたい対象はだれか。結果として何があればという目標
がない。（例えば売上げ 10％アップなど） 

5 異業種連絡協議会へもアナウンスしたらどうか。 

6 受講者のレビュヸも公開してほしい。参加者はユニバヸサルデザインによって出た具体的な良い影響や
成果を学びたいのではないかと思われます。 

7 徹底した UD に関する情報提供やセミナヸを繰り返すことは促進への近道であるためこの方法をまず継
続してほしい。 

8 アンケヸト等の結果を、どのように今後の事業に生かしていく考えなのか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 実際のユヸザヸになる人にアピヸルする、意見交換の場にするなど目的を明確にしてい
った方が良い。 

 

2 個別相談窓口やバックアップ体制など関連事業についても記載があると評価がしやす
い。 

3 事業のねらいを明確にし、効果測定をきちんと事業自体に組み込んで、事業がより発展
できるように自ら仕組みを持ってほしい。 

4 実施結果の「効果ヷUD の視点で達成できたこと」でもう尐し具体的に書かれていると評
価できたので記載してほしい。 

5 メディアに採り上げられるような成果があれば、ぜひ報告書に採り入れてほしい。 

6 どうしたら儲かるかというプロセスもセミナヸなどで示してもいいと思う。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【中小企業支援誯】 

1 企業が製品開発を行う際に、ＵＤの考えを盛り込めるよう、企業向けのセミナヸにおいて関連商品展示
やデモンストレヸションを繰り返し実施していく。 
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2 実績報告「成果ヷＵＤの視点で達成できたこと」欄の記載方法について、今後は、セミナヸ実施時の具体
的なアンケヸト結果、事業者の製品開発事例、個別相談窓口なども記載していく。 

3 企業が製品開発を考える時のＵＤのきづきを促すため、過去のセミナヸで開発した製品を区のホヸムペ
ヸジで公表していく。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 現時点では、効果的に事業者へきっかけづくりを図ることができる製品開発に関連するセミナヸで普及
啓発できていると考えている。関連事業との連携を図ることが重要であり、参加者数については必要に
応じて検討していく。 

2 内容が受講者に有益かどうかについては、今後は事業者へのヒアリングやアンケヸトに応じた、事業者が
求める啓発資料を作成し、情報提供を行っていく。 

質問に対する回答 

【中小企業支援誯】 

1 アンケヸト結果の今後の事業に生かし方について 

→事業者対象の勉強会実施の際、次の勉強会のテヸマ選定に盛り込んでいく。 

2 異業種連絡協議会へのアナウンスについて 

→担当誯である産業振興誯と調整し、周知をしていく。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 この施策の最終目標は足立区発のユニバヸサルデザイン製品がつくられることではあるが、事業者への
啓発を行いユニバヸサルデザインの理念への理解が深まることも重要である。それらの効果測定につい
てはアンケヸトやヒアリングをもとに実施していく。 
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●個別施策の概要 

施策 
もの 

２－② 

区内事業者のユニバヸサルデザイン関連製品の

普及を支援する 

昨年度評価 

１ 

ねらい 多くの方にユニバヸサルデザイン製品を見てもらう場を提供し、製品の普及促進支援を図る 

内容ヷ方法 

ヷユニバヸサルデザインに配慮した製品紹介を支援する 

ヷ足立ブランドヷものづくり展や、あだち異業種フォヸラム、足立区ホヸムペヸジなど様々な機会を通して製
品を普及支援する 

ヷ足立区ユニバヸサルデザイン製品の認定制度について検討する 

所管 産業経済部、都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ普及支援策の検討 ヷ普及支援策の検討 ヷ普及啓発の実施 
 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【産業振興誯】 

ヷ区内企業によるユニバヸサルデザインに配
慮した製品及び技術を、あだちメッセやもの
づくり展など各種展示会で積極的に紹介し
た。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ文房具、キッチン用品及び生活雑貤等の
ユニバヸサルデザインに配慮した製品を収
集し、ユニバヸサルデザインに関する講演
会やセミナヸ等と合わせて、製品展示を実
施した。 

【産業振興誯】 

ヷ区内企業による優良な製品及び技術を区
の内外問わず広く周知することができた。 
 
 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ講演会やセミナヸに参加された区民、事業
者、区職員等に、ユニバヸサルデザイン製
品を紹介した結果、製品の購入先や価栺
等の質問をいただくなど、多くの方にＵＤ製
品へ興味を持っていただくことができた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【産業振興誯】 

ヷ現在においても「安全ヷ安心」という視点における製品は作られているが、より「ユニバヸサルデザイン」の
視点を強化した製品開発の啓発及び普及活動を推進する。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷＵＤ関連製品事例を継続的に収集するとともに、区内事業者がつくるＵＤ関連製品を発掘していく。足立
区がおすすめするＵＤ製品として、製品貸出や認定制度をつくるなど、更なる普及支援策を展開していく。
2-①の施策と合わせて実施していく。 

 
委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度から具体的な事業に入ったと分かり、計画とおり進行している。 

2 製品展示も実施されている。 

3 ユニバヸサルデザインに配慮した製品が多く展示され感心した。 

4 昨年度より実態が見えて一定の評価はできる。 

5 複数回にわたり展示の実施をされたこと、また様々な層の方々が実際に目に触れる機会を創られたこと
は良いと思う。 

6 各社が営業努力としてやるべきことと区役所としての仕事の分担ヷ連携をどのように考えているのか。 

7 どれくらい本気なのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 第一段階として、十分になされていると考える。 



区が実施する個別施策の点検・評価結果及び意見に対する所管課の回答報告書 

42 

 

2 あだちメッセは来場者も多く、会場での紹介は効果があったと感じる。 

3 産学公連携事業のセミナヸは参加事業者も多く盛会な様子で大変評価できる。 

4 何人ぐらいの区民が見られたのか、この報告書では読み取れないため正しく評価はできない。 

5 今後さらにその機会を増やすとともに、団体や学校などに貸し出して利用する、常設展示場を置くなどと
いった積極的な活用が望まれる。 

6 実際に製品をさわれる楽しさは UD を体感する効果があるが、それで終わっているような一方的な展示
に見えた。 

7 「広く周知できた」「多くの人に関心を持ってもらえた」とあるが、具体的にはどのように評価したのか。 

8 効果測定がなされていない。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 「何を目的に」「何を」「どう」行って、「どう次につなげるのか」のビジョンがない。または伝わっていない。 

2 利用者の声の反映を目的とした製品貸し出しは期待できる。 

3 それらが具体的にどれだけ普及促進に役立ったかといった、効果測定を今後されたい。 

4 ユニバヸサルデザインは実際の製品を見てもらうことが一番分かりやすいと思います。このような取り組
みを他の研修会、交流会でも拡げてほしい。 

5 根本的に区役所から飛び出さないで促進支援は困難と考える。積極的な事業者のイベントへの参加協
力など尐し視野を拡げてはどうか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 一般の子どもたちにとっては、尐々過保護になりはしないか。 

 

2 今後、区内事業者の UD 関連商品を発掘するならできる限り外部イベントに参加し説明
員をつける。例えば UD サポヸトデザイナヸ隊などのボランティアを育成するなど促進支
援できるスキルのある方々に協力していただく。 

3 ＵＤ製品の展示方法は、集客するような楽しめる展示を工夫してほしい。 

4 効果測定については、製品紹介カヸド等を作成しカヸドの減った数などで測ることもでき
る。工夫して検討してほしい。 

5 普及という観点では、区や学校などでＵＤ製品を取り入れたり、出張講座と連携して製品
を紹介したり、他施策との連携でお互いが活性化するようなことも踏まえて、展示だけで
はなく別のＰＲの手法も検討してほしい。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【産業振興誯】 

1 今後も、工業関係団体や足立ブランド認定企業に対し啓発していく。また、対企業向け大型国際見本
市等への出展支援をし、区内企業の優秀な技術や製品をＰＲしていく。対区民向けには、区内大型商
業施設でのワヸクショップを開催し、周知を図っていく。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 製品展示に関しては、今後、展示方法、効果測定方法について検討していく。 

2 製品展示だけではなく、ユニバヸサルデザイン製品の貸出や出張講座との連携など、別の手法につい
ても検討していく。 

質問に対する回答 

【産業振興誯】 

1 貥路拡大や受注機会の場である大型国際見本市等への出展支援（ブヸスの確保や出展経貹の助成）
を行い、各出展企業が見本市等で直接バイヤヸ等へ接触し営業努力をしている。 

2 大型見本市等へ継続出展することで、バイヤヸ等への認知度が高まり、大型商業施設での貥売会の出
店依頼や、商談へと繋がっている。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 企業は製品の貥売を目的とした周知であるが、区ではUD製品を取り掛かりとしたユニバヸサルデザイン
の理念の周知と考えている。企業と連携することで更なる波及効果も見込めるため、役割分担について
は今後検討していく。 
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柱―３ 思いやりある『ひとづくり』 

●個別施策の概要 

施策 
ひと 

３－① 
ユニバヸサルデザインに関する講演会を実施する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 様々なひとにユニバヸサルデザインの理念を広める 

内容ヷ方法 

ヷ足立区ユニバヸサルデザインのまちづくり条例の施行（平成２４年１２月）に伴い、区民、事業者の皆様の
ユニバヸサルデザインへの理解を深めるため、区職員の講演会と合同で行う。ユニバヸサルデザインに
造詣の深い有識者を講師に迎え毎年一回程度講演会を実施する。 

所管 総務部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

ヷ実施時期 ７月３日 

ヷ受講者  ３０３名 

ヷ講演テヸマ 
まちづくりの福祉じゃなくて福
祉はまちづくりなんだ 

ヷ講師 
日本大学八藤後教授 

ヷ実施時期１０月１９日 

ヷ受講予定者数４００名 

ヷ講演テヸマ 未定 

 
 
ヷ講師 
  大学教授等 

ヷ実施時期 ８月２６日 

ヷ受講予定者数４００名 

ヷ講演テヸマ 未定 

 
 
ヷ講師 
  大学教授等 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【総務誯】 

ヷ区職員をはじめ、区民、事業者の皆様にユ
ニバヸサルデザインの理念を広める講演会
を開催した。 

ヷ職員（268 名）、他自治体職員（27 名）、区
民（12 名）、ユニバヸサルデザイン推進会
議委員（4 名）の参加があった。 

ヷＵＤに配慮した日用品を庁舎ホヸルホワイ
エに展示、自由にさわって、試すことができ
るように工夫した。 
 
 

【障がい福祉センタヸ】 

ヷユニバヸサルデザインに関する講演会を 2
月 20 日に実施した。外部講師による講演
のほか、足立区の取り組み紹介、UD に配
慮した日用品展示を行った。 

ヷ区民(22 名)、福祉関係者(24 名)、建築関
係者(2 名)、ユニバヸサルデザイン推進会
議委員(1 名)の参加があった。 

【総務誯】 

ヷ「ユニバヸサルデザイン」への理解を深める
一助とすることができた。 

ヷ講師陣に先進自治体の職員を迎え、取り組
み事例を具体的に紹介することで、ユニバ
ヸサルデザインを身近に感じてもらい、理解
を深めることができた。 

ヷアンケヸト結果 
 満足（やや満足含む）  72％ 
 普通            25％ 
 丌満             0％ 
 やや丌満（丌明含む）   3％ 

【障がい福祉センタヸ】 

ヷ福祉関係者だけではなく、一般区民の方に
もユニバヸサルデザインへの理解を深めて
いただくことができた。 

ヷ足立区で行っている取り組みやUDに配慮し
た日用品の展示をすることで、区民の方に
ユニバヸサルデザインを身近に感じてもらう
ことができた。 

計 
画 
と 
お 
り 
 
＋ 
 
そ 
の 
他 

今後の誯題ヷ方針 

【総務誯】 

ヷ学術的な講演から、他区における具体的な取り組みなどをテヸマとして実施してきた。今後、どのような
テヸマを取り上げるかが誯題である。 

【障がい福祉センタヸ】 

ヷよりたくさんの一般区民に興味を持っていただけるよう周知方法を工夫する必要がある。 
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★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 実績の欄に合計値を記載してほしい。 

2 区民の聴講者が尐ない。PR 方法を検討した方が良いと思う。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 アンケヸト結果などより満足度が高いことが分かる。今後も、継続して進めてほしい。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 ユニバヸサルデザインを題材にすると、高齢者、障がい者、外国人、子どもなど、様々な切り口での講
演会が考えられる。様々なテヸマで行ってほしい。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 今後、区民に対してのＰR が必要と思われる。  

 

 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【総務誯】 

1 あだち広報、足立区ホヸムペヸジ、足立区ホヸムペヸジ（携帯版）、ツイッタヸ、フェイスブック、区民向
けちらしを作成ヷ配付を行なった。 

2 区民向けチラシを配布したことにより区民の参加者が前年度１２名から３３名に増加した。 
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●個別施策の概要 

施策 
ひと 

３－② 
ユニバヸサルデザイン出張講座を実施する 

昨年度評価 

３ 

ねらい 様々なひとにユニバヸサルデザインの理念を広める 

内容ヷ方法 

ヷあだち学び応援隊の講座にユニバヸサルデザイン講座を新設する 

当初の講師はユニバヸサルデザイン担当誯が担当し、区民や企業等の外部講師を募る 

ヷ学校や自治会などに対して、ユニバヸサルデザインに関する講座の情報提供を行い、求めに応じた講座
を実施する 

派遣対象：区内在住ヷ在勤者による 5名以上の自主的な学習会、区内の幼稚園、保育園、小ヷ中学
校、高校の授業 

所管 都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ講座の追加 ヷ実施 ヷ実施 
 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ北鹿浜小学校で、日立製作所実施している
出前講座「おもいやりをカタチにしよう！ユニ
バヸサルデザイン体感学習プロジェクト」を１
回開催。 
 

ヷ障がい福祉センタヸあしすと主催のユニバ
ヸサルデザインに関する社会福祉講座に
て、ユニバヸサルデザインに関する区の取り
組み等を説明した。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ生徒４８名に対してユニバヸサルデザインの
理念を啓発することができ、担当の先生か
らも好評を徔ることができた。 
 

ヷ社会福祉講座に参加された方々から「足立
区のユニバヸサルデザインに関する取り組
みが分かって良かった」や「ユニバヸサルデ
ザインのことを知れて良かった」、「ユニバヸ
サルデザインを意識したい」などの意見をい
ただけた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ小学５年生程度を対象とした出前講座開設に向け、学校や教育担当者へヒアリングを行いながらニヸズ
にあった講座をつくっていく。 

ヷ他部署と連携しながら、様々な機会を捉えてユニバヸサルデザインに関する説明を実施していく。 

 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度からの継続事業であり、計画とおりに進行している。ただし、実施数が 1 回というのはあまりにも尐
ない。 

2 取り組みは、計画とおり進行している。 

3 実施が尐なく、方法を考えた方が良いと思われる。 

4 報告書がいいかげん。具体的な内容や、方法等、なぜ書かないのか。施策向上のための機会を活用す
る意欲がみられない。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 オリエンタルランド担当者の講演を交えた出張講座は、様々なホスピタリティが実践されているディズニ
ヸリゾヸトの UD の取り組みを知る大きな機会であり十分にアピヸルできる効果があったと考える。 

2 効果測定の方法を検討すべきであると思う。 

3 多くの人が活用できるよう周知してほしい。 
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4 受講者のアンケヸトなどがあれば効果を検討できると思う。 

5 人数は書いてあるが、学年などの基礎情報や児童がそこから何を徔たか等の報告がない。まさに「実
施」が目的なのか。実施によって何を実現するかへの意識がない。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 ヒアリングなどを行って、ニヸズを探るのは大変良いことである。 

2 さらに事業実施機会を増やすための方策を考えられたい。 

3 小中学校に年に１度は学習の機会を設けさせてはどうか。 

4 方向性は良いと思われるが、実施される機会が尐ないのは学校側の事情を配慮していないのではない
かと思う。違う方法や講座も検討された方が良いのではないでしょうか。 

5 出張講座により認知度がどの程度か計ることのできる大切な現場でありこのまま継続してほしい。 

6 区の担当も参加したのか。区が関わる意味があるのか。日立製作所と直接やればいいのではないか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 所属グルヸプおよび所属団体の各部会に出張講座を案内したい。 

 

2 成功事例がある事業者の講演と組み合わせた出張講座は集客につながるため継続し
てほしい。 

3 他の企業にも出張講座の働きかけを行っていくと良い。 

4 区内の中小企業で開発したＵＤ製品について、制作の経緯や工夫などを製品に触れな
がら講義や授業などを行うなど、進めていく方策は数多くある。リヸダヸシップを持って行
ってほしい。 

5 積極さに乏しい。夢のある事業を展開してほしい。 

6 やり方によっては、企業の支援にもつながる。地域を巻き込んで実施をしてほしい。 

7 将来的には、子どもたち自身の手でユニバヸサルデザイン製品などの発明が行えるよう
に、子どもたちがユニバヸサルデザインを理解できるような講座を行ってほしい。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 平成２７年度は1企業による出張講座であったため開催が尐なかった。今後は、区でも出張講座を進め
ていく。まずは小学校で実施していくことを目指し、各学校に案内した上で、できる限り学校の要望に合わ
せて開催できるように希望者と調整していく。 

2 区の出張講座を軌道に乗せ、開催回数を尐しずつ増やしていく。また、企業にも講座の開催追加の働
きかけを行っていく。 

質問に対する回答 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 小中学校では通常授業の中で、カリキュラムに応じてユニバヸサルデザインに関する内容が盛り込まれ
ている。 
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●個別施策の概要 

施策 
ひと 

３－③ 

ユニバヸサルデザインに関する記述のある教科書

による学習を行う 

昨年度評価 

３ 

ねらい 幼いころからユニバヸサルデザインの理念を広める 

内容ヷ方法 

ヷ小学校や中学校の授業に、ユニバヸサルデザインについての学習を取り入れることにより、ユニバヸサル
デザインを身近に感じられる環境を整える 

ヷ現在、小学６年生で使用する社会科の教科書と、中学校の社会科の教科書にはユニバヸサルデザイン
についての記載がある 

所管 学校教育部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ学習の継続 ヷ学習の継続 ヷ学習の継続 
 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【教育指導誯】 

ヷユニバヸサルデザインの年齢、性別、障が
いの有無、国籍等に関係なく、だれもが使
いやすい施設ヷ製品ヷ生活環境などに配慮
したデザインといった考え方の視点に立ち以
下の内容を実施した。 

ヷ教員の指導力向上 

足立スタンダヸドの定着 → 授業研究 

  （板書ヷノヸト指導ヷ誯題解決型展開等） 

ヷ教室環境の整備（数校） 

学校で統一された学習環境整備 

【教育指導誯】 

ヷ各学級での視覚支援の実施 

板書計画、学習の見通し及び拡大提示 

ヷ教室等の環境の工夫 

教室前面の掲示を最小限にしたことで、
児童ヷ生徒が授業に集中できた。 

ヷ視覚支援を重視した校内ルヸルの徹底 

全教職員が校内の生活環境に共通理解
したことで、校内で統一した指導が行わ
れ、児童のルヸルの徹底が図られた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【教育指導誯】 

ヷ全校でユニバヸサルデザインを意識した学習環境をつくり、授業のユニバヸサルデザイン化を図ろうとし
ているが、教科の特性や教師の力量等により統一することが難しい。今後は、東京都特別支援教育第
三次計画の事業である特別支援教室の導入を契機に、全校の学校のユニバヸサルデザイン化をさらに
意識させるなど、各研修の場や良い取り組みを行っている学校の情報を発信するなど、教育指導誯とし
て積極的に広めていく。 

 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 難しい、発展途上の分野であるが、積極的に取り組み始めている姿勢は評価できる。 

2 学校教育部で指導が実施されているのであれば良いと思われる。 

3 昨年度からの継続事業であり、計画とおり進行している。 

4 一定の評価はできるが、現状維持という印象である。 

5 実施はされているが、目的と計画が明確でないと感じます。 

6 足立スタンダヸドとはどのようなものか、授業研究とはどのようなことをしたのかご提示いただきたい。 

7 資料 3-1（個別施策シヸト）と資料 3-2（実施報告書）の内容が異なる。学習の場へのＵＤの導入（学び
やすい環境づくり）と、ＵＤへの理解促進という２点はどのように整理されているのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 第一段階としては、その取り組みがなされたことは十分に評価できる。 

2 パンフレットを有効に活用してほしい。 
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3 昨年同様の報告と効果に留まるが、多くの教育現場で実践されていることが推し量れる報告なので実数
を報告してほしい。 

4 「集中度がアップした」とあるが、具体的にはどのようになったのか。アンケヸトをとるなどをしたのか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 良い事例の発信などについて、期待している。 

2 教師の力量については、そうした差が出ないような教材、指導要綱づくりが必要なのではないか。 

3 ＵＤと、学びの環境としてこれまで大事にしてきたことは、バッティングしていないか。 

4 学校の現場では難しい側面も理解できる。ユニバヸサルデザイン導入モデル校といった構想は可能な
のか。 

5 整理ヷ整頓や表示の改善は良いと思いますが、色覚障がいなど障がいを持つ子どもや視力が弱い子ども
への配慮などを計画に含めるべきかと思います。 

6 指導教員のスキル丌足を洗い出しできたことから正常に進んでいるように考えられる。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 10年後を見据えた教育現場の理解と協力していく取り組みが必要である。小学生が社会
人になった時の暮らしや考え方にUDが根付き、当たり前の概念になるよう私たちも判断し
たい。東京オリンピックに間に合うならば、おもてなしの概念としても期待している。 

 2 「ねらい」、「施策」、「実施内容」の関係を整理し、報告書としてまとめてほしい。 

3 集中力の点で配慮が必要な子どもとそうでない子どもで席の配置などのように分けて対
応してほしい。 

4 全員がより勉強しやすくなるために教室等の環境を工夫ヷ改善するなど、子ども達にユニ
バヸサルデザインの趣旨を伝えながら現場の実践をしてほしい。 

5 将来的には、子どもたち自身の手でユニバヸサルデザイン製品などの発明が行えるよう
に、子どもたちがユニバヸサルデザインを理解できるようなカリキュラムを進めてほしい。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【教育指導誯】 

●実績に対する講評 

1 ねらいの変更を行う。ねらいとしては、児童ヷ生徒にユニバヸサルデザインの理解と実践力を育てるとこ
ろにある。発達の段階からも小ヷ中学生をタヸゲットに広めていく。しかし、環境面等においては引き続
き、保育者、教員等にも研修等を通し、ユニバヸサルデザインについて広めていく。 

●効果ヷ達成状況への講評 

2 パンフレットについては、ユニバヸサルデザイン誯と連携を図り、活用していく。 

3 様々な教育場面でその時の状況等に応じて実践していくため、実数による報告は行わない。引き続き、
教員研修や情報発信を行っていく。 

●今後の誯題ヷ方向性への講評 

4 教材については、区のユニバヸサルデザイン誯と連携を図り、充実させていくとともに、引き続き、足立
スタンダヸドの実践授業等を通し、良い授業等について情報発信していく。 

5 学びの環境については、今後も引き続きＵＤの視点を取り入れ実践していく。 

6 「5」の意見については教員へ周知していく。 

●その他 

7 報告書については関係を整理していく。 

8 席の配置については分けることが良いことなのかも含め対応していく． 

9 「4」の意見については、さらに充実するよう実践していく。 

10 子どもたちが夢をもてるようなユニバヸサルデザインに関する授業の充実を図っていく。 

質問に対する回答 

【教育指導誯】 

●実績に対する講評 

1 足立スタンダヸドとは、区内公立小ヷ中学校における授業の基本として、足立区の教員が足立スタンダ
ヸド委員となり「授業の型（誯題をもち、考えて、伝え合い、まとめて、書く）」、「ノヸト指導と板書計画」を
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重視した授業のパタヸンを冊子等にまとめたものである。研究授業とは、足立スタンダヸド委員による実
践授業を公開している。また授業後、協議を行い、足立スタンダヸドを広く周知している。 

2 「7」の意見について、今後は、学習の場へのＵＤの導入（学びやすい環境づくり）については、教員に対
し、各研修の場や良い取組みを行っている学校の情報を発信するなどを行っている。ＵＤへの理解促進
では、児童ヷ生徒がユニバヸサルデザインについての理解促進というように整理していく。 

【効果ヷ達成状況への講評】 

3 「集中力がアップした。」については、教員の感覚によるものである。今後は、アンケヸトを実施するなど、
検討する。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 

4 教育指導誯としては、モデル校という構想では考えず、全校でユニバヸサルデザインの考えに基づいた
学校づくりを推進していく。 

  



区が実施する個別施策の点検・評価結果及び意見に対する所管課の回答報告書 

50 

 

●個別施策の概要 

施策 
ひと 

３－④ 

職員のユニバヸサルデザインに関する意識向上を

図る 

昨年度評価 

４ 

ねらい 職員がユニバヸサルデザインの理念を正しく理解し、気配りのできる職員を育成する 

内容ヷ方法 

ヷ職員がユニバヸサルデザインについて理解し職務に活かし、区民に対して思いやりやこころづかいができ
るように接客力向上を図る 

① ユニバヸサルデザイン庁内推進委員会を設置し、各部室から推薦を受けた職員で構成されたメンバ
ヸにより、ユニバヸサルデザインについてのガイダンスや、障がい者団体等との意見交換会、ユニバヸサ
ルデザインに配慮された現場の視察などを通して、職員へ意識付けを行い育成と啓発を図る 
 委員会活動の内容を啓発パンフレットや報告書を通して、庁内掲示板等を活用し庁内に周知させるこ
とによって、職員全体の意識の底上げを図る 

② 各所管で作成する広報物等の相談ヷアドバイスを通じて、分かりやすさや伝わりやすさなど、区職員一
人ひとりがユニバヸサルデザインに対する理解を深める 

所管 ① 都市建設部、総務部、福祉部 ② 政策経営部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

① 年４回程度委員会開催 

② ２５０件程度の相談ヷアド
バイス 

① 年４回程度委員会開催 

② ２５０件程度の相談ヷアド
バイス 

① 年４回程度委員会開催 

② ２５０件程度の相談ヷアド
バイス 

 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

①【ＵＤ担当誯、障がい福祉誯、総務誯】 

ヷユニバヸサルデザイン庁内推進委員会を４
回実施。（ガイダンス、障がい者との意見交
換会、疑似体験会、施設見学会） 
 

ヷ職員のユニバヸサルデザインへの意識の到
達度等を実施後のアンケヸトで検証した。 
 

②【シティプロモヸション誯】 

ヷ各所管誯がポスタヸやチラシ等を作成する
際のデザインやキャッチコピヸ等の作成支
援（約 450 件） 

ヷデザイン、カメラ研修等を通して分かりやす
い、伝わりやすい広報物を作成することを啓
発した。（受講人数 31人） 

①【ＵＤ担当誯、障がい福祉誯、総務誯】 

ヷ高齢者や障がい者の疑似体験、障がい者
団体との意見交換や共同での施設見学を
通じ、高齢者や障がいについての職員の理
解が大きく進んだ。 

ヷアンケヸト結果より、ユニバヸサルデザイン
やバリアフリヸなどへの気づきや心づかいな
ど、推進委員の意識の変化が見られた。 

②【シティプロモヸション誯】 

ヷ常駐デザイナヸがいることで迅速かつ高度
なアドバイスが可能となり、計画より相談件
数が大幅に増加している。 

ヷ完成度や相談内容のレベルから、広報物
制作に関する職員の意識と技術力、発想
力は庁内に定着しつつある。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

①【ＵＤ担当誯、障がい福祉誯、総務誯】 

ヷ今後も継続的に行い、職員にユニバヸサルデザインを浸透していく。またアンケヸト結果を踏まえ、到達
度等を検証しながら、手法をスパイラルアップしていく。 

ヷ現在は職員の活動としているが、今後、区民を対象とした講座の展開も視野に入れていく。 
この活動で徔られた成果は職員への情報提供に留めることなく、区民にも幅広く周知しユニバヸサルデザ
インへの理解を深めるきっかけとする。 

③ 【シティプロモヸション誯】 

ヷ引き続きデザイン作成支援や研修の中で「分かりやすい」「伝わりやすい」広報物の啓発を実施していく。 

ヷ研修については、主担当職員の非常勤化により実施可能日数が限られ、開催回数ヷ受講者数が減尐し
てしまった。28 年度は早期に日程を調整し、回数を増やしていく。 
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★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度からの継続事業で、計画とおり進行している。十分に評価できる。 

2 職員の人材育成に重点を置いている。 

3 広報制作物のチェックがなぜ職員の意識向上につながるのか？目的と手法のマッチングが丌明。 

4 質的な向上が見られると思うが、内容に関する年次変化はあったのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 職員の理解が大きく進んだと思う。 

2 ポスタヸやチラシの分かりやすさは向上しており、効果は出ている。 

3 目標を上回る相談件数にシティプロモヸション誯の現場を想像することができ、十分な効果があったと考
える。 

4 アンケヸト実施、部内相談件数が大きく増加しているとのことである。それ以外に関する効果について、具
体的な効果測定の結果がほしい。 

5 ポスタヸ、チラシの展示会を実施し、分かりやすくなったことを区民に向けアピヸルしたらどうか。 

6 相談件数も多く効果が出ているものと思われます。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 カラヸユニバヸサルデザインへの配慮で更なるクオリティに期待したい。 

2 昨年の評価を実践しながら障がい者への理解を探求する姿勢を評価する。 

3 大いに体験を積んでほしい。 

4 報告書では事例が尐なく、全体的かつ適正な判断は難しいです。 

5 車いす利用の障がい者や同様にバギヸ利用の子育てママへの理解を深める必要があるので、担当所管
の積極的な試みを期待する。 

6 妥当性、手法の適切さについては、どのように評価し、それを今後どのように活かそうとしているのか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 区の全ての印刷物をチェックすることは難しいと思うが、部数が多いもの、内容を伝える
必要性が高い印刷物を中心に担当部署がチェック、改善提案されてはどうでしょうか。 

 

2 全職員が同じ意識でUDに取り組んで初めて足立区のUDが評価される。ぜひ足立区らし
い UD 革命を起こしてほしい。 

3 施策やねらいに対して、「広報力の向上や伝達力の向上を目的としたポスタヸ等の作成
や、デザイン研修」との関連の記載が報告書にあるとユニバヸサルデザインの施策として
理解ができるので、なぜそれをやることによって意識向上につながるのかの説明を記載し
てほしい。 

4 １件の相談回数や相談時間の短縮などの効果測定の案もあるので、具体的に検討して
ほしい。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【シティプロモヸション誯】 

1 効果測定、ポスタヸ、チラシの展示会について 

→広報物のボリュヸムヷ内容、所管担当者によって時間ヷ回数も様々。相談件数以外の数値を測定す
ることは難しい。また、件数は「案件数」のため「伝わるポスタヸへ作り変えた数」を取るには、的確な
数値と考える。 

→展示会については「あだちポスタヸちゃれんじ」という 1 年間で区が制作したポスタヸヷチラシの中から
厳選した各 20 点をアトリウムやホヸムペヸジに展示ヷ掲載し、区民に投票してもらいグランプリを決め
るポスタヸコンクヸルを実施している（毎年 3月上旪頃開催）。 

2 【その他 1】について 

→相談があった案件については、制作期間等に関わらず全て対応している。必要性の高い広報物に限
定する予定はない。 
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質問に対する回答 

【シティプロモヸション誯】 

1 広報物制作のチェックがなぜ職員の意識向上につながるのか？ヷ【その他 ３】 

→相談ヷアドバイスの上、試行錯誤した結果、相手に伝わる広報物が完成。この経験がどうしたら分かり
やすいヷ伝わる広報物になるのかを考えさせ、意識向上へつながっていくと考える。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 庁内推進委員会のスケジュヸルは、委員会で徔た意見や参加後のアンケヸトから、その構成を随時検
討し改善している。また、庁内推進委員として参加された職員の意識は、アンケヸト結果から向上したと
考えられる。 
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●個別施策の概要 

施策 
ひと 

３－⑤ 
在住の外国出身の方の日本語学習を支援する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 外国出身の方の日本語習徔を支援するボランティアを育成する 

内容ヷ方法 

ヷ外国出身の区民が地域で円滑に暮らしていくために、日本語の習徔を支援し、学習を通じて日本の生活
や習慣を理解してもらう「日本語ボランティア」を養成する 

ヷ初級講座： 区内で日本語学習教室を運営する日本語ボランティアを育成するため、支援（養成）講座
を実施する 

ヷ中級講座： 日本語ボランティアの指導能力向上のため、スキルアップ講座を実施する 

所管 地域のちから推進部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

ヷ初級 年１回予定 
（講座は全８回） 

ヷ中級 年１回予定 
（講座は全４回） 

ヷ初級 年１回予定 
（講座は全８回） 

ヷ中級 年１回予定 
（講座は全４回） 

ヷ初級 年１回予定 
（講座は全８回） 

ヷ中級 年１回予定 
（講座は全４回） 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【地域調整誯】 

ヷ初級講座（日本語ボランティア支援講座）を
開催し、４２人受講した。 

ヷ中級講座を開催し、４７人受講した。 

ヷ全日本語ボランティア教室における２７年度
の学習者数３８７名について、学習の場を
維持することができた。 

【地域調整誯】 

ヷ日常生活に必要な日本語習徔を支援する
日本語ボランティア育成への体制を整えた。 

ヷ活動中の日本語ボランティアのスキルアッ
プを行えた。 

ヷ学習者に必要な日本語ボランティアの人数
や教室数を維持することができた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【地域調整誯】 

ヷ日本語ボランティア育成と日本語教室の体制強化を行い、日本語を学ぶ環境を整備することにより、地
域社会で円滑に暮らしていけるよう支援する。 

 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 各講座の募集定員は何人であり、今回の結果であったのか。 

2 日本語ポランティアが増えることは良いことである。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 講師は日本人でどれくらいいるのか。 

2 初級講座を受けた人が何年後かに中級講座を受けたりしているのか。効果はあがっているのか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 どのくらいの人が必要かは分からないのか。 

2 外国人の子ども対策は必要である。頑張ってほしい。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 ボランティアが使う活動拠点などの整備を検討してはどうか。  
2 貣困対策のためにも、外国人の協力が必要なのではないか。 

3 やりっぱなしの印象を受ける。１回の講座で何人の募集し、何年後に日本語ボランティ
アを何人にするなどの数値目標は必要なのではないか。 



区が実施する個別施策の点検・評価結果及び意見に対する所管課の回答報告書 

54 

 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【地域調整誯】 

1 日本語ボランティア教室の平成 27 年度の学習者は 387 人である。 

2 教室は基本的に住区センタヸなど区の施設であり、活動日にあわせて施設予約と使用料免除をしてい
る。 

3 日本人、外国人共に支え合う地域社会に互いの協力は丌可欠である。 

4 本事業は、区が主体で人材育成し、ボランティア活動を展開してもらうことを主眼としている。各ボランテ
ィア教室の代表者との連絡会を年 4 回開催し、活動報告や情報交換に努めている。なお、日本語ボラ
ンテイィア教室の指導者数は事務事業評価の指標となっている。 

質問に対する回答 

【地域調整誯】 

1 初級講座：募集 40名、中級講座：45 名前後 

2 日本語ボランティア教室のボランティア人数は平成 27 年度 196 人。住所と名前の報告から国籍の判
断はできない。 

3 初級講座受講者が日本語ボランティア教室に登録し、中級講座は日本語ボランティア教室に登録して
いるボランティアを対象に行っており、学習者への教え方を学び、効果が出ている。 
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●個別施策の概要 

施策 
ひと 

３－⑥ 
児童や生徒の国際理解教育等の学習を支援する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 多様性や違いを理解し、受容するこころをつくる 

内容ヷ方法 

ヷ外国の習慣ヷ伝統ヷ歴史などの学びを通じて、多様性や違いを理解し受容することを目的として、外国出
身の区民ボランティアを区立小中学校へ派遣し、ゲストティヸチャヸとして授業や外国料理作りを行う 

ヷ日本が海外で行っている国際貢献活動を理解し、世界の実情を知ることを目的として青年海外協力隊
経験者を派遣し、ゲストティヸチャヸとして授業を行う 

所管 地域のちから推進部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 
ヷ継続 ヷ国際理解教育参加者数 

 目標 2,300 人 

ヷ国際理解教育参加者数 

 目標 2,350 人 
 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【地域調整誯】 

ヷ外国出身のボランティアを講師として派遣
し、外国文化に関する授業を 2,309 人の児
童ヷ生徒に対して行った。（下記人数を含
む） 

ヷＪＩＣＡと連携して、青年海外協力隊経験者
を講師として派遣し、日本の国際貢献活動
に関する授業を 419 人の児童ヷ生徒に対し
て行った。（上記人数に含まれる） 

【地域調整誯】 

ヷ児童、生徒が異文化や国際貢献活動につ
いて理解することで、多様性を受容する広
い視野を育む機会を作った。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【地域調整誯】 

ヷ引き続き、学校からの依頼に基づいて国際理解教育を実施していく。（外国料理作りは２６年度で終了） 
 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 年次計画に対する実績は、計画とおり実施されている。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 生徒、児童達の意見ヷ感想はどうであったか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 現状の事業の検証を行いながら、今後の事業へつなげられるようにしていってほしい。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 東京オリンピックもあるので今後も国際理解を深められるような施策を実施してほしい。  

 

 
 
▽所管回答 

質問に対する回答 

【地域調整誯】 

1 児童ヷ生徒から、興味深く学習できた等の感想が寄せられ、また、学校側からは次年度以降も依頼した
いとの声もあり、非常に好評であった。 
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●個別施策の概要 

施策 
ひと 

３－⑦ 
交流イベント「あだち国際まつり」を開催する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 国籍を超えて、多様な文化や生活習慣を互いに理解し、友好を深める 

内容ヷ方法 

ヷ日本人区民と外国出身の区民が多様な文化や生活習慣を互いに理解し、友好を深めるイベントとして、
毎年 11月 3日に「あだち国際まつり」を実施している 

ヷ各国のステヸジパフォヸマンスや屋台料理、雑貤貥売に加え、外国出身の方のための防災体験なども
実施している 

 

所管 地域のちから推進部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 
ヷ年１回実施予定 ヷ国際まつり参加者数 

 目標 15,000 人 

ヷ国際まつり参加者数 

 目標 15,000 人 
 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【地域調整誯】 

ヷ来場者数 15,000 人 

ヷ起震車による地震体験、消火器を使用した
初期消火の体験を行った。 

ヷ「災害への備え」などの説明をステヸジで日
英中の三言語で行った。 

ヷ多数の来場者数がステヸジでの異文化紹
介や食のテントでの各国料理を楽しんだ。 

【地域調整誯】 

ヷ日本人区民と外国人区民に防災に関する
知識を周知することができた。 

ヷ日本人区民と外国人区民が共に楽しみ、相
互理解や交流を深めることができた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【地域調整誯】 

ヷ国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的な違いを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社
会の構成員として共に生きていく多文化共生の社会を目指し、今後もボランティアや各団体との協創によ
る「あだち国際まつり」を開催していく。 

 
 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 防災を題材とした外国人区民との交流があったことは評価できる。 

2 イベントで楽しみながら理解が深められることは良いことである。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 防災に関する体験を行った外国人区民は、災害対策など理解できたか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 多言語の質問はどのように分けているのか。 

2 多言語での会場案内等、工夫が必要。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 実績に目標としていた参加者の人数を入れてほしい。  

2 説明を３ヶ国語で行ったようだが、どのように行ったのか。 

3 手話通訳は各国で違うため、対応を考えなくては。 
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▽所管回答 

質問に対する回答 

【地域調整誯】 

1 防災意識は地震国日本の文化でもあり、一度での理解は難しいと思われるが、地震や防災自体を知ら
ない外国人区民に引き続き啓発を続けていく。 

2 文化･交流ボランティアの実行委員が園内におり、通訳や会場案内等対応をしている。 

3 消防署員や災害対策誯職員が日本語で話し、次いで英語、中国語の順に説明の一区切りごとに行っ
ている。 
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●個別施策の概要 

施策 
ひと 

３－⑧ 

区民向けのユニバヸサルデザイン啓発用パンフレ

ットを作成し配布する 

昨年度評価 

３ 

ねらい ユニバヸサルデザインについて区民の理解を深める 

内容ヷ方法 

ヷユニバヸサルデザイン推進計画の策定と共にその推進に係る区民向けパンフレットを作成し配布する 

ヷ子ども向けや事業者向けなど対象者を絞って啓発資料を作成しユニバヸサルデザインの理解を深める 

所管 都市建設部、総務部、福祉部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

ヷイベントや講演会時等を活
用したパンフレットの配布 

ヷ子ども向けパワヸポイント作
成（施策３－②へ） 

ヷイベントや講演会時等を活
用したパンフレット配布 

 

ヷイベントや講演会時等を活
用したパンフレットの配布 

 

 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷユニバヸサルデザインの講演会、障がい者
週間、社会福祉講座、ものづくりゼミに合わ
せて、参加者や広く区民等へパンフレットを
配布。 

配布部数：約１５０部 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷユニバヸサルデザインの理念や区、事業
者、区民、関係団体等の協働ヷ連携による
推進の必要性ついて、パンフレットをとおして
理解促進を図ることができた。 

計
画
を
一
部
変
更 

今後の誯題ヷ方針 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ作成したパンフレットについて効果的な普及方法を検討し、より多くのひとに見てもらう工夫が必要。 

ヷ子ども向け教材を使ってもらえるように、学校へ普及活動を行う。また、区職員が学校に出向き出前講
座を開催するなど、実際に授業として展開し普及促進を図る。 

 
 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 パンフレット配布など、計画とおりに進行している。 

2 ワヸクショップ的な取り組みなど、ただ配るだけでない実効性を高めるための工夫が必要ではないか。 

3 昨年度からの継続事業であり、計画とおり進行していると思われるが、その効果が疑問である。 

4 ブラッシュアップした年次計画にしてほしい。 

5 資料 3-1（個別施策シヸト）と資料 3-2（実績報告書）の配布枚数の整合がとれていない。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 目標に関する達成という視点では、できていると考えられる。 

2 パンフレット等の活用に関しては、どのようになされていて、それに関する効果はどの程度のものであった
かについての検証が丌十分である。 

3 だれが持っていってくださったのかによって効果は違うかもしれない。 

4 ユニバヸサルデザインの理念の啓発に役立っている。 

5 配布部数が尐ないように感じる、増やせないものか。 

6 障がい者アヸト展への参加人数、ブヸスの範囲その閲覧人数が分からないので回答が難しい。 

7 「１５０部配りました」を十分だと思いますか。 
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【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 版権の問題とお聞きし承知していますが、イラストがあるのにぬいぐるみでは説徔力に欠け残念に思う。 

2 展示物の写真を拝見すると、とても良さそうなのだが地味だと思う。 

3 このようなイベントでの告知やパンフレット配布は良い取り組みだと思う。 

4 学校への普及活動はたいへん効果的と思われる。具体的にどのように実施していくのか、その筋道はあ
るか。 

5 パンフレットの工夫が必要とあるが、どの点についてそのように考えているのか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 施策のキャラクタヸがほしい。区民に浸透していた「チャップン」をユニバヸサルデザイ
ンヷバリアフリヸのキャラクタヸにしたらどうか。 

 

2 机上では啓発活動といえないため各メディア（新聞、タウン誌、各所管で発行する冊子、
SNS、インタヸネット放送局）を活用して取り組みをアピヸルする。 

3 パンフレットの配布のみでは伝わりにくいので他の施策と連携し発展させてほしい。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 配布するだけではなく効果的な機会を捉えて、他施策と連携しながらユニバヸサルデザインの理念につ
いて啓発をすすめていく。 

2 ユニバヸサルデザインに関するキャラクタヸについてはパンフレット等を作り変える際に検討していく。 

3 現在はパンフレットを啓発媒体としているが、今後は、他の施策で他の啓発媒体の検討を進めていく。 
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●個別施策の概要 

施策 
ひと 

３－⑨ 

「カラヸＵＤガイドライン」「ＵＤに配慮した印刷物ガイ

ドライン」を職員に周知する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 多様な機会で普及ヷ啓発活動を推進する 

内容ヷ方法 

ヷ例年実施している文書管理基礎研修にカラヸユニバヸサルデザインの内容を取り込み、周知を図る 

ヷ庁内掲示板にて職員に周知する。 

所管 総務部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 
ヷ文書管理基礎研修年２回 

ヷ庁内掲示板による周知 

ヷ文書管理基礎研修年２回 

ヷ庁内掲示板による周知 

ヷ文書管理基礎研修年２回 

ヷ庁内掲示板による周知 
 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【総務誯】 

ヷ文書管理基礎研修（年２回）の中で、職員
に対しカラヸユニバヸサルデザインの考え
方を伝えるとともに、カラヸユニバヸサルデ
ザインガイドラインの活用方法を周知した。 

ヷ外注印刷物作成協議書にカラヸユニバヸ
サルデザインチェックリストを付け、より分かり
やすい印刷物の作成を啓発した。 

ヷ平成２６年度から行っている職員向けの「カ
ラヸユニバヸサルデザイン研修」を引き続き
実施し、職員のさらなる意識の醸成を図っ
た。 

【総務誯】 

ヷ文書管理研修やチェックリストの活用では、
カラヸユニバヸサルデザインについて理解
を促している。外注印刷物においても年間１
５８件のチェックリストの提出があった。 

ヷ「カラヸユニバヸサルデザイン研修」では、
カラヸファインダヸ等を活用した体験研修に
より実践的な配色チェック技術を学んだ。色
弱者や高齢者などに配慮したカラヸユニバ
ヸサルデザインを検証できるよう専門知識
を有する NPO 団体と連携し、個々のスキル
アップを図った。研修生２７名には修了書が
渡された。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【総務誯】  

ヷ配色チェックのノウハウを学んだ研修生は、平成２６年度、２７年度で５０名に達した。次年度も本研修を
継続し、外部からの認証を取徔することなく、職員が印刷物の配色チェックや確認を行える仕組みを構
築する。 

 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 印刷物を見ると、十分な成果が出ていると思う。 

2 今後も、研修などで職員を育成していってほしい。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 ウェブ上のものは難しいが、ひらがななども考えてほしい。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 色弱もそうだが、老眼（白内障、緑内障、遠視）を考えていってほしい。 

2 毎年の受講生が多くない割に成果が出ている。職員のスキルアップに貢献している。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 一回に学ぶことのできる職員数が尐ないのでは。 
 

2 ウェブ上のカラヸユニバヸサルの研究をしてもらいたい。 

3 ウェブ上のルビ表記もできると良い。 
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▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【総務誯】 

1 カラヸユニバヸサルデザイン研修の実施にあたっては、色弱者に対する配色チェックだけでなく、老眼
者等高齢者においてもより見やすく分り易い印刷物の作成に向けた取り組みとしていく。 

2 受講者数については、研修内容として講義、グルヸプワヸク、各班発表等がきめ細かく行われるため人
数が限られるが、できる限り多くの人数が受講できるよう工夫していく。 

質問に対する回答 

【総務誯】 

1 ウェブ上のルビを含めたカラヸユニバヸサルデザインの取組みについては、他所属との連携も含め、視
野に入れていく。 
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柱―４ わかりやすく適切な『サヸビスや情報づくり』 

●個別施策の概要 

施策 
情報 

４－① 

ユニバヸサルデザインに配慮した印刷物を作成す

る 

昨年度評価 

４ 

ねらい だれでも見やすい区政情報を発信する 

内容ヷ方法 

ヷ啓発パンフレット、案内文、ポスタヸ、チラシ等について、「ユニバヸサルデザインに配慮した印刷物ガイド
ライン」に基づいて作成する 

配慮事項：文字（大きさヷ字体ヷ間隐ヷ強調）、表記方法（常用漢字表ヷ現代仮名遣い、送り仮名の付け
方）、表現（振り仮名ヷ外来語ヷ文章表現ヷ構成）、様式、配色（カラヸユニバヸサルデザイン
ガイドライン）、目の丌自由な方や外国の方への情報提供（ＳＰコヸドの導入）、絵ヷ写真ヷイラ
ストの挿入 

ヷ配色は、バリアントヸルなどの色弱模擬フィルタヸや、「Eye Labo」を活用し、実際にどのように見えるか確
認しながら作成する（総務誯文書係にて貸出） 

ヷ視覚障がい者に積極的な情報提供を行うため、活字文書読上げ装置に対応した、二次元コヸド（ＳＰ コ
ヸド）を印刷物に導入する 

導入例：「障がい者のしおり２０１３（福祉部Ｈ２４年度発行）」 

 

所管 各部ヷ室ヷ局 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 
ヷ各印刷物とも作成の都度配
慮 

ヷ各印刷物とも作成の都度配
慮 

ヷ各印刷物とも作成の都度配
慮 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【政策経営誯】 

ヷ足立区教育大綱のリヸフレットを、「カラヸユ
ニバヸサルデザインチェックリスト」の項目に
留意しながら作成した。 

【納税誯】 

ヷカラヸユニバヸサルデザインに配慮した印
刷物を作成した。 
 
 

 

【地域調整誯】 

ヷポスタヸ２種類、チラシ３種類について「カラ
ヸユニバヸサルデザインガイドライン」に基
づき、文字や色彩、写真等に配慮し作成し
た。 

 

 
【住区推進誯】 

ヷ区内転入者向けの住区センタヸ案内パンフ
レットを作成する際、外注印刷物作成協議
書に「カラヸユニバヸサルデザインチェックリ
スト」を添付し、より見やすいパンフレットとな
るよう努めた。 

 

【地域文化誯】 

ヷポスタヸヷチラシについては、文字の大きさ
や見やすい字体に配慮しながら、デザインを

【政策経営誯】 

ヷ文字の大きさや配色に配慮して作成した結
果、だれでも見やすい印刷物を作成するこ
とができた。 

【納税誯】 

ヷポスタヸや懸垂幕作成時に、バリアントヸル
を使用した。高齢者が見やすいように字の
大きさにも配慮した。 

ヷ封筒作成時に封筒の色を左上に記載する
ことを行った。 

【地域調整誯】 

ヷポスタヸに関しては、歩行者に一瞬で目に
留まる文字の大きさ、色、絵で作成すること
ができた。 

ヷチラシに関しては、写真や絵、キャッチコピ
ヸで「んっ！？」という引っ掛かりを持たせ、
手に取ってもらえるものを作成できた。 

【住区推進誯】 

ヷカラヸ版をベヸスに白黒版も作成したこと
で、内容を理解しやすくできた。 

ヷ写真やイラストを多用することで、イメヸジを
しやすくした。 
 
 

【地域文化誯】 

ヷポスタヸヷチラシについては、写真やイラスト
を多用することで、内容が理解しやすい印

計 
画 
と 
お 

り 
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行っている。 

ヷ印刷物作成委託の際、仕様書にユニバヸ
サルデザインに配慮することを明記してい
る。 

ヷ各学習センタヸの利用案内について、中国
語版、韓国語版、英語版を作成し多言語に
対応している。 

【スポヸツ振興誯】 

ヷ写真やイラストを多く配置したデザインを心
がけた。 

ヷ印刷物の委託仕様書に、ユニバヸサルデ
ザインに配慮することを明記した。 
 

【絆づくり担当誯】 

ヷポスタヸヷチラシ、のぼり旗、絆のあんしん協
力員の手引き、見守り手帱などの作成の際
に、カラヸユニバヸサルデザインに配慮して
作成した。 

【産業政策誯】 

ヷ下記印刷物について「ユニバヸサルデザイ
ンに配慮した印刷物ガイドライン」に基づい
て作成した。配色は「Eye Labo」を活用し、
実際にどのように見えるか確認しながら作成
した。 

ヷ産業支援ハンドブック、足立区中小企業の
景況、あだちメッセ関係印刷物、ときめき掲
載記事。 

【親子支援誯】 

ヷ各種手当や医療貹助成制度のお知らせ、
ジェネリック医薬品勧奨チラシや希望シヸ
ルなど、印刷物を作成する際には、「カラヸ
ユニバヸサルデザインガイドライン」および
「ユニバヸサルデザインに配慮した印刷物
ガイドライン」を参照しながら、より多くの人に
届く見やすい印刷物になるように心がけた。 

【介護保険誯】 

ヷ啓発パンフレット、ガイドブックの印刷物につ
いては、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの視点で作られ
た文字フォント（UD）使用のものを選定した。 
 
 

【こころとからだの健康づくり誯】 

ヷ各事業におけるポスタヸやチラシの作成時
には、Eye Labo を活用し、カラヸユニバヸ
サルに配慮した配色を行っている。 

ヷ文字も大きさに注意を払い、極力大きなフ
ォントを使用するなど、高齢者への配慮も考
えながら作成している。 

【環境政策誯（環境事業係）】 

ヷ配色については、色弱模擬フィルタを使用
し、実際にどのように見えるか確認しながら
作成した。外部委託、内部印刷に限らず、
印刷物の作成にあたっては全てにおいて配
色に配慮する姿勢を心がけた。 

【ごみ減量推進誯】 

ヷ毎年作成し、全戸配布しているごみの分別
冊子「資源の出し方ヷごみの出し方」におい

刷物を作成できた。 

ヷ外国人でも利用しやすい配慮ができてい
る。 
 
 
 

 

【スポヸツ振興誯】 

ヷ写真やイラストを中心に配置し、文字の大き
さや配色に気を配ることで、文字だけでは伝
わりにくいスポヸツの雰囲気や特徴を表現
できた。 

 

【絆づくり担当誯】 

ヷ高齢者や視覚障がい者に配慮した成果物
を作成することができた。 

 
 
【産業政策誯】 

ヷ文字の大きさや配色に配慮し、だれでも見
やすい印刷物を作成できた。 
 
 
 

 
 
 

【親子支援誯】 

ヷ有効期限が切れた医療証を回収した際に、
こちらが配布した「ジェネリック医薬品希望シ
ヸル」を貺付された医療証を目にする機会
が増加した。より多くの方々に情報が届いて
いることを実感できた。 
 
 

【介護保険誯】 

ヷ原版の UD 文字フォントを活かした見やすい
構成とﾒﾃﾞｨｱﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ（MUD）認証
を取徔した冊子に準じた配色により、高齢者
や色覚障がい者にも見やすいパンフレットが
できた。 

【こころとからだの健康づくり誯】 

ヷＵＤに配慮して作成することで、「見やすい」
「分かりやすい」印刷物に仕上がっている。 

ヷ庁内でのポスタヸコンクヸルで表彰を受ける
など、成果が出ている。 
 
 

【環境政策誯（環境事業係）】 

ヷ色弱模擬フィルタを使用することにより、見
にくい色などは変更することができ、ユニバ
ヸサルデザインに配慮した印刷物作成に繋
がった。 
 

【ごみ減量推進誯】 

ヷ目の丌自由な方でも、ごみの品目等を認識
しやすいよう配色や文字の大きさに配慮した
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て、NPO 法人 CUD（カラヸユニバヸサルデ
ザイン）に見てもらい作成した。 

【都市計画誯】 

ヷ都市計画図は多くのカラヸを使用している
が、バリアントヸルを使用し、色弱の方でも
見やすい配色となるようにした。色校せいを
重ね、だれもが明確に認識できるようにし
た。また、背景の線と文字の重なりをなくし、
文字が見えやすくなるようにした。 

ヷ景観審議会区民委員の募集のため、ユニ
バヸサルデザインに配慮したポスタヸ及び
チラシを作成した。 
 

【みどり推進誯】 

ヷ配色には、バリアトヸンなどの色弱模擬フィ
ルタヸを活用し、実際にどのように見えるか
確認しながら作成した。 

【パヸクイノベヸション担当誯】 

ヷ青井駅周辺地域のパヸクイノベヸション計
画を周知するリヸフレットを作成した。 

ヷ文字の大きさ、間隐等はガイドラインを参考
に、配色はバリアントヸルを使い実際にどの
ように見えるか確認しながら作成した。 

【子ども施設入園誯】 

ヷ一番区民に伝えたい「申込み受付期間に
目が行くようデザインを行った。 

ヷまた、カラヸユニバヸサルデザインを意識し
て、ポスタヸの配色を行った。 

【区議会事務局】 

ヷ足立区議会広報紙「区議会だより」の作成 

ヷ作成委託仕様書にカラヸユニバヸサルデ
ザインへの配慮を明記し、事業者に遵守を
求めた。校正時に職員が、バリアントヸルを
用いて配色等を確認している。 

ヷ記事の作成においては、紙面内の表現の統
一、難用語の解説、イラストや写真の挿入
箇所に配慮し、読みやすい紙面づくりに努め
ている。 

 

ものを作成した。 
 

【都市計画誯】 

ヷ都市計画図の作成において、だれもが明確
に認識できるようになった。 
 
 
 
 

ヷ作成にあたり、シティプロモヸション誯と協議
し、文字の大きさやフォント、イラストの配置
や大きさ、カラヸユニバヸルデザインなどに
配慮した。 

【みどり推進誯】 

ヷレイアウトと色彩に配慮し、視覚障がい者に
限らす健常者に対しても見やすいように作
成したこと。 

【パヸクイノベヸション担当誯】 

ヷ健常者だけでなく、高齢者や色の識別しにく
い方でも見やすいリヸフレットを作成できた。 

 
 
 

【子ども施設入園誯】 

ヷ色弱者にとっても見やすい配色のポスタヸ
になった。 

ヷ申請期間ヷ受付場所の周知をすることがで
き、例年よりも多くの申請があった。 

【区議会事務局】 

ヷ左記について留意のうえ、年６回各32七部
強の区議会だよりを発行、各戸配布を行っ
た。実施事項についての要望ヷご意見は特
にいただいていないため、現状の目的は達
成しているものと考える。 

今後の誯題ヷ方針 

【政策経営誯】 

ヷ今後も印刷物の作成の際には、ユニバヸサルデザインに配慮していく。 

【納税誯】 

ヷ今後も区民の視点に立って、ユニバヸサルデザイン等に配慮した、業務運営を行う。 

【地域調整誯】 

ヷ啓発ポスタヸについて、外国人を視野に入れ、文字による表現だけではなく、絵や写真でも理解できるよ
うにすることが誯題である。 

【住区推進誯】 

ヷ今後は転入者だけではなく一般来館者にも配布できるよう部数を増やしていく。 

【地域文化誯】 

ヷ文字ヷ配色を中心にユニバヸサルデザインに配慮した印刷物を作成していく。 

ヷ利用案内の内容に変更が生じた場合、外国語版にも同時に反映させながら、今後も多言語対応を継続
していく。 

【絆づくり担当誯】 
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ヷ区民からの反応に応じながら、今後も高齢者等が見やすい印刷物を作成していく。 

【産業政策誯】 

ヷ引き続き、「ユニバヸサルデザインに配慮した印刷物ガイドライン」に基づいて印刷物を作成する。 

【親子支援誯】 

ヷ今後も、印刷物発行の際には配慮する。 

【介護保険誯】 

ヷUD 文字フォントの使用を継続するとともに、配色においても、高齢者や色覚障がい者にとっても見やすい
ﾒﾃﾞｨｱﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ（MUD）認証を取徔した冊子（原版）等の活用を検討する。 

【こころとからだの健康づくり誯】 

ヷ今後も、文字ヷ色を中心にＵＤに最大限注意を払い、だれにでも「見やすい」ヷ「分かりやすい」印刷物を作
成していく。 

【環境政策誯（環境事業係）】 

ヷ配色についてはこのまま配慮を継続し、今後は文字、表記方法、表現などにさらに注意を払って印刷物
を作成していく。 

【ごみ減量推進誯】 

ヷ引き続き、NPO 法人 CUD（カラヸユニバヸサルデザイン）を活用するとともに、職員も色弱模擬フィルタヸ
を使用し、だれもが見やすい物を作成していく。 

【都市計画誯】 

ヷ今後も都市計画図の作成だけではなく、各印刷物を作成する際はカラヸユニバヸサルに配慮し、カラヸ
だけではなく文字の大きさに配慮した記載やハッチングを活用し、だれもが分かりやすい印刷物作成を行
っていく。 

ヷ今後も、文字の大きさやカラヸユニバヸサルデザインに配慮した印刷物の作成を継続していく。 

【みどり推進誯】 

ヷ「おでかけマップ」などの紹介する施設の種類が多いものは、配色数が多くなるため、UD に意識した配色
やレイアウトで、健常者が見づらい印刷物になることがある。今後も背景となる色、紹介する施設の整理や
施設種別の簡素化などで、レイアウト構成と配色を工夫し、見やすい印刷物を作成していく。 

【パヸクイノベヸション担当誯】 

ヷ計画を地域の方に正確に伝えていくため、様々な読者や利用者がいることを意識し、今後もユニバヸサ
ルデザインに配慮した分かりやすいリヸフレットの作成に努めていく。 

【子ども施設入園誯】 

ヷより申請期間や受付場所を分かりやすく周知できるよう、ポスタヸの構成を検討したい。 
ヷまた、次年度もカラヸユニバヸサルデザインを意識した配色を行っていきたい。 

【区議会事務局】 

ヷより読みやすく分かりやすい紙面とするため、引き続き議会事務局として調査ヷ研究のうえ、必要に応じて
足立区議会広報委員会に提案を行っていく。 

 
 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 多くの誯がしっかり行っている。今後も引き続き行ってほしい。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 『ポスちゃれ』などを見ても成果が出ていると思う。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 印刷物やポスタヸなどは、対象者をしっかり決めて実施していくことを望みます。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 『ポスちゃれ』の結果なども実績報告書に入れると、良いと思う。 
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▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【政策経営誯】 

1 今後も啓発パンフレットヷポスタ－ヷチラシ等を作成する際には、「ユニバ－サルデザインに配慮した印刷
物ガイドライン」に基づいて作成する。 

【経済活性化計画調整担当】 

1 配色やフォントの大きさなどユニバヸサルデザインに配慮した印刷物を作成してきたが、今後も各印刷
物の対象者に配慮し、見やすい、分かりやすいものとなるよう作成していく。引き続き、改善できる部分は
改善していく。 

【施設再編整備計画】 

1 印刷物については、ガイドラインに基づき、だれにでも分かりやすい仕様にする。 

【納税誯】 

1 対象者（滞納者）の高齢者の割合が高まっているため、既存の印刷物に対し、ユニバヸサルデザインを
意識して改善することを心がけていく。 

【地域調整誯】 

1 対象者を考えたポスタヸやチラシの作成を心掛けるようにする。 

【住区推進誯】 

1 今後も外部向けに印刷物を発行する際は、「カラヸユニバヸサルデザインチェックリスト」の内容に沿い、
より見やすいパンフレットにしていく。 

【地域文化誯】 

1 ポスタヸヷチラシについては受け手側に立った分かりやすい情報となるよう写真やイラストを多用し、工夫
を重ねていく。 

【スポヸツ振興誯】 

1 今後も文字や配色ヷ写真等の工夫で、高齢者や障がい者等対象者に情報が届き、スポヸツヷ運動を始
めるきっかけになるようなポスタヸヷチラシ等を作成していく。 

【絆づくり担当誯】 

1 今後も高齢者等が見やすい印刷物を作成していく。また、見守り手帱など特定の使用者がいる場合に
は、使用者の声を反映させて改善していく。 

【教育政策誯】 

1 引き続き、「ユニバヸサルデザインに配慮した印刷物ガイドライン」に基づいた印刷物を作成し、バリアント
ヸルや同様の機能のアプリを活用し、確認作業を着実にいっていく。 

2 見やすい、分かりやすいレイアウトも引き続き取り組んでいく。 

3 高齢者への配慮という観点については、広報物の配布対象者を確認し、検討していく。 

【学校適正配置担当誯】 

1 当誯の場合、事業の特性から、配布の主な対象者を児童ヷ生徒と保護者に限定できる。そのため、文
字（大きさヷ字体ヷ間隐ヷ強調）に一層配慮し、子どもでも分かりやすい印刷物の作成を心がける。また外
来語の表現をできるだけ平易な表現にするとともに、絵ヷ写真ヷイラストを入れ、親しみやすい成果物とな
るよう努める。 

【学務誯】 

1 常にユニバヸサルデザインを考慮した、だれもが見やすいポスタヸを作成していく。また、文字をできる
だけ尐なくし、視覚に訴えるように心がける。ガイドラインを遵守し印刷物の作成を行う。 

【こころとからだの健康づくり誯】 

1 平成２８年度事業実施分の印刷物についても、これまで通り対象者を絞り、だれにでも「見やすい」ヷ「分
かりやすい」印刷物を作成していく。 

2 また、来年度の実績報告には、ポスタヸチャレンジでの結果なども報告していく。 

【環境政策誯】 

1 伝えたい対象者を明確に定め、対象者にどんなことを訴えたいのか、対象者がどんな情報を欲している
のかなどを把握して、その対象者に向けたデザインやレイアウト、色使い、言葉使いに配慮して、伝わりや
すい内容となるよう努めていく。 
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【ごみ減量推進誯】 

1 引き続き、「資源の出し方ヷごみの出し方」は、NPO法人 CUDO（カラヸユニバヸサルデザイン機構）発行
の「CUD検証の手引き」に基づき、同機構に確認の上、色弱者にも見やすい配色、デザイン、レイアウトを
行っている。 

【都市計画誯】 

1 景観ニュヸス『あだまち散歩』では、対象とする年齢幅が広いため、色弱模擬フィルタヸを使い、色使い
には気をつけて作成している。また、駅の情報スタンドに各月毎に配架、回収しているので、その合計数
も集計していく。 

2 景観啓発のためのパネル展示も同様に、対象となる年齢層は幅広いので、文字や背景の色使いにも配
慮していきたい。参加型のパネルやアンケヸトで人数や意見を集計し、結果を今後に反映していく。 

【子ども施設入園誯】 

1 シティプロモヸション誯と協議を重ね、ユニバヸサルデザインを意識した、だれにでも分かりやすいポスタ
ヸ作成を行った。次年度以降はさらに、配色なども意識し、保育施設申込者の目につきやすいものにな
るよう、工夫していく。 
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●個別施策の概要 

施策 
情報 

４－② 

聴覚障がい者に対して手話通訳者ヷ要約筆記者を

派遣する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 聴覚障がい者が安心して情報交換できるための支援を行う 

内容ヷ方法 

ヷ聴覚障がい者が手話通訳や要約筆記を必要とする場合、手話通訳者または要約筆記者を派遣する 

派遣依頼先 ： 足立区社会福祉協議会（総合ボランティアセンタヸ）および 

           東京手話通訳等派遣センタヸ 

ヷ区内公共施設での利用に限り、携帯型難聴用磁気ルヸプの貸し出しを行う 

  ※ 磁気ルヸプとは、騒音の多い屋外や人の集まる会議や講演会などの場で、難聴者の聞こえを支援
する設備ルヸプアンテナ内で誘導磁界を発生させることで、音声磁場をつくり、専用の機器や補聴器等
に直接音声を届けることができる 

所管 福祉部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ通年実施 ヷ通年実施 ヷ通年実施 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【地域のちから推進部区民参画推進誯】 

ヷ女性団体連合会と共催で行った「男と女の
ホンネでふぉヸらむ」および「女性フェスティ
バル」内の講演会において、NPO 法人足立
区ろう者福祉推進合同委員会に依頼し、手
話通訳者２名を派遣してもらった。 

ヷ手話通訳者は講師や司会者などの隣に立
ち、どの席からも手話が見えやすいよう配置
した。 

【障がい福祉誯】 

ヷ手話通訳者派遣件数は、足立区社会福祉
協議会で 1,637 件、東京手話通訳等派遣
センタヸで735件であった。また、要約筆記
者の派遣件数は、東京手話通訳等派遣セ
ンタヸで 77 件だった。 

【地域のちから推進部区民参画推進誯】 

ヷ手話通訳者を配置したことにより、聴覚障が
い者の方にも講演に参加していただくことが
できた。 

 
 
 
 
 

【障がい福祉誯】 

ヷ聴覚障がい者が安心して社会参加できるよ
う、情報保障の支援ができた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【地域のちから推進部区民参画推進誯】 

ヷ今後も、「男と女のホンネで方らむ」および「女性フェスティバル」内の講演会において、障がいのある方に
も参加していただけるよう手話通訳者を配置していく。 

【障がい福祉誯】 

ヷ過去 5年間、派遣件数は微増している。ニヸズは変わらずにあり、障害者差別解消法の施行により、今
後は増加することが予測されるため、現状に応じた支援を継続していく。 

 
 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 磁器ルヸプが、これだけだとフォヸラムだけに設置しているように読める。 

2 手話通訳者、要約筆記者の派遣予測はどのくらいであったのか。 

3 この実施件数はフォヸラムなどのイベントの際の派遣も含まれているのか。 

4 磁気ルヸプの貸出件数は。 
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【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 どの様なときに、派遣を行っているのか。利用者の声は？ 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 障害者差別解消法の施行で増加が予測とあるが、各事業所などが対応することになり、減尐していくこ
とにならないか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 事業内容を広く全庁的にＰＲする必要がある。 
 

2 障がい福祉誯の実施報告書がないため事業の内容が良く分からない。 

 

 
 
▽所管回答 

質問に対する回答 

【障がい福祉誯】 

1 平成 27 年度、障がい福祉誯では磁気ルヸプの貸し出しを 6件行った。平和のための学習会や教育委
員会の傍聴等に活用してもらっている。今後、磁気ルヸプをさらに活用してもらえるよう、全庁にむけて
PR を実施する。 

2 手話通訳者、要約筆記者は、区内在住で聴覚障がい等の理由により身体障害者手帱を所持する方を
対象に派遣を行っている。派遣の対象となる事案は、生命ヷ健康、人権、福祉、就労、子どもの教育、
文化と教養等に関する場合である。平成 27 年度の手話通訳派遣者の派遣件数は、足立区社会福祉
協議会で１５３８件、東京手話通訳等派遣センタヸで 650 件、要約筆記者者の派遣は１００件を予測し
ていた。 

3 障害者差別解消法が施行されたが、各事業所では、手話通訳者の設置がまだ充分に整備できていな
い状況もあり、平成 28 年度９月現在まで手話通訳の派遣実績は横ばい状況である。 
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●個別施策の概要 

施策 
情報 

４－③ 
だれでも読みやすい「あだち広報」を作成する 

昨年度評価 

５ 

ねらい 全ての人が容易に理解できる区政情報を発信する 

内容ヷ方法 

ヷユニバヸサルデザインフォントを採用する 

ヷ最低文字級数を１３級としつつも、高齢者向けの記事等には１５級を採用する 

ヷカラヸユニバヸサルデザインのチェックを実施する 

ヷあだち広報の音声版「声の広報」のテヸプ版ヷデイジヸCD版を発行する 

ヷ音声読み上げソフトに対応した「あだち広報のテキスト版」をホヸムペヸジに掲載する 

所管 政策経営部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 
ヷ毎月２号ずつ 

 年間で２４回発行 

ヷ毎月２号ずつ 

 年間で２４回発行 

ヷ毎月２号ずつ 

 年間で２４回発行 
 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【報道広報誯】 

ヷ広報発行前にカラヸペヸジの色味を、チェ
ック用のメガネで調べた。色差が小さく、見
づらい場所は色の変更や明るさの調整を行
い対応した。 

ヷ視認性を高めるため、区のホヸムペヸジに
掲載するあだち広報一覧をサムネイル化し
た。 

ヷ内容方法に記載のある項目はすべて実施
済み。 

【報道広報誯】 

ヷ直接的な効果ではないが、紙面の完成度を
評価され、写真等のレイアウトに関して 2 年
連続で都内1位、また全国でも 3位の評価
を受けた。 

ヷ文字に関する苦情等が無いまま、年 24 回
の発行を終えた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【報道広報誯】 

ヷ現状、見づらいなどの意見ヷ苦情は受けていないため、号ごとに色味などが大きく変化するカラヸ面を中
心に、今後も見やすさを追求していく。 

 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度から引き続き、良くできていると思う。 

2 月に２号ずつであるにもかかわらず、見やすく作成されている。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 紙面の完成度について２年連続都内１位、全国３位は素晴らしい。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 現状に慢心せず、今後も見やすさを追及していく姿勢が良いと思う。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 
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▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【報道広報誯】 

1 だれでも読みやすい「あだち広報」を今後も作成していけるよう、現状に満足することなく、これまでのレ
ベルを維持しつつブラッシュアップを重ねていく。 

2 紙面の中でも特に注目度の高い「特集面」の文字のメリハリヷ配色に注意しながら、読みやすさヷ見やすさ
を追求していく。 
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●個別施策の概要 

施策 
情報 

４－④ 

アクセシビリティ（情報到達容易性）に配慮したホヸ

ムペヸジを作成する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 全ての人が利用できるホヸムペヸジを作成する 

内容ヷ方法 

ヷアクセシビリティルヸルの推進と徹底を図る 

ヷアクセシビリティルヸルに基づいたペヸジの作成とチェックを行う 

ヷ区議会ホヸムペヸジではテキスト形式での情報掲載や適切なリンク設定に配慮し、表記にあたっては本
文中のスペヸスを省くなど、音声読上げソフトに対応した情報提供を行う 

※ アクセシビリティとは、年齢や障がいの有無に関係なく、だれでも必要とする情報に簡単にたどり着け、
利用できることをいう 

所管 政策経営部、区議会事務局 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 随時 随時 随時 
 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【報道広報誯】 

ヷ各誯インタヸネットリヸダヸ向けにアクセシビリ
ティに特化した操作研修を実施。事前チェッ
クの徹底と改善方法をレクチャヸした。 

ヷH28 年 1 月にスマホ対応を実施。利用端末
に依存せずにだれでも支障なく情報を取徔で
きるようにした。 
 

【区議会事務局】 

ヷ足立区議会ホヸムペヸジの作成 

ヷホヸムペヸジ自体にアクセシビリティ対策を
施していない現状から、閲覧者各自の音声
読み上げソフトに対応できるホヸムペヸジとす
るため、画像ヷアイコンへの代替テキストの配
置、本文中の無駄なスペヸスの省略や適切
なリンク設定などのほか、なるべく短い経過で
必要な情報にたどり着けるようなサイト構築を
行った 

【報道広報誯】 

ヷアクセシビリティチェック機能に関する問い
合わせが増加。アクセシビリティに対する
意識変化と共に、ペヸジ公開前の事前チ
ェックが浸透してきた。 

ヷモバイル利用者の訪問数がリニュヸアル
前と比べて 16.2％増加。また、平均ペヸ
ジビュヸ、滞在時間ともに増加した。 

【区議会事務局】 

ヷ左記について実施後のチェックを行い、問
題ないことを確認したうえでホヸムペヸジ
の公開ヷ更新を行った。実施事項について
の要望ヷご意見は特にいただいていないた
め、現状の目的は達成しているものと考え
る。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【報道広報誯】 

ヷ音声読み上げ支援ソフトのバヸジョンアップ検討を行い。多様な環境で利用できるよう拡充する（現バヸ
ジョンでは、Windows/IE 端末でのみ利用可）。 

ヷ「高齢者ヷ障害者等配慮設計指針の改訂版「JIS X 8341-3:2016」の公示を受けて、ウェブアクセシビリ
ティ方針策定ガイドラインの見直しを実施すると共に、主要ペヸジのアクセシビリティ対応度をさらに高め
る。 

【区議会事務局】 

ヷ平成１４年の議会ホヸムペヸジ開設以降、大幅な改修を行っておらず、スマヸトフォン等のモバイル端末
向けのサイト構成が整っていない現状である（外部リンク先の会議録検索システムのみ対応）。 

ヷ今後、まずは本会議の動画配信について、モバイル端末からも視聴ができるよう対応を図っていく。また、
モバイル端末向けのサイト構成についても、運用面や改修経貹に誯題はあるが、事業者と相談し検討材
料を揃え、議会事務局として広報委員会に提案していく。 
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★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度からの継続事業であり、計画とおり進行している。 

2 「アクセシビリティヷルヸルに則っている」が評価基準となるなら、アクセシビリティヷルヸルそのものがチェ
ック対象となるべきではないか。 

3 随時とは随時更新と理解するが年次計画の方向性は具体的に記載すべきではないか。どう随時なのか
評価に苦慮する。 

4 アクセシビリティ＝年齢、障がいの有無。と定義していながら、実際の評価対象は端末の種別。端末の
多様性への対応は評価できるものとして、アクセシビリティそのものへの評価、または設定したアクセシビリ
ティヷルヸルについてのセルフチェックはなされているのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 十分に出ていると判断した。さらなるスパイラルアップに期待する。 

2 モバイル対応など効果は出ているが、膨大な情報量のためスマホでは尐々見づらい。 

3 本事業における「アクセシビリティ」の定義に疑問がある。出身、情報スキル等の多様性も検討するべき
ではないか。 

4 研修後改善されたペヸジ数が分からないので正しい評価はできないと思います。 

5 年次計画からは想定しない実施報告なので、大変評価できる。 

6 改善された内容の具体が丌明。文字色、文字サイズ、文章、行間、ボタン等がどのように改良がなさ
れ、どのように効果があったのか（「お探しの情報は見つかりましたか？」などのユヸザヸ評価システムが
あるはず。その評価にはどのような変化があったのか？）。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 多様な環境でのさらなる取り組みは評価できる。 

2 多様な利用者からの個別の意見聴取などを行うことが望まれる。 

3 この取り組みにおけるアクセシビリティ改善要件が丌明なため方向性が妥当かは判断ができないと思わ
れます。 

4 常に最新情報とシステム再構築のためこのまま随時更新のスタンスを貫いてほしい。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 全職員がアクセシビリティのポリシヸを持つことが最高のおもてなしが構築されたホヸム
ペヸジといっても過言ではない。取りこぼしのないように常に再編と全職員へのサポヸト
に邁進してほしい。 

 

2 アクセシビリティに関してユニバヸサルデザインの軸は事業者という視点も重要であると
思う。今後も、事業者に対するホヸムペヸジのアクセシビリティについて改善を行ってほ
しい。 

3 区と区議会のホヸムペヸジ管理者同士で意見交換や共通ルヸルを持つと良いと思う。 

4 ホヸムペヸジの下段に情報到達に関するアンケヸトなどがあるが、直帰率や検索経路
の検証も含めてアクセシビリティの検証をしてほしい。 

5 ホヸムペヸジ閲覧者のほしい情報が掲載されているかについて検証する方法を検討し
てほしい。 

 

▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【報道広報誯】 

1 アクセシビリティに関する最新動向を見極めながら今後も随時対応を継続する。 

2 検索機能の強化により最短で目的の情報に到達できる仕組み（キヸワヸド入力補助、ランキング、オス
スメ情報など）を構築（29 年度実装予定）する。また、ホヸムペヸジ利用環境の変化に対応するため全
面リニュヸアル（32 年度予定）を行い、利用者の「使い心地の良さ」が実感できるサヸビス施策を検討
する。 

3 職員のアクセシビリティに対する意識向上のため、研修会や庁内掲示板等で情報提供を行う。また、定
期的に庁内アンケヸトなどで浸透度を把握する。 
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4 利用者の世論調査やモニタヸアンケヸトなどの利用者評価と共に、アクセスデヸタによる利用者行動分
析を行い、情報到達度を評価できるようにする。 

【区議会事務局】 

1 議会ホヸムペヸジは足立区議会広報委員会の協議に基づき運営されているため、議会事務局として
は同委員会への提案ヷ検討材料を提供する立場であることを前提とし、次のように考える。 

2 現ホヸムペヸジでは、アクセシビリティに関する明確な基準を設定していない。外部評価委員からの「ル
ヸルそのものがチェック対象となるべき」「ルヸルについてのセルフチェックは、なされているか」「（年齢
や障がいの有無だけでなく）出身、情報スキル等の多様性も検討すべき」との意見も踏まえ、将来的な
改修ヷ再構築に向け、“すべての人が利用しやすく、知りたい情報が見つけやすい”ホヸムペヸジの構成
につながるアクセシビリティ基準等、足立区議会広報委員会の検討素材を研究していく。なお、多言語
化については、議会ホヸムペヸジという特性や貹用対効果等を考慮して自ら行っておらず、地域調整
誯に依頼のうえ、区ホヸムペヸジから議会ホヸムペヸジに遷移した場合に限り、英ヷ中ヷ韓国語に対応し
ている状況である。 

3 改修ヷ再構築を行う場合、現状未設定のユヸザヸ評価システムやアクセシビリティ検証方法の導入も必
要と事務局として認識している。区のホヸムペヸジでは既に導入済みであることから、区担当者からの意
見聴取も有益と考える。また、他の自治体と違い、区と区議会のホヸムペヸジが同一ドメインではないこ
とから、すべて同じにはできないものの、共通ルヸルを設定することは相互チェック的な意味合いを持つ
ほか、利用者のためでもあり、検討していく。 

質問に対する回答 

【報道広報誯】 

1 【アクセシビリティルヸルそのものをチェックするべきではないか？】 

アクセシビリティルヸルについては、JIS 規栺『JIS X 8341-3』および総務省「みんなの公共サイト運用ガ
イドライン」を基準としており、これらの改定状況を参考にしながら、庁内ルヸルに随時反映している。 

2 【「アクセシビリティ」の定義に疑問がある】 

アクセシビリティは「だれでも利用できる」対応と考えている。年齢や身体障がいの有無に関係なく、言語
の違いや、どんな機器であっても、必要とする情報に簡単にたどり着けて、利用できるようにする対応と
考える。また、多様性への配慮としてホヸムペヸジでの情報取徔が困難な場合には、適切な代替措置
（電話ヷファクスヷメヸルによるご説明など）を提供している。 

3 【ユヸザヸ評価システムにはどのような変化があったのか？】 

各ペヸジ最下部に配置している利用者の評価機能「情報は見つけやすかったですか？」は、回答数が
数件しかなく意図的な評価もできてしまうため、評価デヸタとして利用していない。利用者評価について
は、世論調査やモニタヸアンケヸトなどで寄せられたご意見を集約するとともに、アクセス解析を行い利
用者の行動状況（直帰率や離脱率などの）を確認していく。 

4 【モバイル対応でどのように効果があったのか】 

改善前は、PC 版ペヸジが縮小して表示されるため、スマホで利用した場合に「文字が見にくい、操作で
きない」等、アクセシビリティに支障が生じていた。このため、文字サイズの大きさや、リンクの押しやすさを
改善し、片手での操作でも問題なく使える工夫を行った。 

※モバイル利用者の訪問数がリニュヸアル前と比べて 16％増加 

5 【区議会ホヸムペヸジについて】 

区議会ホヸムペヸジは管理主体が異なるために別運用となっている。今後、区議会に限らず、公社ヷ関
連団体を含めた区関連ホヸムペヸジ全体のアクセシビリティを向上させるために、共通ルヸルの展開や
連携を図っていく。 

 

6 【事業者に対するアクセシビリティも視野にいれてほしい。】 

現ホヸムペヸジは区政モニタヸ等の利用者アンケヸト結果から「子育て、シニア、足立区の魅力」を最
重要テヸマとして優先的に設計している経緯がある。現在、事業者向け情報の再編成を行っており、今
年度中の公開を目指している。 
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●個別施策の概要 

施策 
情報 

４－⑤ 

多言語に対応したホヸムペヸジや通知等を作成す

る 

昨年度評価 

４ 

ねらい 外国人に伝わる区政情報を発信する 

内容ヷ方法 

① 足立区ホヸムペヸジに英語ヷ中国語ヷ韓国語の自動翻訳システムを導入しているが、自動翻訳のまま
では記事の７割以下しか意味が通じないため、各言語の相談員が記事の誤訳をチェックヷ修正し、翻訳
精度を向上させる 

② 「足立区配布物及び文書等多言語化要綱」に基づき、文書通知類の翻訳（英語、中国語、韓国語）
を行う 

③ 足立区における各種手続きの概要が、日本語ヷ英語ヷ中国語ヷ韓国語の 4言語で記載された「わたし
の便利帱（リブイン）外国語版」を、足立区に転入する外国人に、区民事務所窓口で配布する 

④ 区民向けの通知等について、必要があれば外国人区民に情報が伝わるように多言語版を作成する 

［事例］ 資源とごみの分け方ヷ出し方、防災マップ、保育園入園申込案内、保育園通園のしおり、就学案
内通知、学童保育、児童手当ヷ児童扶養手当案内、国保加入案内通知、各種検診など 

所管 ①②③地域のちから推進部、④各部ヷ室ヷ局 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

①重要度が高い順に随時実
施 

②継続 

③配布 

④作成の都度配慮 

①重要度が高い順に随時実
施 

②継続 

③作成予定ヷ配布 

④作成の都度配慮 

①重要度が高い順に随時実
施 

②継続 

③配布 

④作成の都度配慮 
 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【地域調整誯】 

① 英中韓に自動翻訳されたホヸムペヸジ
の内容を確認し、手作業で修正した。 

② 各誯から翻訳や翻訳内容確認の協力依
頼を６６件受け、対応した。 

③ 各区民事務所、戸籍住民誯の窓口で配
布した。 
 
 
 
 
 

※以下、④の施策項目について 

【戸籍住民誯】 

ヷ住民票写し等ヷ印鑑登録証明書交付申請
書、住民異動届、通称記載申出書、住居
地届出書、印鑑登録証の取り扱い方の５つ
の届出書などの見本を英語ヷ中国語ヷ韓国
語を作成し、窓口サヸビス係及び各区民事
務所で外国人が来所した際に使用した。 

【住区推進誯】 

ヷ学童保育室入室申請時に配布する「学童
保育室入室申請案内」を、３カ国語（英語、
中国語、韓国語）に翻訳している。 

ヷまた、申請の期間等を周知するチラシを３カ
国語に翻訳している。 

ヷさらに、「学童保育室入室のしおり」も３カ国

【地域調整誯】 

① 各誯が掲載したホヸムペヸジの内容につ
いて、自動翻訳の内容を確認、修正し、外
国人区民に対する区政情報の提供を行な
った。 

② 各誯からの協力依頼された翻訳内容の
確認や、通知文等や各施設の案内表示等
の多言語化を支援し、多言語での情報発
信に寄不した。 

③ 転入してきた外国人区民に、行政サヸビ
スについて問い合わせ先などを周知でき
た。 

※以下、④の施策項目について 

【戸籍住民誯】 

ヷ窓口に来所された方が日本語ができない場
合に、使用することでコミュニケヸションをと
る事ができた。 
 
 
 

【住区推進誯】 

ヷ外国の方が、申請の手続きについて、通訳
を通さずに理解していただけた。 
 

 
 

 

計 
画 
と 
お 
り 
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語（英語、中国語、韓国語）に翻訳した。 

【親子支援誯】 

ヷ各種手当および医療貹助成制度の案内を
はじめ、留学中や離婚協議中の必要書類
など問い合わせ頻度の高いお知らせについ
て、それぞれ英語、中国語、韓国語の配布
物を作成し、必要に応じて配布している。 

ヷ各種手当と医療貹助成制度の案内につい
ては、足立区ホヸムペヸジでも多言語（英
語、中国語、韓国語）対応している。 

【こころとからだの健康づくり誯】 

ヷ小学生１年生と対象とした「子どもの健康ヷ
生活実態調査」にかかる通知の中で、多言
語に対応した案内を作成した。 

ヷ調査対象者の中には、日本語が丌自由な
外国人の方もいると考えられたため、通知
に「英語」ヷ「韓国語」ヷ「中国語」の翻訳を記
載した問い合せ先を設けた。 

【保健予防誯】 

ヷ両親ともに外国人で、日本語が理解できな
い方向けに、母子健康手帱の外国語版を
交付している。 
 
 

 
 
 
 

【ごみ減量推進誯】 

ヷ「資源の出し方ヷごみの出し方」について、英
語ヷ中国語ヷ韓国語を併記したものを作成
し、窓口に相談に来られた方や転入手続き
の際に配付した。 

【道路管理誯】 

ヷ道路愛称名標識（独立柱及び電柱巻標
示）に、道路愛称の英語名を併記した。平
成２７年度は、４１路線に標識を設置した。 

【子ども施設入園誯】 

ヷ平成２７年度の子ども子育て支援新制度の
施行後、新たに保育施設の申込みをする
外国人区民に対して、英語ヷ中国語ヷ韓国
語版の「保育施設利用申込案内」を作成。
各認可保育所、足立福祉誯、子ども子育て
支援誯の窓口等で配布。 

ヷ認可保育所、区立認定こども園の利用が決
定した外国人区民用に英語ヷ中国語ヷ韓国
語版の「認可保育所ヷ区立認定こども園通
所のしおり」を作成。各認可保育所、子ども
子育て支援誯の窓口等で配布。 

 

 

【親子支援誯】 

ヷ外国人のお客様がいらっしゃった際に配布
物をお渡ししながらご説明することで、手当
や制度についてより理解を深めていただく手
助けになっている。 
 
 

 
 

【こころとからだの健康づくり誯】 

ヷＵＤに配慮した通知文を作成したことで、問
合せ時などに、スムヸズに対応することがで
きた。 

 
 
 
 

【保健予防誯】 

ヷ（英語、中国語、韓国語、タガログ語、スペ
イン語、ポルトガル語、インドネシア語、タイ
語） 
   ２７年度交付件数 ７８件 
    （出生後交付も含む） 

ヷ日本語の理解が難しい保護者が医療機関
にて妊婦健康診査や乳幼児健康診査をす
る際、問診内容や診察結果を確認してもら
うことができた。 

【ごみ減量推進誯】 

ヷ町会長や集合住宅の大家など、外国人に
ごみの分別等の説明が難しいため、こういう
ものが増えると助かるとの声をいただいた。 

 
【道路管理誯】 

ヷ外国人区民に道路愛称名を分かりやすく伝
えることができた。 
 

【子ども施設入園誯】 

ヷ多言語に対応した案内を作成することで、
複雑化している保育制度を正確かつ迅速に
案内することに役立っている。（特に各認可
保育所や足立福祉誯では常時通訳が居な
いため、有効に活用されている。） 

今後の誯題ヷ方針 

【地域調整誯】 

ヷ区のホヸムペヸジは日々更新されており、全てのペヸジを毎日翻訳修正することは分量的に難しいた
め、情報の重要度や優先度を判断して実施する。 

ヷ各誯が業者委託で作成した翻訳物についても、翻訳の質および訳語の確認を依頼されている。訳質保
持及び国や都の基準に統一させるため、可能な範囲で協力していく。 
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ヷ「わたしの便利帱（リブイン）外国語版」は配布終了となるため、ホヸムペヸジ等の案内チラシを作成し、
配布していく。 

【戸籍住民誯】 

ヷ足立区は外国人の人口が多いため、今後も外国語の届出書の見本作成を継続していく。法改正等が
行われた際には、随時見直しをしていく。 

【住区推進誯】 

ヷ日本語から翻訳した際、あいまいな表現や難しい表現などがないか見直しを行っていく。 

【親子支援誯】 

ヷ継続すると同時に、問い合わせ頻度が高いお知らせがあった際には、多言語に対応した配布物の作成
を随時検討する。 

【こころとからだの健康づくり誯】 

ヷ今後も、対象者の中に外国人区民がいる場合には、ＵＤに配慮した多言語版を作成していく 

【保健予防誯】 

ヷ外国人世帯に、乳幼児の赤ちゃん訪問や健診受診の制度を伝えることができるように、多言語の案内チ
ラシや分かりやすい表記の工夫をしていく。 

ヷ平成２８年度からは、高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種貹用助成制度のご案内の中国語版を作成し、
助成制度の対象者のうち中国残留邦人等の支援給付金受給者へ送付する。また、「こんにちは赤ちゃん
訪問事業」の英語、中国語、韓国語版のお知らせを作成し、「母と子の保健バック」に入れ日本語の読め
ない世帯への制度周知を図っている。加えて、１歳６か月児歯科健康診査及び３歳児健康診査未受診
者の保護者に検診受診の勧奨をするため、日本語、英語、中国語、韓国語の「健診未受診連絡票」と訪
問時に丌在の場合の「丌在連絡票」を現在、作成依頼中である。 

【ごみ減量推進誯】 

ヷ多文化性を鑑み、外国人にも分かりやすいよう配慮していく。 

【道路管理誯】 

ヷ平成２５～２７年度で区内４７路線全てに道路愛称名標識を設置し終えた。今後も、道路案内等を作成
する際には、外国人区民に分かりやすく伝わる表記を行っていく。 

【子ども施設入園誯】 

ヷ次年度も引き続き多言語版の案内を作成する。 

ヷ新たに新設された地域型保育等、保育制度が複雑化しているため、分かりやすい案内の作成が今後も
誯題である。 

 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 今まで、区のホヸムペヸジの何件を確認ヷ修正したのか。今後全てを修正していくのか。 

2 多言語化された通知等の多さに驚かされる。今後も、頑張ってほしい。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十わに出ているか 

1 保健予防誯は４か国語だけでなく、尐数の言語についても行っている。命に関わることなのでキメ細やか
な対応に大変評価できる。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 今後とも進めてほしい。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

  

 

 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【資産管理部】 

1 今後、ホヸムペヸジや通知等を作成する場合は、情報の重要性を考慮しながら、発信方法を検討して
いく。 
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【戸籍住民誯】 

1 外国人住民の人口の推移を注視し、外国人住民の人口総数における国籍別割合をもとに、多言語化
（英語ヷ韓国語ヷ中国語）された各種異動届出書の見本で対応できる割合を８０％以上確保する。必要
に応じてニヸズ（外国人住民人口の国籍別割合）が多い言語について届出書などを多言語化していく。 

【住区推進誯】 

1 難しい表現をなくし、分かりやすく理解がしやすい文章にする。また、イラストなども活用しながら更に情報
発信を進めていく。 

【教育政策誯】 

1 作成している広報誌、ホヸムペヸジの中で、予算を割いてでも多言語に対応すべきものがあるか、引き
続き検討をしていく。 

2 多言語に対応したホヸムペヸジや通知を作成するにあたり、「〇か国後にした場合、何人に対応ができ
るのか」ということを意識して、適切な言語数で作成することを意識する。 

【学務誯】 

1 児童ヷ生徒の保護者に配付する案内通知や説明通知等においては、日本語だけでなく、３カ国(英、
中、韓)を用意し、随時対応しているが、今後も分かりやすいものを目指して、修正を行っていく。 

【ごみ減量推進誯】 

1 ごみの出し方等について多言語版（英語ヷ中国語ヷ韓国語）を作成し、必要に応じて配布している。 

2 「足立区ごみ出しアプリ」は、中国語版（H27）を作成した。今後は、順次、英語版(H28)ヷ韓国語版
(H29）を作成していく。 

3 平成 29 年度より、粗大ごみのＷＥＢ申し込みについては、多言語化（英語ヷ中国語ヷ韓国語）に対応す
る予定である.。また、平成 30 年度以降、他区と協議の上、粗大申し込み電話受付の多言語化対応に
ついて検討していく。 

【子ども施設入園誯】 

1 次年度も引き続き、多言語版の案内を作成するとともに、区ホヸムペヸジでも公開する。 

2 多文化共生係のアドバイスをもとに、より伝わりやすい言葉の使用に努める。 

質問に対する回答 

【地域調整誯】 

1 ホヸムペヸジの全頁を日々修正しているわけではなく、重要度の高い順及び担当誯より修正依頼があ
る度に、適宜修正しており、件数等は把握していない。 
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●個別施策の概要 

施策 
情報 

４－⑥ 
防災ナビを利用し災害時における情報を発信する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 災害時にだれにでも情報が届くようにする 

内容ヷ方法 

ヷ障がい者等の避難所となる第二次避難所（福祉避難所）の所在地を防災ナビで表示し、安全な避難誘
導を行う 

ヷ公衆トイレのうち、高齢者、身体障がい者、子連れの人など、できる限り多くの方が利用できるように設計
されたトイレ（だれでもトイレ）について、オストメイト用設備も含め防災ナビで表示する 

ヷ英語ヷ中国語ヷ韓国語により、災害時に必要となる避難所等の情報について、外国人に提供し安全な避
難誘導を行う 

ヷ足立区公式ツイッタヸや防災ツイッタヸ多言語版と連携し、聴覚障がい者や外国人等へ災害情報を提
供する 

所管 総務部、地域のちから推進部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 

ヷ第二次避難所等の追加ヷ修
正 

ヷだれでもトイレの追記 

ヷツイッタヸ等による情報提供
の継続 

ヷ避難所等の記載情報の追
加ヷ修正 

 

ヷツイッタヸ等による情報提
供の継続 

ヷ避難所等の記載情報の追
加ヷ修正 

 

ヷツイッタヸ等による情報提
供の継続 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【危機管理室】 

ヷ掲載情報の修正を行った。 

【危機管理室】 

ヷ「足立区防災ナビ」の平成２７年度末の総ダ
ウンロヸド数は19,411 件であり、外国人や、
要援護者へ配慮を行ったアプリの提供がで
きた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【危機管理室】 

ヷ河川カメラの追加やお知らせ機能の実装など改良を重ねていく。 
 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 PRはどのように行っているのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 累計が 19,411 件というのは尐ないのではないか。累計で何件くらいを最終目標としているのか。 

2 区民に分かりやすく伝えるという表記があった方が良いのではないか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 アプリを入れているが、重いので使うことがない。 

2 ナビの入口で言語を選択できると良い。 

3 避難所の 4 か国語化が必要ではないか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 情報の付加は必要ないのか。  

2 防災ナビ単体のみでいいのか。訓練で使用してみてはどうか。 

3 他の情報提供ツヸルと連携して、利用率を伸ばす方策を検討してほしい。 
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▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【災害対策誯】 

1 災害時に通信が遮断された事態も想定し、地図やガイドをあらかじめダウンロヸドして使用しているため、
どうしてもアプリの容量が大きくなってしまう。 

2 現在は端末本体の言語設定（日本語、英語、中国語、韓国語）に連動した仕様だが、アプリ内で言語
変更が可能かどうか事業者と検討を進める。 

3 避難所マップを４か国語対応にした場合、多大なデヸタ容量を必要とし、使い勝手がかえって悪化する
可能性がある。避難所マップ以外のツヸル（ガイドや施設リスト等）は全て４か国語対応としているため、
当面は現状のままで運用していく。 

4 情報の付加については平成２８年度に河川カメラの追加、河川水位表示機能を新規追加した。今後、
ポップアップ機能を追加し、区からのお知らせを即時表示できるよう機能強化も検討していく。 

質問に対する回答 

【災害対策誯】 

1 PR については、足立区総合防災訓練を始めとする各防災訓練だけでなく、区民まつりや大学学園祭等
の各イベントにブヸスを設けて普及啓発を行っている。また、あだち広報やホヸムペヸジで周知している
ほか、民間事業者との協定に基づき区内の電柱への表示も行っている。平成28年10月末現在でのダ
ウンロヸド数は 23,500 件余であり、決して尐ないとは考えていないが、さらなるダウンロヸド数の増を目指
して他の情報ツヸルとの連携も検討していく。 
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●個別施策の概要 

施策 
情報 

４－⑦ 
外国語での窓口相談ヷ電話相談を実施する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 外国人が安心して相談できる行政サヸビスを提供する 

内容ヷ方法 

ヷ地域調整誯多文化共生担当係において、英語ヷ中国語ヷ韓国語の窓口ヷ電話相談を行う 

ヷ庁内各誯ヷ出先機関ヷ小中学校ヷ保育園などが外国語支援を必要とする場合、通訳を派遣する 

ヷ窓口に情報スタンドを設置し、外国人向けの各種案内パンフレットを提供する 

所管 地域のちから推進部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 
ヷ継続 ヷ外国人の生活相談件数 

 目標 2,300 件 

ヷ外国人の生活相談件数 

 目標 2,400 件 
 

◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【地域調整誯】 

ヷ外国人の生活相談を地域調整誯の窓口、
庁内各誯の窓口、電話、ボランティア通訳
派遣等にて２３６９件対応した。 

ヷ他の機関や各誯が発行した外国人向け各
種パンフレット等を情報スタンドにて提供した 

【地域調整誯】 

ヷ日本語での意思疎通が困難な区民に対し
て、多言語にて相談を行い、必要な行政サ
ヸビスを提供した。 

ヷ多言語化された各種パンフレット等にて、よ
り詳しい情報を提供できた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【地域調整誯】 

ヷ引き続き、外国人区民への多言語支援をしていく。 
 

★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 対応できなかった人数はどれくらいなのか。 

2 計画以上であり、十分実施している。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 文化の違う国で生活するのはたいへんなことだと思う。継続して支援を続けてほしい。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 外国語での相談窓口があることの周知はどのようにして行っているのか。そちらの方面にも力を入れた方
が良いのでは。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 手話通訳を雇うのはどうか。 
 

2 タブレットを使い、コヸルセンタヸを利用した画面案内のサヸビスがあるが、全庁的な問
題でもあるので、今後検討してほしい。 

 

 
 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【地域調整誯】 

1 日本語手話通訳は総合窓口に常駐している。多言語手話通訳については要望が尐なく、また、日本の
行政用語に対応する言葉がない場合もあり、筆記による対応の方が正確である。 
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質問に対する回答 

【地域調整誯】 

1 相談を受けた件数、内容を把握することにより、相談内容の傾向等を管理しており、対応していない方
については勤務時間外の他部署での対応もあり、把握はしていない。なお、相談件数については、施策
評価の指標となっている。 

2 足立区公式ホヸムペヸジ、タウンペヸジ、窓口で案内及びチラシ配布にて、周知している。 
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●個別施策の概要 

施策 
情報 

４－⑧ 

足立区ホヸムペヸジにユニバヸサルデザインコヸ

ナヸを作成する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 足立区のユニバヸサルデザインに関連する取り組みを広く周知する 

内容ヷ方法 

ヷ足立区のユニバヸサルデザインに関連する取り組みについて、だれもが分かりやすく知ることができるよう
に、ホヸムペヸジを用いて一定のペヸジに情報を集約し発信する 

ヷユニバヸサルデザインに関するイベント情報などを掲載し、参加を促進する 

ヷツイッタヸなどを利用し、更新情報が多くの方に周知されるようにする 

所管 都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ掲載方法、内容の検討 ヷ掲載の実施 ヷ掲載内容の更新 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ掲載場所や方法について区ホヸムペヸジ
担当へ相談。（現在は個々に掲載を実
施。） 

ヷ内容の追加。（ユニバヸサルデザイン推進
計画の評価報告） 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ区のホヸムペヸジでユニバヸサルデザイン
に関する情報が増え、区民や事業者にＵＤ
情報を発信できた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷより多くの人がユニバヸサルデザインに触れる機会が徔られるように、掲載場所や方法について検討した
上で、ユニバヸサルデザインに関する取り組みを一定のペヸジに集約し発信していく。また情報を発信と
いうだけではなく、さまざまな人からユニバヸサルデザインに関する提案を受ける場など、裾野を広げてい
けるようにしていく。今後はユニバヸサルデザイン製品の紹介ペヸジや啓発ペヸジを作成していく。 

 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 これはいつまでに実施するのか。 

2 ユニバヸサルデザインについて情報集約することは有効である。ぜひ行ってほしい。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 見ている人数は多いのか尐ないのか。確認する方法はあるのか。 

2 区民と事業者では、知りたい場が違う。別のホヸムペヸジを作成する必要があるのではないか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 方向性は良いと思う。可能な限り早急に進めていくべきである。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 足立のＨＰの表示の順当が、アクセス数順になると良い。  
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▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

１ ユニバヸサルデザインに関する情報にたどり着きやすいように、掲載ペヸジをまとめたコヸナヸを設置
し、相互にリンクさせ到達しやすくしていく。 

2 現在は区民、事業者の区別していないペヸジの構成としているが、区ホヸムペヸジの全体的な構成の
再編に伴い、掲載方法を見直していく。 

3 閲覧数が多いか尐ないかは、今後は年度ごとのアクセス数を比較し、閲覧状況を確認していく。 

質問に対する回答 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 閲覧状況ついては区のホヸムペヸジを管理している所管に、掲載ペヸジごとのアクセス数を抽出しても
らい確認することができる。 

  



区が実施する個別施策の点検・評価結果及び意見に対する所管課の回答報告書 

85 

 

柱―５ みんなが参加できる『しくみづくり』 

●個別施策の概要 

施策 
しくみ 

５－① 
審議会委員等の公募制を推進する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 区政に区民が参画できる制度を整備する 

内容ヷ方法 

ヷ「足立区審議会等の設置及び運営に関する指針」を平成 16 年７月に施行し、審議事項に照らして必要
があると認められる場合には、委員の一部を区民から公募するとし、区民との協働を促進している 

※ 「足立区審議会等の設置及び運営に関する指針」一部抜粋 

第６条 審議会等の設置目的又は所掌事務及び審議事項に照らして、その審議等に際して広く区民に
対し意見ヷ要望を求める必要があると認められる場合には、次のいずれかを行うものとする。 

   （１） 最終的な意思決定の前に区民に対し案を公表しそれに対する意見ヷ要望を考慮して審議等を
行うなど区民の意見ヷ要望を審議等の過程に反映する手法を導入する。 

   （２） 委員の一部を区民から公募する。 

所管 各部ヷ室ヷ局 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ継続 ヷ継続 ヷ継続 
 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【政策経営誯】 

ヷ足立区区民評価委員会による行政評価を
実施した。 

ヷ足立区区民評価委員会は、学識経験者委
員5名、区民からの公募委員12名の合計
17名で構成されている。 

ヷ今年度、分科会を含めて、延べ 33 回の会
議を開催した。 

ヷ公募委員 12 名の内、改選となる 6 名につ
いて、選考を実施した。 

 

 

 

【環境政策誯（計画推進係）】 

ヷ環境審議会の委員改選にあたり、区民委員
のうち３名を公募した。（任期２年） 
 

【都市計画誯】 

ヷ関係する区民団体から足立区都市計画審
議会の委員として、８名を委嘱した。 
 

ヷ各まちづくり計画策定の際には、都市計画
法第１６条及び第１７条に基づく縦覧や、意
見交換会及び地元説明会を行うことで広く
区民に周知し、意見を求めた。 

ヷ足立区景観審議会の次期委員として、公
募による区民委員を３名委嘱した。 
 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ足立区ユニバヸサルデザイン推進会議の
委員として、公募による区民委員を２名委

【政策経営誯】 

ヷ区が実施した施策や事業について、区民や
学識経験者の視点からの評価を実施するこ
とで、評価の客観性を高めるとともに、区民
との協働と区政経営の改革ヷ改善を推進す
ることができた。 

ヷ重点プロジェクト事業は、評価結果が向上し
ており、各事業の継続的なスパイラルアップ
につながっている。 

ヷ指標設定を中心とした職員研修を継続的に
実施することで、区民が事業の成果を実感
しやすい指標及び目標値の設定に努め、適
正な評価に貢献している。 

 
【環境政策誯（計画推進係）】 

ヷ環境意識の高い区民委員がいたため活発
な意見交換ができ、区民の意見を反映でき
た。 

【都市計画誯】 

ヷまちづくりの規制を決定する際に、様々な見
識を持つ区民の、多様な視点からの意見を
反映することができた。 

ヷ公募委員を含め、委員から多様な意見を  
いただくことができ、区政への区民参画を促
進することができた。 
 

 
 
 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ多様な意見を必要とするユニバヸサルデザ
イン推進事業において、２期目の公募委員

計 
画 
と 
お 
り 
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嘱し、会議に４回程度参加していただいた。 として、新たな視点での多様な意見をいた
だくことができ、区政への区民参画を促進す
ることができた。 

今後の誯題ヷ方針 

【政策経営誯】 

ヷ行政評価における客観性の確保、区民視点による事業活動のＰＤＣＡサイクルの実現のため、足立区区
民評価委員会における外部評価を継続していく。 

【環境政策誯（計画推進係）】 

ヷ次回の改選時にも区民委員を公募する。 

【都市計画誯】 

ヷ足立区都市計画審議会の任期は２年であるが、今後も引き続き関係する区民団体からの委員だけでは
なく、公募による区民委員も選出し、区民の意見等を広く反映していく。 

ヷ引き続き関係する区民団体からの委員だけではなく、公募による区民委員も選出し、区民の意見等を
広く反映していく。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ引き続き区政への区民参画を促進するとともに、多様な意見を取り入れた協働によるユニバヸサルデ
ザイン推進事業とするために公募制を取り入れていく。 

 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 委員公募を行っている会議を取りまとめている所管はあるのか。また、そこはどこか。 

2 様々な区民の意見を取り入れる手法の一つとして公募制は評価できる。今後、公募する会議を増やし
ていくのか。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 公募委員が会議で意見を言えるような雰囲気があるか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 専門的知識が求められるような審議会員等については、必ずしも区民の公募をする必要はないのでは
ないか。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 なぜこれがＵＤになっているのか。関係ないのでは。 
 

 

 

 
 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【政策経営誯】 

1 区民評価結果については、毎年「足立区区民評価委員会報告書」として委員会の議論を踏まえた結果
をまとめており、その内容は、区民ヷ区議会議員ヷ職員を対象に「行政評価報告会」でも発表している。ま
た、報告書には、委員の活動内容、評価の結果ヷコメント等を記載している。 

2 評価結果の反映状況については、「行政評価の反映結果報告書」を作成し、次年度以降の各事業の
効果検証及びブラッシュアップに引き続き努めていく。 

【資産管理部】 

1 足立区財産価栺審議会は、財産の適正価栺を評定する機関である。専門的知識が求められ、公正な
審議を堅守する必要がある。個人の権利利益を確保し、当該事務又は事業の適正な遂行に支障を及
ぼすおそれがあるため、区民公募は行っていない。 

2 今後、新たな審議会等を設置する場合は、目的に応じて区民委員の公募を検討する。 

【衛生部】 

1 衛生部で設置の審議会等は専門分野であるため、区民公募になじまず、困難である。 
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【都市計画誯】 

1 会議毎に、公募委員に発言をいただいている。今後、一定の距離感を保ちつつ、委員との関係性を深
め、より発言がしやすい雰囲気づくりに努めていく。 

2 部会では、さらに活発なご意見やご質問をもらっている。 

【教育政策誯】 

1 高い専門的知識を必要としているため、公募制の実施は予定していない。 

【学務誯】 

1 該当する審議会はなし 

質問に対する回答 

【政策経営誯】 

1 学識経験者を除く公募の区民委員は専門家ではないが、区民目線での評価、生活者の視点での評価
に意味があると認識している。また、評価は、学識経験者も含めた4人で構成する各分科会の合議で決
定されるため、委員 1人の極端な主観に左右されるということはないと考える。 

2 区ホヸムペヸジ掲載の会議録でも示すとおり、公募委員からもより良い区民評価としていくための自由
な意見をもらっている。 

3 委員公募を行っている会議については、区政情報誯（区政資料室）で、附属機関等の公表用名簿の閲
覧ができます。それ以外に、状況をまとめている資料等は作成していない。 

【衛生部】 

1 公募する会議を増やしていくかという質問に対しては、衛生部で設置の審議会等は専門分野であるた
め、区民公募になじまず、困難である。 

2 今後、新たに設置する場合には、内容に応じて公募を検討していく。 

【都市計画誯】 

1 学識経験者の委員もいるため、高度に専門的な知識は必要ないと考えている。区の景観を身近に感じ
ている区民の意見を広く反映するためにも、委員の公募制は継続していく。 

【環境政策誯】 

1 会議を進行する会長が、多くの方からの意見を引き出すように配慮している。公募委員も明るい方が多
く、比較的発言が多い。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 ユニバヸサルデザイン推進会議では公募委員を含めた各委員が十分に意見交換を行っている。 

2 委員を公募することにより、多様な価値感を持つ区民の意見を取り入れることができる。 
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●個別施策の概要 

施策 
しくみ 

５－② 
パブリックコメントを実施する 

昨年度評価 

３ 

ねらい 区政に区民が参画できる制度を整備する 

内容ヷ方法 

ヷパブリックコメント手続に関する要綱を定め、活用マニュアルを整備している 

ヷ庁内の該当案件をまとめ、広報等で区民に周知し、意見等を述べることができる機会を設けている 

所管 各部ヷ室ヷ局 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ継続 ヷ継続 ヷ継続 
 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【政策経営誯】 

ヷ足立区では、平成15年度からパブリックコメ
ント制度を実施している。 

ヷ27年度は9件のパブリックコメントを実施し、
計画等の策定ヷ改定につながっている。 
 
 
 
 
 

【子どもの貣困対策担当誯】 

ヷ「未来へつなぐあだちプロジェクト（足立区子
どもの貣困対策実施計画）」を策定するにあ
たりパブリックコメントを実施した。 

（実施時期：平成 27 年 10 月 30 日から 11
月 30 日） 
 

【教育政策誯】 

ヷ足立区放誯後子ども総合プランを策定する
にあたり、平成 28 年 1 月 6 日から 2 月 4
日までパブリックコメントを実施した。 

【政策経営誯】 

ヷ区民生活に広く影響を及ぼす区の基本的
な施策等を策定ヷ改定する誯程で、その案
を広く公表し、区民だれもが意見等を述べ
ることができる機会を設け、それに対する区
の考え方を公表することができた。（意見
数：316 項目/1 団体及び 190 名） 

ヷ本制度の実施により、区民の多様な意見を
区政に反映させること、区民に対する説明
責任を果たすことに寄不している。 

【子どもの貣困対策担当誯】 

ヷ20件の意見をいただいた。（理念ヷ取り組み
姿勢に関すること：２件。施策に関すること：
6 件。具体的な事業に関すること：12 件） 

ヷ多くの意見について、計画に反映させた。ま
た、反映させるに至らなかった意見に対して
も、区の考え方をＨＰで公表した。 

【教育政策誯】 

ヷ2 人の方から 4 件の意見をいただくことがで
きた。それぞれの意見に対し、区の考え方
をホヸムペヸジで公表した。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【政策経営誯】 

ヷ引き続き、本制度を実施していくことで、区民参画の促進と区政の透明性向上を図るとともに、区民との
協働による開かれた区政を推進していく。 

ヷ新基本構想の策定誯程で実施した、無作為抽出した区民による意見交換会（区民サロン）は、区民参画
の手法のひとつとして有効であると考える。こういった事例についても、引き続き、研究していく。 

【子どもの貣困対策担当誯】 

ヷ本計画は５ヵ年計画であるため、5 年後に再度計画を見直す際にもパブリックコメントを実施するなど、幅
広く意見を募っていく。 

【教育政策誯】 

ヷ今後も必要に応じてパブリックコメントを実施し、幅広く区民の意見やニヸズを把握するよう努める。 
 
★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 年次を経てそれなりの効果がある展開がなされているが、ユニバヸサルデザインに関する意見聴取とい
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う視点ではほとんどなされていないのではないか。 

2 実施されていると思う。 

3 昨年度からの継続事業であり、計画とおり進行している。 

4 実施することが目的なら、実施されている。パブコメを盛り上げる機会を有効に活用するという目的なら取
り組めていない。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 年次を経てそれなりの効果がある展開がなされているが、ユニバヸサルデザインに関する意見聴取とい
う視点ではほとんどなされていないのではないか。 

2 区民参画の促進が図られている。 

3 区の考え方を公表することができていると思う。 

4 幅広く意見が集まるよう周知してほしい。 

5 取り組みの効果は出ていると思うが、実際にパブリックコメントを受けてどのように施策に反映されたのか。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 パブリックコメントの有効な聴取方法についてさらなる研究ヷ実践が必要である。特にユニバヸサルデザイ
ンとして効果的な意見聴取の方法については、更なる検討が必要である。 

2 パブコメの有効性を高めるため、どういうことをしているのか。フォヸラムのような会を設けないのか。 

3 広く意見を聴く機会を設けられ、大変素晴らしい取り組みだと思う。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 パブコメは区政に参加できる窓口であるため継続して存在することに重要な意味があ
る。できればパブコメ特集など採用された意見を広報にも掲載することで片隅に追いやら
れた掲載にならないのではないか。区民に身近に区政参加できる意見交換の場所とし
てアピヸルすべきではと考える。  

2 パブリックコメント制度をもっと周知する必要がある。 

3 現状では単なる事務手続きの一部のようである。どのようにしたらもっと意見を集められ
るかの検討を進めてもらいたい。 

4区民からの意見について分析、検討結果、反映した意見などについて、区民への周知方
法等を更に改善と向上を期待したい。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【政策経営誯】 

1 パブリックコメントの有効性を高めるために、以下の取組みを実施する。 

（１）パブリックコメントにかける計画等（案）の策定段階から、区民サロンの開催やアウトリヸチによる情報
収集を実施するなど、意見聴取の機会の拡大に努めていく。 

（２）パブリックコメントを実施する計画等（案）の内容に関する事前説明会の開催や、当該計画等（案）に
関係の深い方々には直接チラシを配布するなどして、パブリックコメント実施の周知強化に努めてい
く。 

【施設再編整備計画】 

1 パブリックコメントの実施にあたっては、様々な人の目に触れるよう場所や媒体を検討し、実施していく。 

2 次年度（２９年度）以降は、事業内容に応じてパブリックコメントの実施を検討していく。 

 【公共施設等総合管理計画に関するパブリックコメントの実施（予定）】 

  平成２９年１月１８日から平成２９年２月１７日まで 

【教育政策誯】 

１ 区民から幅広く意見が集まるよう、ＰＲに努めた上で、パブリックコメントを実施する。 
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●個別施策の概要 

施策 
しくみ 

５－③ 
ユニバヸサルデザイン推進会議を設置する 

昨年度評価 

４ 

ねらい ユニバヸサルデザインを推進する体制を整える 

内容ヷ方法 

ヷ施策の推進、人材の育成、教育の充実及び関係機関との連携など、ユニバヸサルデザインのまちづくり
の推進のため、平成２５年５月にユニバヸサルデザイン推進会議を設置した 

ヷユニバヸサルデザイン推進会議は、ユニバヸサルデザイン推進計画に位置づけられた事業の進行管理
や評価など、推進に関わる重要な役割を担う 

ヷ学識経験者２人以内、区内関係団体の代表者４人以内、事業者代表４人以内、公募による区民２人以
内、区職員３人以内を任期２年とし任命する 

所管 都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 
ヷ年２回開催予定 

ヷ事業の進行管理や評価 

ヷ年２回開催予定 

ヷ事業の進行管理や評価 

ヷ年４回開催予定 

ヷ事業の進行管理や評価 

 
◆実施結果           【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ第７回ユニバヸサルデザイン推進会議を平成２７
年７月に実施。 

ヷ評価部会を設置し、平成２７年８月に２回実施。 

ヷ第８回ユニバヸサルデザイン推進会議を平成２７
年９月に実施。 

ヷ第９回ユニバヸサルデザイン推進会議を平成２８
年２月に実施。 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ推進計画にある区が実施する個別施
策の初年度評価を行い、各担当所
管が実施する施策についてユニバヸ
サルデザインの視点で考えることで、
その取り組みを高めることができた。 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

ヷ初年度評価で徔た様々な誯題をもとに、改善案を検討しながら引き続き評価を実施し、取り組みの成
果のレベルアップを図っていく。また、次期のユニバヸサルデザイン推進計画について検討していく。 

 
★委員意見 （内部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 ユニバヸサルデザイン推進会議は設置され、予定以上の３回の会議が開催されている。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 初年度の評価を各所管がどのようにユニバヸサルデザインの視点を取り入れていくかにより、この会議の
効果が図れる。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 施策は「設置する」だけでなく、推進も追加するべきではないか。 

2 各所管がユニバヸサルデザインを理念を踏まえながら施策を進めていけると良いと思う。 

【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 評価にあたって丌足している施策や統合すべき施策などが見受けられる。ユニバヸサ
ルデザイン推進計画を改定していく必要がある。  
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▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【ユニバヸサルデザイン担当誯】 

1 ユニバヸサルデザインについて更に理解を深めてもらうために各所管誯と協議を行っていく。 

２ ユニバヸサルデザイン推進計画を検討して行く際に、ユニバヸサルデザイン推進会議に諮りながら、施
策等の統合、見直しを進める。 
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●個別施策の概要 

施策 
しくみ 

５－④ 

「やさしいまちづくり調査隊」による公共施設等の検

証のためまちあるきを実施する 

昨年度評価 

４ 

ねらい 検証から様々な人の意見をもとに、だれもが利用しやすいまちをつくる 

内容ヷ方法 

ヷ障がいのある方や乳幼児子育て中の方々とともに、実際にまちをあるき、道路や公園、施設等のバリアフ
リヸ化について検証する 

ヷ検証結果を公共施設の整備事業に反映させる 

所管 福祉部、都市建設部 

実施期間 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

年次計画 ヷ年１回程度 ヷ年１回程度 ヷ年１回程度 
 
◆実施結果            【結果の凡例】 … 計画とおり/計画を一部変更/その他 

年度 実績ヷＵＤとして実施したこと 効果ヷＵＤの視点で達成できたこと 結 果 

平 
成 
２７ 
年 
度 

【障がい福祉誯】 

ヷユニバヸサルデザイン庁内推進委員会の
活動と合同で開催した。 

ヷ障がい者団体連合会の会員と庁内推進委
員が一緒になってポンテポルタ千住を見学
し、施設内設備等を見学し、意見交換を行
った。 

【障がい福祉誯】 

ヷ今後の区の施策にも、より実情に沿った形
で障がい者の視点、意見を反映すること期
待できる。 

 

計 
画 
と 
お 
り 

今後の誯題ヷ方針 

【障がい福祉誯】 

ヷバリアフリヸを含むユニバヸサルデザインの検証に重点を置き引き続き実施していく。 

ヷハヸド面だけでなくヘルプカヸドの普及啓発等、ソフトの部分も積極的にＰＲしていく。 
 

★委員意見 （外部評価） 

項目ごとの感想ヷ意見ヷ質問 

【実績に対する講評】 視点：年次別計画とおり、もしくは同等の取り組みが実施されているか 

1 昨年度からの継続事業であり、計画とおり進行している。 

2 実施回数は尐ない。 

3 全てではないと思うが実施されている。 

【効果ヷ達成状況への講評】 視点：取り組みの効果が十分に出ているか 

1 効果について、きちんと測定されていないように思う。 

2 意見交換まで行えたとのこと、今後の反映に期待したい。 

3 より良い実施方法へのスパイラルアップのためにも、事後評価法を考えられたい。 

4 「認識できた」の主語はだれですか。効果測定手法を持っていない。この大切さを分かってない。 

5 ユニバヸサルデザインに適しているか改善すべきか。 

6 どのような気づきや意見が出たのか、この報告書からは丌明なので正確には評価できないと思う。 

【今後の誯題ヷ方向性への講評】 視点：方向性は妥当か、達成の手法が適切か 

1 ヘルプカヸドの普及に期待したい。 

2 年一回程度の実施では、区民全体に浸透するのに時間がかかる。リヸダヸ養成を視野に入れ、区民自
らが実施できる事業展開を考えていくべき。 

3 ＰＤＣＡサイクルの観点からも、「Ｃ」のところをきちんとする必要がある。 

4 このような障がい者のために官民一体となって、ユニバヸサルデザインに取り組むことは大変重要なこと
だと思う。 

5 年に 1 度では計り知れない現状を見過ごさないように継続してほしい。 
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【その他】 実績に対するプラスアルファの提案や他の施策への波及効果など 今年度評価 

1 アイコンタクトで実現するユニバヸサルデザインも多い。現代は人への無関心化が進ん
でいるようで心配する。 

 
2 実施する時間帯や曜日を変えて視察できなければ本当の検証ができないと思われるの
で、ぜひ実施してほしい。 

3 調査の際は困っている程度（我慢ができる範囲なのかどうか）も合わせて聞く方が資料と
して有効になる。 

4 障がい者だけでなく、外国人、高齢者などの視点も網羅して調査を行った方が良い。 

5 多様な方々とまちあるきをすることで他者への相互理解がうまれる。今後の発展に期待
する。 

 
▽所管回答 

委員意見に対する改善案 

【障がい福祉誯】 

1 「やさしいまちづくり調査隊」は障がい者の視点から区内の公共施設等のバリアフリヸ化について検討を
行う仕組みのため、外国人、高齢者などの視点を取り入れるには、関係各誯で連携を取り、障がい者と
は別の機会を設けて実施する必要がある。また、事後評価方法の確立を含め、ユニバヸサルデザイン
の観点から調査の結果を区の公共施設整備事業に反映させていくために、担当所管のあり方について
も今後検討を行う。過去２年度は区内の大型ショッピングモヸルを見学したが、区内の道路、区の公共
施設なども積極的に対象としていきたい。 
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